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　まだ世界に何もなき頃ころ、一つの意識が生まれた。

　その余波で世界はかき混ぜられ、大地と海、空と星が生まれた。

　形をもってしまった世界は、淀よどんだ。

　最初の者……神は、己おのれの一部から四人の天使を作り出し、世界の管理を仰おおせつけた。

　天使は精せい霊れいを生み出して世界に放ち、世界に流れが生まれた。

　淀みだったものは、流れに洗われる中で植物と動物になった。




　だがその獣けものたちの中に、ひと際きわ力が弱い種族があった。人である。

　それを不ふ憫びんに思った神は、天使に命じ、人を守らせた。




　天を司つかさどる天使は、人々に物を作る手先の器用さを授さずけた。

　地を司る天使は、人々に植物や動物を飼いならす術を授けた。

　日を司る天使は、人々に火を授けた。

　月を司る天使は、人々に知ち恵えと言葉を授けた。




　その恩おん恵けいにより、人は瞬またたく間まに数を増やした。




　しかし、しばらくすると一部の愚おろかなる者たちは、神の存在を忘れてしまった。

　そこに力ある精霊が囁ささやいた。自分たちこそが、そなたらの主だ、我に従え、と。

　その言葉を信じた者たちは、人同士で争あらそうことを始めた。

　争いは長く続き、見かねた神は、世界で最も勇ゆう敢かんで信義に厚い若者に、聖せいなる力を与あたえた。

　その者はほどなく偽いつわりの神……邪じや神しんを打ち滅ほろぼし、世界に平和をもたらした。




　『勇者』と称たたえられたその者は、名をラティオといった。


【聖せい王おう国こく史　序文より抜ばつ粋すい】
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　春のやわらかな日差しを、庭木のしなやかな枝がそっと遮さえぎっていた。丸い葉の間からこぼれた陽光を逃のがすまいと、新芽が懸けん命めいに葉を広げている。

　そこでは十人ほどの子どもたちが輪を作っていた。その男の子もまた、そんな子どもたちのひとりだった。

　男の子は真しん剣けんに、輪の中央に座すわった壮そう年ねんの女性の声に聞き入っていた。

　その女性は紺こん地じに白いラインの入ったローブを纏まとっている。国教であるラティオ教の修道衣だ。彼かの女じよは教師と医師を兼かねた、この村唯ゆい一いつのシスターだった。

　シスターの細い指がそっと文面をなぞる。

「そして、勇者様は数多くの邪神を打ち滅ぼし、この国、聖せい王おう国こくを開いたのです」

　子どもたちにこの国の成り立ちについて話してきかせているのだ。

「せんせ、せんせ、その後、勇者様はどうなったの？」

　子どもの一人が、シスターの服を引っ張りながらたずねる。

　その問いにシスターは優やさしく微笑ほほえみ、「お姫ひめ様さまと結けつ婚こんして、仲間たちと一いつ緒しよにずっと幸しあわせに暮らしたのよ」と答えた。

　望んだとおりの答えを引き出せたからだろう。子どもたちが揃そろって無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべた。子どもたちは輪を狭せばめて、口々に歓かん声せいをあげる。

　だがひとり、男の子だけが首を傾かしげた。

「でも、せんせーがこの間教えてくれた話だと、邪神の生き残りにそそのかされた昔の仲間が裏切っちゃったんじゃなかったっけ？」

　それっていつまでも幸せに暮らしたってことになるのかなぁ、と。

　隣となりで話に聞き入っていた妹と幼おさな馴な染じみが不安げに男の子を見上げる。

　だが、シスターは穏おだやかな笑顔を崩くずすことなく、言い聞かせるようにまっすぐ男の子の顔を覗のぞき込んだ。

「そうね。確かに少しはそういう悲しいこともあったわね。それでも、愛する人と多くの仲間に囲まれて、勇者様が幸せだったことはきっと間ま違ちがいないわ」

　その答えにますます男の子は首をかしげる。

　大事な友達に裏切られたのに、少し悲しいだけだったのかな？　大人にはそんなものなのかなぁ、それとも勇者様だからなのかなぁ、とますます混乱を深めていた。

　それってすごくつらいんじゃないかな、と隣でいつの間にか手を握にぎっていた幼馴染の女の子を盗ぬすみ見た。彼女は男の子の不安を理解しているのかどうなのか、ぼんやりと笑い返してきた。シスターの養子であるこの幼馴染には、義母の言葉を疑うなんて選せん択たく肢しはないのだろう。

　一方のシスターは、その混乱による沈ちん黙もくを男の子が納なつ得とくしたものだと受け取ったようで、また別の昔話を始める。

　男の子が声を上げた時は少しだけ不安そうな顔をしていた他ほかの子どもたちも、すぐに新しく始まった話に引き込まれていった。

　ただ男の子の妹だけが、兄の異変に気づいて顔を見つめてきた。同時に彼女は幼馴染にも助けを求める。

「エルおねえちゃん、おにいちゃんが……」

　今にも泣いてしまうんじゃないかっていうくらい、妹の顔は不安に歪ゆがんでいた。妹は、とても敏びん感かんで泣き虫なのだ。

　自分が妹を泣かせてどうするんだ、と男の子は幼いなりに何とか気持ちを切きり替かえる。むりやり笑顔を作って、妹の頭をなでた。直前までの不安なんて吹ふき飛とんだ様子で、妹は蕩とろけた笑顔を浮かべる。

　そんな妹のかわいらしい仕草に、男の子は今度こそ曇くもりのない笑顔を返した。

　――僕ぼくだったら、この娘こと一緒にいられなくなったり、誰だれかと殺し合ったりするところを見るのなんて絶対嫌いやなんだけどなぁ。

　妹に悟さとられないように細く息を吐ついて、再びシスターの話に耳を傾かたむけた。
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　それから、何度目かの春が訪おとずれ、男の子は青年と呼ぶべき年ねん齢れいになっていた。

　青年……セオは自他共に認める、特とく徴ちようのない顔立ちをしていた。茶色い短たん髪ぱつも飾かざり気けがなく、初対面の人間に覚えてもらったことは一度もない。数年前に両親を事故で亡なくしてから妹と二人で生きてきた影えい響きようか、最近では幾いく分ぶん顔立ちがりりしくなったなどと言われるが。

　そんなセオは今、一つの覚かく悟ごを胸に、一人暗がりに立っていた。

　木を組んだだけの粗そ末まつな家は隙すき間ま風かぜがひどく、すでに種まきの時期を迎むかえているというのに、夜は凍こごえるように寒い。

　そんな中でも、セオの目の前で眠ねむる少女の寝ね息いきは穏やかだった。

　セオは少女に自分の分の毛布もかけてやると、そのやわらかな頬ほおを優しくなでる。

　少女もまた、セオ同様に個性が希き薄はくな容姿をしていた。だが、セオの場合とは少し意味合いが異なる。整いすぎた容姿は逆に無個性に思える、というのを地でいっている美少女なのだ。唯一、くすんだ金色の長ちよう髪はつがこの辺りだと珍めずらしいので、印象に残るかもしれない。

　その美び貌ぼうは、本人の無自覚から磨みがきあげられてこそいなかったが、その気になれば貴族の令れい嬢じようにだってきっと退けをとらないだろう。

　名前はロティ。両親を亡くしてから共に支え合って生きてきたセオにとって、最愛の妹だ。亡くなった父親が残した「ロティを頼たのむ」なんて言葉を思い出すまでもなく、セオにとっては自分のすべてを懸かけても惜おしくない存在だ。

　彼女の耳元に口を寄せ、セオは「いってくるよ」とつぶやいた。

　立てかけてあった狩しゆ猟りよう用の剣けんを腰こしに差し、昼のうちにこっそりまとめていた荷物を背せ負おう。

　扉とびらをあけると、かすかに甘あまい匂においが漂ただよっていた。花の香かおりだ。見送る者のいないセオの旅立ちに対する、せめてもの餞別のようにも思えた。

　村は沈黙していた。道を照らすのは朧おぼろに陰かげった月だけで、慣れていない人間では一歩踏ふみ出すのも困難なほどだった。

　だが、セオは何の躊ちゆう躇ちよもなく闇やみの中に歩み出した。




　東の果てより現れし暗雲、瞬く間に世界を覆おおい、人々に絶望があふれるだろう。

　そのとき、神に愛されし勇の者現れ、世界に希望を取とり戻もどすだろう。

　彼かの者、その背に天使のごとき翼つばさの証あかしをもつであろう。




　そんな予言がセオたちの村にもたらされたのは、三日ほど前のことだった。

　予言を出したのは大神官の一人。数十年間予言を外したことがないという、稀き代たいの予言者だった。その言葉は、一部では王の言葉以上に重要視されているほどだ。

　そうでなくても、天使の力を借りて行われるこの国の予言は、普ふ段だんから当然のように信じられ、貴族を中心に利用されていた。

　なので、予言がそのまま布告されるのも決して珍しいことではなかった。

　もっとも、ただの村人にすぎないセオには、どこか遠くの世界の話でしかなかったが。本来なら。

　だが、今回ばかりはそうも言ってはいられない。

　彼の愛すべき妹の背には、翼の形の痣あざがあるのだから。偶ぐう然ぜんついたものにしてはあまりにも形の整った痣が。

　しかも、時を同じくして、東の果ての地に異形の者たちが住み着いたというのだ。それはまさに、予言に示される世界を覆う暗雲を想像させた。

「認めない。うちの妹を勇者になんかさせてたまるか」

　勇者……神の祝福を受けた戦士。人々が危機に陥おちいったときにどこからともなく現れ、世界を救うと伝えられている。セオたちの暮らすこの国も、勇者により建国されたと伝わっていた。今から三百年ほど前の話だ。

　本来なら喜ぶべきなのかもしれない。

　だが、セオは兄として、それを認める気はなかった。

　今のセオには断言できるからだ。開国王でもある前代の勇者は、決して幸せなどではなかった、と。

　やはり、あのときシスターが語って聞かせてくれたのは、子ども向けのおとぎ話だったのだ。本来、ラティオ教に伝わる伝説では、勇者は友に裏切られ、妻を殺され、本人も非ひ業ごうの死を遂とげている。

　それでも誰も恨うらまず、高潔さを失わなかったことで人を超こえた存在になり、神の従者に召めし上あげられた、とされている。

　たしかに、それはすごいことなんだろう。立派だ、とセオも思う。……どこかの見知らぬ他人の話として聞いている分には。

　けど、妹がそんな目にあうのは絶対に耐たえられなかった。妹は誰よりも心優しい娘なのだ。誰かを守るためなら、きっと命を懸けて戦ってしまうだろう。そして、敵を倒たおすことに心を痛め続けるに違ちがいない。

　セオはただ、妹に人並みの幸せを手に入れてほしいと願っていた。

　だからセオは考えた。

　考えて考えて、一つのアイディアを絞しぼり出した。

「僕が、先回りして終わらせてくるからな」

　そう、世界を覆う暗雲とやらを、勇者が必要になる以前の段階で排はい除じよしてしまおうと。

　幸い、ロティの髪かみは腰に届くほど長く、背中の痣を完全に隠かくしてくれていた。まだセオ以外に気付いている者はいないだろう。ロティ本人も含ふくめ。

　とくにあてがあるわけではない。だが、ただ黙だまってロティが望まぬ戦いに駆かりだされるのを待つというのは論外だった。

　だから夜中、村が寝ね静しずまるのを待って、セオは家を抜ぬけ出したのだ。

　誰にもなにも告げず。

　だが、

「気に入ったわ」

　気がつけば目の前に女が立っていた。今の今まで何もなかったはずのところに、まるで最初からいたように。

　こぼれそうになった悲鳴を、セオはなんとか飲み込んだ。たじろぎながらも、剣に手をかけて女を睨にらみつける。

　波打つ銀の長髪と尖とがった耳が、彼女が森で精霊と共に生きる亜あ人じん種しゆ……エルフであることを示していた。顔立ちもエルフらしい涼すずしげな細ほそ面おもてだ。

　だが、エルフにしてはやたら肉感的な体つきで、瞳ひとみの色もエルフには存在しない茶色だった。人間の血も混ざっているのだろう。

　妙みような迫はく力りよくをもった女だった。背後の家にロティがいなかったら、セオはさっさと逃にげ出していたかもしれない。

　そんなセオの警けい戒かい心しんなどお構いなしに、艶なまめかしく口元を歪めると、女は手を差し出してきた。

　さっき唐とう突とつに現れたときのような不可思議な術を警けい戒かいして、セオは一歩後ずさる。

　が、その警戒はまったくの杞き憂ゆうに終わった。

「私にも一枚かませてくれないかしら？　勇者に全部任せてしまおうって考え、大だい嫌きらいなのよね。気が合うと思うんだけど、私たち」

　差しだされた手は、握あく手しゆを求めるものだったのだ。

　その口元に浮かんだ微び笑しようも、好意的なものと捉とらえられなくもない。

　だが、不用意に信じるには、その女はあまりにも怪あやしすぎた。

　考えがまとまらず、セオが身動きも取れずにいると、女はぐいっと体を寄せてきた。

　息の当たるほどの距きよ離りまで顔を近づけ、にこやかに笑う。妖よう艶えんな容姿に似合わない一見無邪気な笑顔だった。

「それに……私なら具体的な方法も用意できるわよ」

　最後の言葉に、セオは大きく息をのんだ。

　怪しいのは分かっている。登場の仕方といい、態度といい、怪しさを隠す気すらないように思えた。

　どうして誰にも話していないはずのセオの企たくらみを知っているのか。一体どこから現れたのか。あまりにタイミングがよすぎないか。聞きたいことはそれこそ山のようにあった。

　それでも、なんのあてもなく行動を起こそうとしていたセオにとって、女の誘さそいは魅み力りよく的てきすぎた。

　エルフは人との接せつ触しよくを好まない種族だ。だが、彼女たちが精せい霊れい魔ま法ほうと呼ばれる独特の技術を持っていることは非常に有名だった。その知識に期待してしまうのも仕方のないことだろう。

　加えて、女の得体の知れなさが、かえって言葉に妙な説得力を持たせていた。これだけ怪しい女なら、確かに天使の予言に逆らう手段の一つや二つ知っていそうだ、と。

　セオは一度我わが家やを……その中で眠るロティを仰あおぎ見みて、頷うなずく。

　それから女に向き直り、差しのべられた手を取った。

「よろしく、セオくん。じゃあとりあえず手始めに、偽にせ勇者にでもなってもらいましょうか」

「……は？」

　次の瞬しゆん間かんには、後こう悔かいすることになっていたが。
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　目を覚ました瞬間、セオを襲おそったのは、喉のどの渇かわきにも似た強きよう烈れつな倦けん怠たい感かんだった。目のかすみと頭痛もセットだ。

「……ぐっ」

　生きていることを確かめるように吐き出された息は、うめき声のように響ひびいた。

　彼は今、天然の洞どう窟くつに身一つで寝ねかされていた。その洞窟は浅く、どうにか雨風をしのげるという程度のものだったが、入口を背の高い木々が覆い隠しているせいで外の様子はよく分からなかった。

　頭がぼうっとして、自分の置かれた状じよう況きようすら思い出せない。ただ、この場所に見覚えがないことはかろうじて分かった。

「生きてるみたいね」

　丁度そのとき、セオが目を覚ますタイミングを待ちかまえていたかのように声がした。

　声の主はあのハーフエルフだった。腰に手を当てて、こちらを見下ろしている。

「やっぱり逸いつ材ざいだわ。普ふ通つうなら三日前に干ひからびてるところなのに」

　淡たん々たんと呟つぶやき、その女――グラディスと名乗っていた気がした――はセオの隣に腰を下ろし、脈や体温を測り始める。

「なんで……」

　自分自身、なにについて問いかけているのか分からないまま、セオはそんな言葉をこぼした。

　すぐに深いため息が返ってくる。

「貴方あなたが、『見知らぬ女の子にそんなことできない！』とか、ふざけたこと言ってるからこんなことになってるんでしょう。覚悟が足りないのよ。その点に関しては少し見込み違いだったわ」

　ずいぶんと勝手な物言いだった。それでいて、まるで悪びれる様子もないグラディスを、セオは精いっぱいの力を込めて睨みつける。

　が、その視線はグラディスに薄うすら笑わらいを浮かべさせることしかできなかった。

「でも、このまま貴方に死なれると、こっちも困るからね。貴方の希望に沿う餌えさを確保してきたわ」

「は？」

　言われて初めて、セオはグラディスが妙に大きな麻あさ袋ぶくろを引きずっていることに気付いた。

　そう、丁度人間が入るくらいの大きさの。

「貴方はたしかこう言ったわよね？　『見ず知らずの女の子にそんなことできない。そういうのはちゃんとお互たがいのことを知って、相手を大事にしていける、相手の人生に責任を持てると確信してからすべきだ』って」

　セオは無言を返す。

　というより、話に付いていけていなかった。

　確かにそんなようなことを言った記き憶おくはあったが、前後の流れが出てこなかったのだ。

「ほら、これなら文句ないでしょ？」

　当然のようにセオの困こん惑わくを無視して、グラディスは麻袋をセオの前に転がしてきた。

　同時に、不可視の力に操あやつられて、その麻袋の口を縛しばっていた紐ひもがゆるゆると解けていく。

　そこから転がり出てきたのは、女の子だった。

　セオより少し年下に見えた。紺こん地じに白のラインのローブは、彼女がラティオ教徒であることを示している。さらにはその胸むな元もとに下げた盾たてを模した銀のブローチが、神しん聖せい魔ま術じゆつ師し――天使の力を借りうけて奇き跡せきの術を使う者――であることも示していた。
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「……は？」

　ゆったりとしたローブのせいで分かりにくいが、小こ柄がらな割にスタイルのいい少女だった。

　茶色がかった長髪は、ゆったりとウェーブがかかっていて、ゆるく編みこんである。

　こんな状況だというのにその寝ね顔がおは幸せそのもので、ゆるく結ばれた口元は笑っているようにも見えた。

　なんというか、ほっぺをつついてみたくなるような雰ふん囲い気きの少女だった。

「シスコンがひどすぎて忘れたのかしら？　報むくわれないわね、この娘」

「なにを？」

　セオが首をかしげている間に、グラディスは少女を麻袋から完全に引きずりだしていた。

　それでも目を覚まさないあたり、なんだか将来が心配になる娘である。

　……その隙すきだらけの感じには、とても覚えがある気がした。

「ほれ」

　と、動こうとしないセオに面めん倒どうになったのか、グラディスはセオに向かって少女を投げてよこすという暴挙に出る。

　少女が宙に投げ出されていた。いつもの怪しげな術を併へい用ようしていたのか、ハーフエルフの細ほそ腕うでからは考えられない勢いだ。

「あっ！」

　言うより早く、セオは動き出していた。助けなきゃ、という直感じみた想おもいに、自然と体が反応した結果だった。

　だが体には力が入らず、転がるようにしか動けない。それでもなんとか少女の下に滑すべり込むことに成功した。

　下は岩いわ肌はだだ。意識のない人が倒れれば、下手をすると大おお怪け我がだってしかねない。

「なんてことするんです！」

　セオからとっさに怒ど声せいが飛びだす。ただ、その声は自分のものとは思えないほどしわがれていたが。

「ん……」

　と、セオの腕うでの中で少女が吐と息いきを漏もらす。

　どんな方法で気絶させられていたのかは定かではなかったが、あんな乱暴な扱あつかいを受けて、直後耳元で怒ど鳴なり声ごえがすれば、起きない方が不思議だろう。

　改めて少女の状態を確かく認にんしようと視線を向け、

「大だい丈じよう夫ぶでした……か？」

　セオはそのまま固まった。

　目の前に顔があった。

　セオと少女は向き合って抱だき合あう形になっていたのだ。

　近くでじっくり見ると、かなり顔立ちの整った娘だった。血色のいい肌はだとしまりのない寝顔のせいで可愛かわいいという印象の方が強いが、間違いなく美少女の部類だ。

　そのつややかな口元を、気づけばセオは凝ぎよう視ししていた。

「うん……？」

　セオの目の前で少女の唇くちびるが震ふるえる。まったくそんなことはないのに、セオはいけないものでも見てしまった気分になった。

　相手が修道衣を纏った聖職者だからかもしれない。

「ふぁ……」

　少女は、セオの体の上で小さく身じろぎし、かわいらしい欠伸あくびをもらした。

　その動作のせいで、セオは自分の胸むな板いたの上で自在に形を変える、柔やわらかな二つの出っ張りの存在に気付いた。

　今にも崩れそうに柔らかく、それでいてずっしりと重い、今まで味わったこともない感かん触しよくに……気づいてしまった。

　――こ、この感触は！

　瞬間、頭に血が上る。比ひ喩ゆではなく。鼻の奥おくから何かがむずむずとこみ上げてくるのが分かった。

「ほう……この程度の接触で鼻血が出るとはさすが童どう貞てい。いや、これは今自分に必要なものを本能的に感じ取って、必死で興奮しようとしてるのかしら？　それともただ修道衣がツボのフェチストなのかしら？」

　グラディスの言葉通り、セオの鼻からは一筋の血がこぼれ出ていた。

　実際のところは、ただ少女を受け止めたときに鼻をぶつけただけだったのだが、胸に当たってる感触に昂たかぶりを全く感じてないとも言いきれず、セオは反論することができなかった。

　そうこうしている間に、少女が目を開く。

　目の前、それこそしようと思えばキスさえ簡単にできてしまう距離に顔があるのだから、当然、目が合った。

　寝ね起おきだからなのか、元々なのか、妙にとろんとした目を数度瞬まばたかせる。

　あまりのいたたまれなさに、セオはとっさに顔を逸そらそうとした。

　が、それはすんでのところで、他ならぬ少女によって防がれてしまった。

　少女は、セオの顔をがっちりとつかみ、骨こつ董とう品ひんを鑑かん定ていでもするみたいに、隅すみ々ずみまで観察していた。

「あ、あの？」

　振ふり払はらうのもためらわれて、セオはしばらくなすがままにされる。

「……セオ？　セオドール、だよねー？」

　いい加減、心臓の鼓こ動どうが限界に近くなったころ、ぽつんと少女は呟いた。家族同然の暮らしをする村の仲間たちからも、半ば忘れられているセオの本名を。

「え？　あ、うん」

　セオが頷いた瞬間、少女の瞳が輝かがやいた。花開くようにふんわりとした笑顔が浮かぶ。

「わー、久しぶりー。……あれ？　なんでこんな体勢なの、わたしたち？　あ、ていうか、なんでセオがいるの？　って、そういえばわたし、教会に向かってたような？」

　だが笑顔は、だんだんと曇っていき、困惑に変わった。

　突とつ然ぜん拉ら致ちされてきたのだから当然の反応だろう。というか、むしろ呑のん気きすぎる。

　だが、問題はそこではない。

「……久し、ぶり？」

　少女の言葉に、今度はセオが首を傾げることになった。

　瞬間、少女の表情が凍こおる。

「え、もしかして、わたし、忘れられてる？　えー……さすがにひどくない？　セオさー、妹関連のあれこれに記き憶おく力りよく使いすぎなんじゃないかな？」

　声に緊きん張ちよう感はなかった。むしろ冗じよう談だんめかしている風だった。しかし、わりと本気でショックを受けていることは、その逸らされた目元にじんわりと浮かんだ涙なみだで、セオにもはっきりと分かった。

　――やってしまった！

　自分でも驚おどろくほど、胸が痛んだ。

　その痛みたるや、妹と喧けん嘩かして口を利いてもらえなかったときと同等かそれ以上だ。

　妹のことばかりに気を取られて、ろくな交友関係を築いてこなかったセオに、そんな風に思う相手なんて……、

「あ、そうか」

　一人だけいたことを、セオはようやく思い出した。

　いや、忘れていたというのは正確ではない。その少女は、セオにとってもう一人の妹も同然のとても大切な娘だ。忘れるわけがない。

　彼が気付けなかったのは、ついさっきまで頭がろくに働いていなかったからだ。

「エルヴァ。エルヴァなんだな？　シスターのところの。きれ……大きくなったな」

　それと、その容姿があまりに当時と変わってしまっていたせいでもある。

　だけど、確かにそのぼんやりした雰囲気や、ずれてる感じは、記憶にある幼馴染の少女そのものだった。気づいてみれば、今まで気づかなかったのが不思議なほどだ。

　それに、よくよく考えれば、聖職者になった親しい知人なんて彼女くらいしかいない。ましてや、神しん聖せい魔ま術じゆつ師しの素養を持っている人物なんて。

　いくら神しん聖せい魔ま術じゆつを学ぶために王都の寮りように入っていて会えなかったとはいえ、薄はく情じよう者もののそしりは免まぬがれないだろう。

「重いっていいたいのかなー？」

　セオに気づいてもらえなかったエルヴァはすっかりネガティブモードだった。口をとがらせて、馬乗りのままセオの胸元を小こ突づいている。綺き麗れいと言いかけたのは、幸か不幸か聞きき逃したようだった。

「そろそろ、自己紹介してもいいかしら？」

　生温かく二人のやり取りを見守っていたグラディスが、ようやく声を上げる。

　それでやっと自分たち以外に人がいることに気付いたエルヴァは、慌あわててセオの上から飛びのいた。

「男の上に馬乗りになるなんて、はしたない聖職者様ね」

　それを認めたグラディスが、わざとらしく呟く。たちまちエルヴァは顔を真っ赤にして、普段は横に流している前まえ髪がみで、顔を隠してしまった。

「セオ、貴方ももう立てるはずよ」

　その言葉で、セオはようやくさっきまでのだるさが消えていることに気付いた。いや、それどころか、今までの人生の中で一番活力にあふれているかもしれない。

　体の調子を確かめるように、セオは足で軽く勢いをつけて跳はね起おきてみた。それだけで確信できるほど、明らかに体が軽い。

「貴方にも、『あれ』の説明は詳くわしくしていなかったわね。丁度いいわ。今貴方が感じてるのが、『あれ』のひとつ目の能力よ」

　狙ねらったように告げられた、『あれ』という言葉につられて、セオは自分の手を見つめる。グラディスの言う『あれ』には、心当たりがあった。彼女の言葉につられてついていった先で唐突に手て渡わたされた剣のことだろう。

　それを受け取ったあたりから、記憶が怪しくなっている。

　セオが剣の姿をそう思い浮かべた瞬間、彼の手の中に突とつ然ぜん光が宿った。眩まぶしくはない。ぼんやりとした光だ。

　光はセオの手の中で見る間に形を変え、セオの記憶の中にある通りの剣の形になっていた。次し第だいに光は失われて、刀身が姿を現す。

「わわっ、なにこれ!?」

　ぼう然として声を出すことすら忘れているセオに代わって、エルヴァが叫さけび声をあげていた。

「そうね、特に名前は決めていなかったのだけれど、霊れい剣けんエラスティスとでもしておきましょうか」

　それはとても簡素ながら、美しい剣だった。刀身は鋼とは思えない白色をしていた。柄つかに宝石があしらわれている以外には装そう飾しよくらしい装飾はないが、ストイックというか、武器としての美しさがあった。

「そういうこと聞いてるんじゃないんだけどー？」

　剣の怪しげな美しさに目を奪うばわれながらも、エルヴァは噛かみ合わない会話に唇を尖らせる。

　拗すねたように目を細めてもいたが、どうも眠そうにしか見えなかった。

「落ち着きなさい。すぐに説明するわ。いえ、まずは自己紹介からにしましょう。私はグラディス・アリンガム。見ての通りの魔ま術じゆつ師しよ。ああ、そっちはいいわよ。知ってるからね。エルヴァさん」

　あからさまにぎょっとして身を退くエルヴァ。本当にどうにも得体が知れないハーフエルフだった。

　だが、エルヴァの驚きはそれだけではなかったらしい。

「それ、本名ですか？」

　少し真ま面じ目めな声でエルヴァが問う。

　すぐさまグラディスはにやりと笑えみを返していた。いきなり偽ぎ名めいを疑うなんて失礼にも思えるが、グラディスに気にした様子はなかった。

「本名よ。さすがによく勉強しているわね」

「は？」

　話に付いていけていないセオにかまわず、グラディスは突然指を鳴らした。

　すると、まるで最初からそうだったかのように、彼女の体を銀色のローブが覆っていた。

　ところどころに、意味ありげに異い邦ほうの文字をベースにした装飾が施ほどこされている。

「ぎ、銀の大だい賢けん者じや様？　……え？　本物？　でも、あの衣もレプリカとかには見えないし」

　ローブの出現にエルヴァが表情をひきつらせていた。

　確かに、そのローブは清せい浄じような気品を秘ひめていた。しかし、なにをそこまで驚いているのかいまいち分からないセオは、エルヴァの服の裾すそを引っ張りつつ、こっそりと耳打ちをする。

「なぁ、あの人について何か知ってるのか？　なんか突然消えたり出てきたり、怪しげな術使ったりしてるし……やばい人？」

「き、消えたり出たり!?　それって、古代魔ま術じゆつの転移術じゃないの！　っ！　セ、セオの馬ば鹿か！　なに失礼なこと言ってるのよー！　ぎ、銀の大賢者様よ!?　知らないわけないでしょ！　三大英えい雄ゆうのひとりよ！　聖女様！」

「……は？」

　なんで今そんな話が出てくるのだろうか、とセオは首を傾げた。

　三大英雄といえば、前代の勇者と共に各地の邪じや神しんを打だ倒とうした者たちのことだ。その中でも銀の大賢者グラディス・アリンガムは別格で、勇者を導くために神が遣つかわした聖女だとか、この世の全すべての魔ま法ほうを使いこなすだとか、邪神を倒した後も一いつ切さいの名めい誉よを拒こばみ、ひとりこの国に大結界を張って守っているだとか、多くの伝説を持ち、三大英雄の中でも一段上に扱われる人物だ。

　さすがにセオでもそのくらいは知っていた。

　今話題に上っていたのは、この目の前にいる女のはずだ。

　人を実験動物扱いしたり、エルヴァを麻袋に詰つめて拉ら致ちしてきたり、セオをたぶらかして怪しげな企みを繰くり広ひろげたり、見たこともない術を乱発する、銀の髪のハーフエルフである。

　……そう、見たこともないような術を使う銀の髪のハーフエルフなのである。

「え？　この人が？」

　グラディスを指差すセオに、エルヴァは小刻みに何度も頷いた。

「う、うん……あの衣、聖せい衣いフェストゥス。大賢者様がミスリル糸で編みあげた伝説の衣だよ。どんな術がかかっていたのか、大賢者様以外が着ると死ぬような苦しみを味わうんだって。それに、あんな綺麗な銀色の衣が他にあるとも思えない。転移術も大賢者様くらいしか使えないはずだし」

　さらに普段の呑気な口調からは考えられないような早口で一気にまくしたてる。

　その調子には、自分に言い聞かせているような雰囲気がたぶんにあった。

「その呼ばれ方は背中がかゆくなるのよねー。ただ勇者っていう実験素材に興味があったから力を貸してただけなんだけど、ずいぶんまぁ美化されたもんだわ」

「はぁあああああああああああああああああ!?」

　そう、セオに偽にせ勇者になれと言って謎なぞの剣を渡わたしてきたこの女は、伝説にうたわれる聖女、銀の大賢者その人だった。
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「さて、大人しく話を聞く気になったかしら？」

　グラディスの言葉に、エルヴァが何度も頷いていた。

　エルヴァは自主的に地面に膝ひざをついて、まるで拝むようなポーズだ。

　セオはあまりのショックに、心ここにあらずで立たち尽つくしている。

「とりあえず、エルヴァ。貴方にはお願いがあってここまで来てもらったのよ」

「だ、大賢者様がお願いですか!?」

　伝説に謳うたわれる聖女本人からのご指名に、エルヴァは真っ青な顔で目を輝かせ、口元をひきつらせていた。感激と緊張と恐きよう怖ふと不安が入り交じって、どんな顔をしていいのか分からなかったのだ。

「ええ。ちょっと実験に付きあってもらいたいんだけど、いいわよね。まぁ、本当は誰でもよかったんだけれど、そこで固まってる実験素材が、どうしても貴方じゃないとだめだっていうものだから」

　伝説とはかけ離はなれた、淡々としていて少し粗そ暴ぼうな口ぶりに、一いつ瞬しゆんエルヴァの表情が引きつる。

　それでも、すぐに真しん摯しな面おも持もちを作り直せたのは、まさに信しん仰こう心しんのたまものだ。

「まぁでも、いきなり順調な結果を出してくれたから、私は満足よ。わざわざ連れてきた甲か斐いがあったわ」

「お、畏おそれ多おおいお言葉です」

　あの、わたしどうやってここまで連れてこられたんですか？　そこに転がってる麻袋はなんですか？　微び妙みように体中痛いのは気のせいでしょうか？　という言葉をギリギリで飲み込んで、エルヴァは深々と頭を下げた。

　その姿に小さく頷いて、グラディスは再び口を開く。

「で、説明だったわね。んー、どこから話したもんかしらね。そうね、勇者の予言は聞いてる？」

「え、ええもちろん」

「それ、セオの妹さんなのよ」

　あっさりと核かく心しんを吐き捨てたグラディスは、硬こう直ちよくしたエルヴァを歯し牙がにもかけず、言葉を続ける。

　完全にグラディスのペースだった。

「で、セオは妹が戦いに巻き込まれるのが嫌いやだからって自分で全部解決しようとしてたから、力を貸してあげることにしたのよ。一いつ般ぱん人じんにはどうにもできないから勇者が必要なのに、馬鹿よね。今から間に合うなら、とっくに国王が兵でも差し向けてるわよ」

　しばらく険しい顔で頭を押おさえていたエルヴァだったが、最終的には苦く笑しようを浮うかべながらため息をついた。

「……セオらしいです」

　セオは形はどうあれ勇者を隠そうとしていたことになる。それは開祖が勇者であり、勇者という存在を非常に重要視するラティオ教においては、十分に背信行こう為いといえた。

　敬けい虔けんなラティオ教徒にばれでもしたら、下手するとただじゃ済まないだろう。それに、信心が足りないとはいえ、セオもラティオ教徒なのだ。信仰心が痛まなかったはずはない。

　それでも、妹のためならできてしまう。その妹愛は本当に昔とまるで変わらなかった。

「まぁ、私も面おも白しろいと思ったから拾ってきたんだけど」

　そんなエルヴァの様子を見て、グラディスはにやにやと笑っていた。

「ほらシスコン、そろそろ正気に戻りなさい」

「ははは、いやだな、正気っすよ。ちゃんと分かってますよ、これは何かの悪い夢ですよ。早く起きないと」

　空々しい笑い声を上げるセオに向かって、グラディスは人差し指を向けた。すると次の瞬間、その先せん端たんから小さな火の玉が飛んでいく。

　あまりに速すぎて、ほとんど赤い線のようにしか見えなかったが、火の玉はセオの髪の毛けを少し蒸発させ、壁へき面めんに小さなクレーターを作った。

「目は覚めたかしら？」

　淡々としたグラディスの声に、セオが大おお慌あわてで何度も頷いていた。

「それで、私がセオになにをしたかだったわね。そうね、一般人をやめてもらったってところかしら。一般人にできないことをさせるなら、それが手っ取り早いと思わない？」

「え？　まさか、この剣けんのことっすか？」

　セオは件くだんの霊剣を自身の目の前に持ち上げてみせた。

　確かにこの剣の存在感は、普通じゃなかった。まして自在に消したり出したりできる剣など、エルヴァでも聞いたことがない。セオの判断は妥だ当とうだった。

　案の定、グラディスは頷く。

「そう、その剣がみそ。セオのくせによく気づけたわね。ほめてあげるわ。で、それには、貴方たちが天使とか呼んでるものと、同等の力を持った存在が宿っているのよ」

「……は？」

　あんまりなグラディスの言動に、セオもエルヴァも返す言葉を見つけられなかった。

「そう、勇者ラティオに攻せめ落おとされた異教徒たちが、愛と生命の女め神がみエラスティスと呼んでいたものがね。貴方たちにも分かりやすくいえば、邪神の一体よ」

　しかし、グラディスの口から続けざまに吐はき出だされたのは、それまでの言動が全部ちょっとしたお茶ちや目めに見えてしまうほどの爆ばく弾だん発言だった。

　邪神……蛮ばん族ぞくによって神に祭り上げられた、狂くるった精せい霊れいであり、人の欲望を糧かてとし、人々を争いに導く、とラティオ教では教えられている存在。ラティオ教徒にとって最大のタブーだ。

「ふ、ふざけないでください！」

　即そく座ざにくってかかったのはエルヴァだった。

　さすがに聖職者としては無視できる話ではなかった。

「あら、心外ね。ふざけてなんかいないわよ？」

「なんで、なんでよりによってあなたが、邪神を打倒したはずの大賢者様がそんなことを！」

　続けざまにどれだけエルヴァが怒鳴っても、グラディスの飄ひよう々ひようとした態度は崩くずれない。

「それも間ま違ちがい。私たちは邪神を打倒してなんかいない。ああやって、器うつわに封ふうじただけ。で、私はその管理を引き受けたの。研究素材にしていいっていう条件付きでね。だから、私の行動は『勇者様』も承知していたわけよ」

　勇者様、という言葉にわざとらしくアクセントが置かれていた。おちょくっているのだ。

　そこまでが我が慢まんの限界だった。グラディスをきつく睨みつけると、エルヴァはセオの手から剣を奪い取って洞窟の奥の方へ投げ捨てる。

「無理よ」

　だが、霊剣は地面に落ちるより速く光に溶とけ、次の瞬間にはセオの手の中に戻もどっていた。

「呪……祝福されていて外れないのよ」

「明らかに呪のろいって言ってるじゃないですか！」

　打てば響くようなタイミングでの返しに、グラディスは満足そうだった。グラディスは完全にエルヴァをからかって遊んでいた。

「まぁ、安心しなさい。糧を払っている限り、死にはしないわ。無む駄だに人を斬きりたくなったり、意識を乗っ取ったりもしないから大丈夫よ」

「そういう問題じゃないです！　それに、払っている限りってことは、払わなければ死ぬってことじゃないですか！」

「そうね」

　やはりグラディスは平然としたものだった。一方でエルヴァのボルテージは最高潮に達していた。そしてセオは、本人のことのはずなのにすっかりおいてけぼりである。

「そうねって！　無責任です！」

「……だから貴方を連れてきたのよ」

「……へ？」

　またふざけた答えが返ってくると構えていたところに、予期せぬ言葉を浴びせられ、エルヴァの怒いかりが一気に冷める。そして、元々はそういう話をしていたことを、ようやく思い出した。

　その隙を狙ったように、グラディスは早口で先を続けた。

「ついさっきまで彼かれは死にかけだったのよ。でも今はご覧の通りぴんぴんしてるでしょう？　貴方との接触で、糧が補ほ充じゆうされたからよ」

「どういうことです？」

　先を促うながしながら、エルヴァは横目でセオに真しん偽ぎを問いかける。セオは即座に首しゆ肯こうを返した。

「愛と生命の女神って呼ばれていたって言ったでしょう？　力の強い精霊は、感情とか概がい念ねんを糧にする場合があるわ。この剣に宿ってるのもそう。伝承でも人々の欲望を糧にしていたってなってるじゃない」

　そこでグラディスは演技がかった所作でためを作る。

　エルヴァとセオが息をのんだのを確認して、グラディスはびしっと件の霊剣を指差した。

「この剣は、愛を糧に持ち主に力を貸すのよ！」

「あ、愛!?」

　グラディスのペースにすっかりのまれてしまったエルヴァは、うわごとのように呟く。

　さらにグラディスは、その機に乗じてたたみかけるように早口で続ける。

「そう、愛！　死にかけていた彼は、貴方への愛の力でああやって元気になったのよ！　……まぁ、だいぶ大おお雑ざつ把ぱな精霊だから、性欲とかでも十分回復するんだけど」

「そ、そんな……セオがわたしを愛していたなんて……で、でもわたしはその……神に仕える身だし、はうぅ」

　愛、という言葉にエルヴァの頭の中はぐちゃぐちゃで、後半につけ足した言葉について深く考えている余よ裕ゆうはなかった。

「まぁ、セオに目を付けたのも、類をみないほど強い妹への家族愛で、この霊剣の糧を補えるんじゃないかって考えた部分もあったのよね。大正解だったわ」

「……えーっと、なんかよく分からないんすけど、定期的にエロい気持ちにならないと死ぬことは把は握あくしたっす。で、具体的に僕ぼくはなにをすれば、ロティを助けられるんですか？」

　真っ赤になってエルヴァが黙だまり込んだことで、ようやくセオが口を開いた。

　これだけややこしい立場に立たされて、話から取り残されても、妹優先のスタンスがぶれない彼には、さすがのエルヴァも呆あきれざるをえなかった。

　だが、エルヴァもそこは気になっていたため、頭を振ってなんとか落ち着きをとり戻し、真面目な表情を作る。

「あら、そんなに警けい戒かいしないでよ。別に貴方も損をするわけじゃないのよ。ただ、妹の代わりに偽の勇者になって世界を救ってもらおうってだけの話だし」

「は？」

「もっとお手軽に仕立て上げれればいいんだけど、勇者が覚かく醒せいすると、人間離ばなれした身体能力を発揮したり、常に強力な防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに守られたり、無数の魔法をなんとなくで扱えちゃったりと色々規格外にパワーアップするからね。やっぱ邪神くらい引っ張ってこないとね。対たい抗こうできないのよ」

「いや、え？」

「勇者っていうのは、勇者を望む民たみの心が目覚めさせるの。一度勇者を望んでしまった民の心は、目先の障害が消えただけでは満足しないわ。次はほんのちょっとしたきっかけで勇者を目覚めさせてしまうでしょうね。だから、それを防ぐためには、覚醒した勇者によって自分たちは救われた、って思わせる必要があるの。そう、偽勇者の貴方が、ね」

「え……えええええええええええええええええ!?」

　今日何度目になるか分からない絶ぜつ叫きようが、洞窟の中に響いていった。





◆






　グラディスの先導に従って洞窟を抜ぬけたセオ達の前には、急な斜しや面めんと背の高い木々が待っていた。

　その洞窟は斜面の中腹に位置していたようだ。木々のせいで、まだ太陽は高いにもかかわらず辺りはほの暗い。

　グラディスはふたりを振り返ることもせず、さらに進んで行く。

「こっちよ」

　急な斜面をものともせず、軽い足取りで下っていく。

　セオは見た目通り運動神経の鈍にぶいエルヴァに手を貸しつつ、急いでグラディスの後を追った。するとほどなく、視界が開け、平らな場所に出る。

　斜面の反対側は崖がけになっている。ちょうど、自然の見晴らし台のような場所だった。

　遮さえぎるもののなくなった陽光に、セオの視界が一瞬白く染まる。明るさに体が慣れるのを待って目を開くと、目の前には絶景が広がっていた。

　空に手が届きそうだった。いつも見ているのと同じとは思えないほど澄すんでいる。

　そしてその先には、大陸を北東、南東、西に別わける大山脈地帯があった。聖王国はその西側に位置する。

　いつも遠くから見ている山々だったが、迫はく力りよくがけた違ちがいだ。雲を突つき抜けるような巨きよ大だいな山が互いに支え合うように連なっている。その様はまるで巨大な壁かべのようですらあった。

　山々の根元には、深い森が広がっていた。人の侵しん入にゆうを拒むように隙すき間まなく、それでいて無む秩ちつ序じよに木々が生おい茂しげっている。

「うわ」

　セオはあまりの絶景に思わず声を漏らす。

「ここって、王国東とう端たん辺り、だよね？」

　言われてセオもすぐに頷うなずいた。

　これほどの大規模な森となると、まだ開かい拓たくの余地を大きく残すこの国でも、それほど多くはなかった。

　さらにこれほど中央山脈が近くに見える立地となると、そこまで地理に明るくはないセオでもすぐに分かった。

　国の最さい東とう端たん、つまり、噂うわさの異形の者たちが現れた場所のごく近くだ。

「あっち見てみなさいな」

　セオたちが頷き合ったのを確認して、グラディスは森の奥の方を指差した。

　そこに、森に沈しずみこむようにして人工物らしきものがあった。

　見たことがないような建築様式で、規模も異様だ。丁度、山間の道を完全に塞ふさいでしまうように建っている。

　砦とりでだった。

　人の立ち入りを拒むような森の奥に、王都でも見られないような規模の建造物があるのだ。

　噂が、単なる噂ではない何よりの証しよう拠こだった。

「一応私の方で軽く情報を集めてみたのだけれど、やはり予言の対象はあの向こうに現れた異形の者……魔ま族ぞくって名乗ってるらしいけど、彼らで間違いなさそうよ。私の見立てでは、後ひと月ほどで開戦するんじゃないかしら。そうなったら、なにをしても手て遅おくれよ」

「ひと月!?」

　想像していたよりはるかに短い猶ゆう予よに、セオは声を荒あららげる。

「魔族たちは、あの土地の所有権と食しよく糧りよう援えん助じよをこっちの王族に要求したみたいね。けど、王族連中が異教徒に譲じよう歩ほするわけもなく交こう渉しよう決けつ裂れつ。食糧援助を願い出ている以上、食しよく糧りようが足りてないんでしょうし、冬前にはケリをつけたいと考えているはずよ」

「交こう渉しよう……？　一方的に攻めてくるとかじゃなくてですか？」

　異形の者たちだとか、世界を覆おおう暗雲だとか言われていたから、セオはその交渉という言葉がすごく場ば違ちがいに思えた。問答無用で侵しん略りやくしてくるような連中だと思っていたのだ。

　戦争をしかけてくる理由が食糧というのも、まるで普ふ通つうの人間のようで違い和わ感かんがあった。

　そんなセオの疑問に、グラディスは目を細めるだけで答えようとはしなかった。

「彼らを止めるつもりなら、そうね、トップを潰つぶすのがセオリーではあるでしょうね。確か『魔ま王おう』と呼ばれていたかしら。さすがに地図や向こうの詳しい動向までは調べられなかったけれどね」

　少し歯切れ悪くグラディスが言う。

　そこまで長い付き合いではないセオからしても、らしくない反応だった。

「まぁ、そのあたりの判断は任せるわ。実際に潜せん入にゆうしてから貴方あなたが判断してちょうだい。でも、今問題なのはあの砦をどうやって越こえるかってところよ。魔族が住み着いたのはあの先の盆ぼん地ちだから、他ほかには山やま越ごえルートしかないわ。そうすると時間的にも体力的にもきついものがあるわね」

　あからさまに話を逸らして、グラディスはその辺から拾ってきた枝を使って、地面に円と四角、さらに見たことのない文字を組み合わせた図形を描えがきだす。

「え？　いや、なんかグラディスさん……様？　が僕らを連れて転移術使えば終わりなんじゃ？」

「いけないわよ。私」

　間の抜けた声を上げるセオを横目で見て、グラディスは当然のように言った。

「は？」

「私はちょっとした理由で、この国を出ることができないのよ。出るわけにはいかない、じゃなくて、どんな方法を使っても無理って意味ね」

　地面に謎の図形を描き終えると、グラディスは手を打ち払いながら言う。

　それ以上はなにも語る気はないようだったが、ふとエルヴァが口を開いた。

「もしかして、この国を守ってる大結界が関係してます？」

「――、勘かんがいいわね。まぁ、そんなところ。東方の地脈の考え方を流用して力を得ているのよ。おかげで国内では人並み外れた力を使えるけど、国外には出られない体になったわ」

　遠い目をしてグラディスがつぶやく。

　普ふ段だんの傲ごう岸がん不ふ遜そんな彼かの女じよとは別人のように、弱々しい横顔だった。

　よく意味の分からなかったセオは、エルヴァの服を引っ張ってこっそりと説明を求める。

「聖女様の伝説のひとつに、国を守る大結界を張ったってものがあったよね？　それ、伝説だけじゃないんだよ。一いつ般ぱんの市民さんは知らないかもだけど、本当に張ってあるの」

「大結界？」

「うん。疫えき病びようや災害から国を守ってくださっている、国を覆うほどの結界」

　言われてみて、確かにこの国では他国に比べてはやり病や極きよく端たんな凶きよう作さくなどが非常に少ないことに気付いた。

　セオは思わず身み震ぶるいする。

　この目の前のハーフエルフは、それこそ国の運命すら左右する存在なのだと思うと、セオは彼女の前に無防備に身を晒さらしていることが、恐ろしくてたまらなかった。

「ま、そんな話はどうでもいいわ。それよりこっちにいらっしゃい」

「ひゃ、ひゃい!?」

　だから、グラディスから手招きをされた瞬しゆん間かん、セオは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまったのだ。

「変な声出してないでほら」

　そう言いながら、グラディスはセオをさっき描いた図形の中心に誘ゆう導どうする。

　瞬間、勝手に霊剣が具現化し、地面に突き刺ささった。同時に図形がぼんやりと輝きだす。

「な？　な!?」

「落ち着きなさい。霊剣のもうひとつの能力について説明を始めるだけよ」

　言われて、グラディスが最初に、ひとつ目の能力、とかなんとかいっていたことを思い出す。

　少し前の憂うれいを帯びたような表情なんてどこへやら、グラディスはまたにやにやと笑みを浮かべていた。

　嫌な予感しかしなかった。

「ちょ、ちょっと待って！」

「断らせてもらうわ」

　身をひねって逃にげ出そうとするセオ。だが、その動きを読んでいたのだろう、先回りしてグラディスに両りよう腕うでを捕とらえられてしまう。

「愛と生命の女神、というのがこの霊剣に封じられている大精霊の昔の呼び名よ。愛と生命、女……そう、母性を司つかさどる精霊と言えなくもないわ。そして、母性の象しよう徴ちようといえば何かしら？」

「は……え？」

　淡たん々たんと説明を続けるグラディス。

　抵てい抗こうはするものの、また術でも使っているのか、細ほそ腕うでからは考えられないほどの強力で押さえつけられ、セオはグラディスのなすがままだった。セオの意思とは無関係に、彼の手はある場所へと誘導されていく。

　やがてセオの指先は、

「そう、胸ね。ほれ」

　勢いよくグラディスの胸へと触ふれた。

　未知の感かん触しよくがそこにはあった。

　いや、実際にはエルヴァの胸の柔やわらかさをさっき味わってはいるのだが、胸部と指ではその感覚の繊せん細さいさはケタ違いだ。

　今にも崩れそうな柔らかさながら、少しでも指を押しこめばしっかりと押し返してくるハリも併あわせ持もっている。それにこの重量感。

　未知の感触だった。

　力加減を変えれば、二つの塊かたまりはそれに合わせて自在に形を変え、指先を包みこんでくる。そのたびに、また趣おもむきの違った柔らかさがセオの指を楽しませてくれた。

　女性の胸にやたら執しゆう着ちやくする友人たちを訝いぶかしく思ったことは一度や二度ではなかったけれど、確かに、これは夢中にならざるをえない感触だ。

　――女性の胸とはこうも男を狂わせるものだったのか！

　理性なんてひとたまりもありはしない。

　この柔らかさの持ち主は、どうしようもなく性しよう悪わるで、化け物じみた力を持っているような、絶対に関かかわりあいたくない相手だっていうのに、それすらどうでもよくなってくる。

「……って、なにしてるんですかー！」

　あまりの事態にあっけにとられていたエルヴァが、ようやく我に返って二人の間に割り込んできた。

　それまでの強ごう引いんさが嘘うそのようにあっさりとセオの手を放すと、グラディスはさっとエルヴァをよける。

　力の行き先を見失ったエルヴァは、勢いそのままに地面に突っ込んでいった。

「あら、邪じや魔ましないでくれる？」

「ふ、不潔ですー！」

　地面に思いっきり打ちつけた鼻をさすりつつ、よろよろと起き上がるとエルヴァはグラディスを睨にらみつけた。

　グラディスはその視線を平然と受け止める。

「必要なことなのよ。……セオ？」

「え？　あ、はい？」

　夢見心地で自分の指先を見み詰つめていたセオは、名前を呼ばれてはっと顔を上げる。

「感じないかしら？」

「え？」

「自分の中に新しい力が宿ったのを、よ」

　なにをわけ分からないことを、と首を傾かしげかけた手の中で、霊剣がひと際強い光を放った。一瞬の後に光が晴れると、霊剣の刀身には、さっきまでなかった模様が浮かんでいた。

　グラディスが地面に描いた文字とよく似た模様だ。

　それに、自分の中で確かになにかが変わっている。

　その扱あつかい方かたも漠ばく然ぜんとだが分かった。読んだこともない本の内容が丸々頭に植えつけられたような、そんな感覚だ。知らないはずのことが、思い出せる。

「成功したみたいね」

　セオの様子から儀ぎ式しきの成功を理解したグラディスは、満足げに頷いた。

「なんなんですか、これ？」

　不快感を隠かくさずにセオは呟つぶやく。方法はともかくとして、こんなの、頭の中身を勝手にいじられたようなものだ。せめて先に説明くらいほしかった。

　だが、悪びれもせず、グラディスは鼻を鳴らすように笑う。

「命とは親から子へ継けい承しようされるものでしょう？　その霊剣のもう一つの能力っていうのはそれを表現してるの。継承能力。他人の能力を模も倣ほうする力よ。問題は継承の儀式が胸を揉もむってことね」

「なんですかその破は廉れん恥ちな剣は！」

　顔を真っ赤にしてエルヴァがグラディスに詰め寄った。

　その肩かたを押さえつけて、グラディスはエルヴァに目線を合わせる。

「しょうがないでしょう。剣の性質上、母性の象徴である胸が一番相あい性しよういいんだから」

　糧に愛とか性的興奮なんかを求めてくる霊剣だ。そのくらい今いま更さらだろう。

　しかし、エルヴァはまだ納なつ得とくできないようだった。

「で、でもー」

　そんなエルヴァの様子に、セオは今更ながら時間の流れを感じた。

　昔は平然と一いつ緒しよに水浴びなんかしていた仲なのだ。そんな彼女が、王都で神しん聖せい魔ま術じゆつを学んでいた数年の間に、すっかり聖職者としての慎つつしみ深ぶかさを身につけているのを見ると、なんだか感かん慨がい深ぶかい。最初、中身は昔とそれほど変わっていないかと思ったが、そんなことはなかったようだ。少しだけ寂さびしいような気もした。

「ほら、唸うなってないで、次は貴方の番よ」

　言葉を探していたエルヴァに、グラディスがとんでもないことを言い出した。

「へ？」「はぁ!?」

　セオとエルヴァは揃そろって声を失う。

「せっかくの能力継承能力よ？　一人にしか使わないなんてもったいないじゃない。この常識外れの霊剣は、神聖魔術だってお構いなしで模倣するわよ。それに、貴方に邪魔されたせいで、私からの継承もちょっと半はん端ぱだったみたいだし」

「な、な、な」

　見る間にエルヴァの顔が赤さを増していく。さっきまでの時点ですでに大分赤かったのだが、まだ上があったようだ。

　そりゃ幼おさな馴な染じみにそんなことされるの気まずいのは分かるし、セオ自身もめちゃくちゃ恥はずかしかったけど、そこまで嫌がられると、それはそれでちょっと切ないセオだった。

「ああ、なんなら直じか揉もみでもいいわよ？　そっちの方が効率いいはずだし。他にも色々しながらやると、さらに効果が……」

　けど、たしかにこの要求はちょっと度が過ぎる。一言言っておこうとセオは二人の間に体を割り込ませた。

「グラディスさん、その辺で勘かん弁べんしてやってくださいよ。もう満足っていうか、これ以上は……」

　心臓がもたないです、と続けようとしたセオだったが、それより早くエルヴァに足を踏ふまれてしまった。

　別に大して痛くはなかったのだけれど、言いかけた言葉はうやむやになってしまった。

「やります」

　そして、フォローの隙すきさえ与あたえてくれないまま、エルヴァが口走っていた。なぜかエルヴァはかなり不ふ機き嫌げんそうだった。どの辺がまずかったのかセオには理解不能だったが。

「ちょ、エルヴァ!?」

「そりゃ、グラディス様のに比べればあれだろうけど、平均よりは大きいもん」

「なにを言ってるんだ？」

　なんだかエルヴァとの間にとんでもない意識の乖かい離りがある気がして、セオは不安げにつぶやく。

　しかし、すっかり拗すねてしまったようでエルヴァはなにも答えてはくれなかった。

　無言でエルヴァが図形の中に入っていく。

「ほらほら」

　実に楽しそうに笑いながら、グラディスが手を振ふってセオを促した。

　逃げられるような状じよう況きようではなくなってしまっていた。

　自分を落ち着かせるように深くため息を吐き出して、セオはエルヴァに歩み寄る。

　なんでこんなことになってるんだろう。

　なんとか逃げ出す理由を見つけられないかと頭をひねってみたセオだったけれど、結局何も出てこないまま、エルヴァの隣となりに立っていた。

　エルヴァは、今更ながら自分の暴走を後こう悔かいしているようで、セオを上目づかいで見つめて震ふるえていた。

　それでも、聖職者として嘘をつくわけにはいかないからなのか、やっぱり無理とは言い出さなかった。

　思わずセオの喉のどが鳴る。

　既すでにグラディスにいたしてしまっている行為なわけで、今更という気もしないではなかったが、無理やり触さわらされるのと、自分の意思で触るのはやはり別物だ。

　まして、相手は聖職者、しかも幼馴染だ。罪悪感のケタが違う。

「セオ、妹を救いたいのでしょう？　なら、力は必要よ。揉みなさい」

　言ってることはしょうもないのに、その声には有う無むを言わさぬ迫力があった。伊だ達てに伝説の大だい賢けん者じやをしているわけではないということだろう。

　確かに、自分は覚かく悟ごを持って村を出たはずなのだ。

　ここで思いきれず、ロティを救うことなんてできるはずもない。

　セオはエルヴァにさらに一歩歩み寄ると、耳元に口を寄せ、

「ごめん。ロティを救うのに力を借りるよ。ちゃんと、責任は取るから」

　そう呟いた。

　精神的に傷つけてしまう分は、後でどんなことをしてでも詫わびるつもりだった。なじられようが、慰い謝しや料りようを請せい求きゆうされようが、甘あまんじて受け入れる覚悟だった。それだけ無む茶ちやな頼たのみをしている自覚はあったし、それに報むくいるためならどんなことでもするつもりだった。

　そんな覚悟が伝わったのかは定かではないが、エルヴァが真っ赤になって小さく頷いた。

　それを認めて、セオはついに手を伸のばした。

　そしてその指先が、そっと二つのふくらみに触れる。

　瞬間、セオの全身を、甘い痺しびれが駆かけ巡めぐった。気がつけばセオは、吸い寄せられるようにエルヴァの胸を揉んでいた。

　――こ、これがあのエルヴァの！

　ゆとりをもったつくりのローブを着ているために分かりにくいが、エルヴァの胸は決して小さくはなかった。

　むしろ、彼女の言葉通りどちらかといえば大きい方だろう。

　柔らかさもハリも、グラディスに一歩も引けを取らない。量感としても、手のひらに微妙に収まりきらない感じで、セオには実に丁度よく思えた。

　割れ物を触るようにそっと触れていた手に、少し力を込める。

「……んっ」

　聖職者としての矜きよう持じか、耳まで真っ赤にしながらも、エルヴァは声を出すのをぐっとこらえていた。それでも、小さく吐と息いきが漏もれる。

　その瞬間、それまでわずかに残っていた罪悪感や躊躇いためらは、欲望によって押し流されてしまった。

　――もっと鳴かせたい。
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　自分でもびっくりするような嗜し虐ぎやく的な考えが脳のう裏りをよぎる。

　その欲望のままに指に力を込めようとして、

「も、もう、むりー」

　直前で手のひらから柔らかな感触が消えてしまった。

　エルヴァは足元から崩れて、自分の体を抱だきしめ、必死に呼吸を落ち着かせようとしていた。

　――やりすぎた！

　即座にセオは自分の失敗を悟さとる。

　そうだ、自分同様エルヴァも異性に対しての免めん疫えきは皆かい無むなのだ。こんなことされて平気なわけがない。

　なのに、自分まで暴走して欲望のまま動いてしまってどうするのか。

　エルヴァが早々にギブアップしてくれて助かった。あのまま欲望のまま動いていたらどうなっていたことか。

「ま、こんなものね」

　セオが自分の軽けい率そつな行動を悔くい改あらためていると、元げん凶きようがあっけらかんとした声を上げた。

　さらに、指を鳴らす。

　その瞬間、周囲の景色が歪ゆがんで、視界が真っ白に染まった。
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　エルヴァがとっさに閉じていた瞳ひとみを開くと、周囲には黒く太い木々が見み渡わたす限りに敷しき詰つめられていた。

　確かく認にんするまでもなく、先ほどまで見下ろしていた森の中だ。

　――な、なに!?

　初めて目まの当あたりにする転移術に、エルヴァは直前までの恥ずかしさも忘れて、必死に周囲の様子を見まわす。

「さて、ここが私の飛べる一番端はしなんだけど、そうそう、エルヴァさんは結局どうするのかしら？」

「……え？」

　グラディスの言葉に、ああ、転移術だったのか、とほっとしたのもつかの間、いきなり名指しで問いを投げられ、エルヴァは間の抜けた声を上げることになった。

「いやほら、元々ね、エルヴァさんを連れてきたのは、セオの道中での愛情分補充のためだったのよ。つまり、一緒についていって、ときめく感じのこと……っていうかぶっちゃけ、えっちぃことをちょろちょろっとしてもらいたいってことなんだけど、どうかしら？」

　たぶんそういうことなのだろう、というのはエルヴァも分かっていた。だが、聞かれてしまうと答えが出せない気がして、話題にするのを避さけていたことだった。

　どうせなら、大賢者として命令でもしてくれればいいのに、とさえ思った。すぐに、自分のあさましさに嫌いや気けがさしたが。

「え、えっと、抱きついたりとか……？」

「その程度じゃ大した補給にはならないでしょうね。もっと大だい胆たんなのでお願いしたいわ」

　考える間を持たせるために投げかけた質問は、余計にエルヴァを追い詰めることになっただけだった。

　いたたまれなくて、エルヴァはうつむいてしまう。

「私は……」

　エルヴァは聖職者だ。当然のように貞てい淑しゆくであることを義務づけられ、これまで育ってきた。

　その感覚は、既に常識として刷り込まれている。そんな簡単に投げ捨てられるものではなかった。

　十代前半の女の子として、興味が全くないわけではなかったが、それ以上に恐きよう怖ふと嫌けん悪お感の方が大きかった。

　ましてや、セオの霊れい剣けんの力の源はあの邪じや神しんなのだ。グラディスの話を信じないわけではないが、長年敵として教え込まれてきたものを、そう簡単に受け入れる気にはなれなかった。

　それでも、本当になにも知らないまま、セオのためだと言われたら、無心で頷いていたかもしれない。

　さっき胸を触られて、そのときのセオが怖こわかったのだ。誰だれよりもよく知っている人のはずなのに、別人のようだった。それがエルヴァを躊躇わためらせていた。

　だけど……。

「今、セオを助けられるのはわたしだけなんですよね？」

　ロティではなく、自分だけが。

　今までセオに面めん倒どうを見てもらうことはあっても、セオの力になれたことなんてなかった。ロティがいたし、セオはなんだかんだでどんなことでも器用にこなしてしまう人だったから。

　――それにセオは責任を取るって言ってくれたし！

　だから、エルヴァは、

「いきます」

　頷かずにはいられなかった。
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「シスコンを治すいいきっかけになるかもしれませんし」

　長い沈ちん黙もくの後、頷いたと思ったらエルヴァはすぐさまそんな暴言を付け加えた。

「ちょ！　誰がシスコンだ！」

「セオに決まってるよー」

　直前までの真ま面じ目めな雰ふん囲い気きなんてどこ吹ふく風かぜ。ぽやぽやした笑え顔がおでエルヴァが言う。

　彼女の中でどんな葛かつ藤とうがあったのかよくは分からなかったが、セオは心の底から感謝していた。正直エルヴァにはなんのメリットもない話だ。いや、デメリットの方が大きいだろう。

「はぁ……」

　だから、ちゃんと礼を言いたかったのに、エルヴァの冗じよう談だんのせいですっかりタイミングを外してしまった。

「さて、それじゃあ最後にこれを渡わたしておくわね」

　話がまとまったのを見て取ってか、グラディスが声を上げた。

　そしてセオが振り向くのと同時に、銀色の何かを投げてよこした。

　なんとか両手でつかみ取り、ゆっくりと手を開く。そこにあったのは指輪だった。天てん秤びんをモチーフにしたようなデザインで、その中央にくすみがかった青色の宝石がはまっている。

「心しん珠じゆというものよ。民の心を映す宝石といわれているわね。その宝石が完全に黒くなったら、それだけ人々の不安が大きくなっているということよ。つまり、勇者の覚醒が回かい避ひできなくなるわ。目安にしなさい……じゃあね」

　初めて姿を見せたときと同じ唐とう突とつさでグラディスが別れを告げてくる。慌あわてて顔を上げたセオの前で、グラディスの姿は風景に溶とけていった。

　その顔には、聖女と呼ばれるにふさわしい穏おだやかな微び笑しようが浮うかんでいたような気がした。

「……気のせいだよな」

「なにが？」

　同じくグラディスを見送っていたエルヴァが首を傾げる。セオは心珠の指輪をはめながら、首を振った。

「いや、なんでも」

　エルヴァはちょっと不満そうにしていたが、それ以上追つい及きゆうしてくることはなかった。

「じゃあ行こうか」

　木々の隙間から見える山々や、太陽の方向を参考に方角を見定め、セオはエルヴァの手を引いて歩きだす。

「あっ……」

　戸と惑まどいの声を上げながらも、エルヴァは歩調を合わせてついてくる。

「……そうそう……ありがとな」

　それからセオは、落ち葉を踏みしめる音にまぎれこませるようにつぶやいた。







第二章
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　緑の山やま肌はだに、不ふ揃ぞろいな岩石がいくつも転がっていた。急な斜面に木々はまばらで、ところどころに切り立った崖も目に付いた。

　周りの山々に比べればそれでも低い方だったが、標高はかなり高い。山中を越えるには、専門的な登山の知識が必要そうだった。

　そんな山々を両りよう脇わきに従え、その砦はあった。

　石と煉れん瓦がを組み上げて造られた堅けん固ごな砦だ。居城を兼かねて造られる場合がほとんどの大陸西側諸国の砦とは根本的に違う、最初から軍事目的のみに特化した造りだった。

　規模は圧あつ倒とう的てきで、山間の道を完全に埋うめてしまっていた。

　城じよう壁へきは四重に及および、その一番奥おくにはかなりの広さの兵舎が併へい設せつされている。

　周囲の森、両脇の山地も併せて、まさに鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいだ。

　当然ながら、一いつ介かいの農民にすぎないセオはこんな巨大な建造物、見たことがなかった。

「大だい丈じよう夫ぶそうだな……しかし、これは心臓に悪いわ」

　そんな砦の壁を二つ抜けたところに、セオたちはいた。

　無造作に転がった岩石の陰かげに身を隠し、辺りの様子をうかがっている。

　夜の闇やみにまぎれ、二人はなんとか無事にここまで潜もぐりこむことに成功していた。

　もっとも、こうもうまく事が進んだのは、ここまでは見張りが置かれていなかったからだ。

　魔族側にはそれほど人的余よ裕ゆうがないことがうかがい知れた。もっとも、残り二つの壁だけでも十分すぎるほどに強固な砦であることには変わりなかったが。

「ここからが本番だね」

　エルヴァがいまいち緊きん張ちよう感のない声でつぶやく。

　それに頷きながら、セオは霊剣を呼び出した。光が漏れてしまわないか不安だったが、今回霊剣は、空気を読んだように地味に顕けん現げんした。

　邪神の意識は生きてるのかも、と背筋を冷たくしながらも、セオはいつの間にか頭にあった知識にしたがって、瞳を閉じて刀身を額に当てた。

「見えそう？」

「いける、と思う」

　エルヴァにそう答えた瞬間、閉じたままのはずのセオの目に、星空が見えた。

　眠ねむりに落ちる寸前のような浮ふ遊ゆう感がセオを襲おそう。そのときには既に、セオの視界は遥はるか上空に浮いていた。

　眼下に自身の姿を見下ろして、セオは細く息を吐はき出だした。

　ここまで来るのに既に二回試ためしてはいたが、やはり慣れない感覚だった。

　セオがグラディスから継承した能力は、千里眼と呼ばれるもの。大賢者だけが体得していたとされ、千里どころか国の隅すみ々ずみまで見通す力だったと伝えられている。いや、自身の経験で、それが伝説だけではないことを、セオは知っていた。

　セオが得た能力はそのグラディスの力にはとても及ばないものだったが、それでもこの砦の敷しき地ち程度は見通すことができた。

　セオが意識を次の城壁へ向けると同時に視界が切きり替かわる。

　その瞬間、セオの視界いっぱいに真っ赤な瞳が飛び込んできた。

「――わっ！」

　思わず声が漏れてしまった口を慌てて押おさえ、セオは視点を少しだけ後ろに下げる。

「どうしたの？」

　不安げなエルヴァに「大丈夫」とだけ答え、セオはまた視界に集中する。

　そこには赤い目の男が立っていた。

　体格はかなり大おお柄がらだ。それでいて肌はだは真っ白で、耳はエルフほどではないが尖とがっている。瞳だけではなくて髪かみも赤い。

　そしてなにより、その男の額には、二本の角が突つき出していた。

　――魔族！

　すぐさまセオの脳裏にその呼び名が浮かぶ。

　だが彼かれらの姿は、セオの想像とはかけ離はなれたものだった。

　異形、と呼ぶには、その姿はあまりにも……普通だった。ほとんど人間と変わらないのだ。

「セオ？」

　エルヴァの声で、セオはなんとか我に返った。見た目に惑まどわされるな、と自分に言い聞かせ、息を整える。

「いた」

　すぐ隣でエルヴァが息をのむ音がした。

　壁かべの上に見張りが三人。等とう間かん隔かくで配置されている。全員が普通の人間からするとかなり恵めぐまれた体格をした男だった。

　さらに意識を壁の中へと向ける。

　中の構造はこれまで抜ぬけてきた二つの壁と大差はないようだった。中には必要最低限の通路しか造られておらず、それ以外には見張りが交代で休むための仮か眠みん室しつがある程度だ。

　潜入できそうな隙すき間まは実質三カ所しかなかった。

　中央に造られた、味方の集団を通すための大きめの門がひとつ。両りよう端たんに造られた、一人が通とおり抜けられる程度の狭せまい通路がふたつ。

　中では交代要員三人が寝ね息いきを立てていた。それと伝令役が二人。

　この大規模の建物を見張るには少ない気もしたが、出入り口が三カ所しかないことを考えれば、侮あなどれない人数だった。

　セオは視界を壁の上へと戻もどし、見張りの魔族へと近づけていく。

　やがてその視界は魔族の男と重なった。

　セオが狙ねらいをつけたのは、向かって一番右の出入り口だった。二人が隠れている場所から一番近いというのもあったが、そこを見張っている魔族の男が度たび々たび欠伸あくびを繰くり返かえしたりして、一番つけいる隙がありそうだったのも理由だ。

　男と視界を重ねたまま、セオは自分たちが隠れている場所を確認する。そこから死角になるコースにアタリをつける。

「行こう、エルヴァ」

　十分に周囲の状況を頭に叩たたき込んでから、セオは目を開けた。

　同時に、エルヴァの手を取って走り出す。

　とりあえず壁までの間には岩石なんかが少なからず放置されているから、近寄るのはそれほど難しくはなさそうだった。

　千里眼で確認した危険性の少ないコースを通り、迅じん速そくに歩を進めていく。

　そのまま何事もなく、あと二十歩程度で壁という位置にたどり着いた。

　だが、問題はここからだった。この先には身を隠すところがないのだ。

「合図したら走るよ」

　エルヴァの耳元でそう呟いて、セオはもう一度視界を飛ばした。つないだままのエルヴァの手にやたら力が入っていたが、緊張を解いてあげるような心の余裕はセオにもなかった。

　この魔ま族ぞくの男は軍人なのだろう。眠そうにしながらも、集中を完全に切らしてはいなかった。

　だが、だからといって四六時中緊張を維い持じしているなんて不可能だ。まして、今はまだ戦時下というわけでもない。

　だからエルヴァは、男の注意が逸それる瞬間を待った。

　下からではもちろん見えなかったが、セオには千里眼がある。すぐ真横から観察するだけなのだから、素人しろうとのセオにもそう難しくはなかった。

　そして予想通り、その瞬間はすぐに訪おとずれた。

　男が口元に手を当てた。欠伸あくびを噛かみ殺ころそうとしているのか、わずかに肩がふるえている。

　結局男は堪こらえ切れず、そのまま大きく口を開いた。目元にじんわり涙なみだが浮かぶ。

「走って！」

　それを見み逃のがさず、セオは走り出した。

　引きずられるようにしてエルヴァも続く。途と中ちゆうエルヴァが足をもつれさせて悲鳴を上げかけていたが、セオは抱きしめるように口元を押さえ、さらに先を急いだ。

　一息に二十歩分の距きよ離りを駆け抜け、壁に張り付くようにしながら扉とびらを開き、通路に滑すべり込む。

　そして、すぐさま千里眼を展開。見張りの男に焦しよう点てんを合わせた。

　セオの目に、目元をこすっている男の姿が映る。気づかれた様子はなかった。

　それを確認し、深く息をつくと同時に壁にもたれて座すわり込んだ。

「んーんん！」

　そのセオの腕うでの中で、何かがじたばたと暴れ出す。

「あ、ごめん」

　エルヴァだった。

　悲鳴を抑えるために口元を押さえ、そのままだったのだ。さらにその状態でへたり込んだのだから、絵的には抱き合うも同然になっていた。

「……うぅ」

　解放されたエルヴァは無言でそっぽを向き、少し乱れた衣服と呼吸を整える。

　感触を気にしている余裕なんてなかったセオは、ただ気まずさに頬ほおを掻かくばかりだった。
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　エルヴァが機き嫌げんを直すまでの間に、セオは千里眼を使って周囲の状況を確認した。

　どうやら、上の見張り以外にはこの辺りに人はいなさそうだった。幸さいわい、その先の兵舎や食しよく糧りよう庫こなどにも兵士らしき人ひと影かげは見えない。

　戦時下ではないのだから当然といえば当然だが、本当に見張りは最低人数しかいないようだった。

　といっても、ぱっと見ただけで最後の壁には、この壁の数倍の見張りがいる。

　構造は、会議室や司令官の詰め所のようなところが増えた程度で、ほとんど同じなのが救いではあった。

　ただ、下の通路に直接見張りを置いているのが厄やつ介かいだ。

「も、もう大丈夫だよ、セオ」

　暗い気持ちになりかけたところで、ようやく気持ちを落ち着けたエルヴァが声をかけてきた。

「あ、ああ」

　のはいいのだが、セオの口からはついつい淀よどんだ声が出てしまう。

　さすが幼馴染というべきか、すぐにエルヴァはそれを察して口元を結びなおした。

「あ、いや、次の城壁の見張りは結構本格的みたいだから、どうやって抜けようかなって」

「えっと、そういえば、私から手に入れた能力ってなんなのかな？」

「ああ、防ぼう御ぎよ結界だよ」

　どうも、この霊剣で継承できるのは、一人につきひとつの能力だけのようだ。その選考基準はセオにはよく分からなかった。

　グラディスが口走った言葉を信じるのなら、直揉みか否いなかとか、揉んだ時間とか、揉んだときの状況が関係しているらしいけれど、あまり信じたくなかった。

「じゃあ、潜せん入にゆうとかには役に立ちそうにないね……ごめんね」

　当然全くエルヴァには責任なんてないのだが、すごく申し訳なさそうに肩を落としてしまった。

　ラティオ教は唯ゆい一いつ神を信しん仰こうしていながら、実は大きく四つの宗派に分かれている。その違ちがいは、最高位の神の僕しもべ、四天使のうち誰を最も重要視するか、からきていた。

　エルヴァはその中でも最も穏おん健けん派はの多いテッラ派に属ぞくしている。

　テッラ派は大地を司つかさどる豊ほう穣じようの天使テッラを仰あおぐ宗派で、その術も守りや回復に特化していた。当然、隠おん密みつ行動に向いた術を継承できるなんてセオも考えていなかったのだ。

　だから本当に気にすることなんてないのに、エルヴァは自分の宗派まで後悔しだしそうな勢いだった。

「あ、いや、すごく使い勝手よさそうで助かったって。ホントに。無茶をお願いしたのはこっちなんだし」

「でもー……」

　セオの励はげましも効果はなく、エルヴァは自分を責めることをやめなかった。

　またエルヴァにこんな顔をさせてしまうのも、自分の身勝手のせいかと思うと不ふ甲が斐いなくて、ついついセオはため息を漏らした。

　エルヴァの肩がびくっと震える。

　ため息の意味を勘かん違ちがいされてしまったのだ。自分のうかつさに頭が痛くなる。

　やむなくセオはエルヴァの頭に手を置いた。

　指通りがいいわりにふわふわと弾だん力りよくのある髪が、セオの手のひらをくすぐった。

　そのまま、少し乱暴にくしゃくしゃとエルヴァの頭を撫なでる。

　ロティにだったら当然のようにできることだし、昔はエルヴァにだって普ふ通つうにできたことなのに、妙みように照れくさくて顔が熱くなった。

　エルヴァも「わ、わ」と小さな声を上げた後、体を硬かたくしながらも、セオのなすがままにさせてくれた。

「気にするな。本当に助かってるんだから」

「う、うん」

　エルヴァの口元が緩ゆるんだのを確認して、セオは手を離した。一いつ瞬しゆんだけ、エルヴァが名残なごり惜おしそうにセオに視線を向けてきた。

　どうにもいたたまれなくて、そのままエルヴァに背を向ける。

「こ、ここでこうしててもしょうがないし、行こうか。とりあえずさっきみたいに岩石とかを目め隠かくしに、ちょっとは進めるよな。それからどうするか考えよう」

「そ、そだね！」

　上ずった声でエルヴァが答える。

　彼かの女じよが今、どんな表情をしているのか確認してみたい衝しよう動どうに駆られたセオだったが、なんとかそれは我が慢まんした。

　このよく分からない空気から逃にげ出すために、セオは急いで扉へと手をかける。

　ギリギリで今の周囲の状況を確認していなかったことを思い出して、千里眼を展開する。

　連続の千里眼使用でちょっとずつ溜たまってきていた疲ひ労ろうが、すっかりどこかに消えていた。

　今のエルヴァとのやりとりで、霊剣のパワーが補ほ充じゆうされていたのだ。

　家族愛でも力になるくらいだから、こういう親愛とか友愛的な感情でも力になるのだろうと想像はついたが、これじゃあなんだか、自分がいやらしい気持ちでエルヴァの頭を撫でたみたいで、すごく後ろめたいセオだった。
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　気をとりなおして、セオは周囲を探さぐる。

　周囲にとくに人影はなかった。真上の見張りもこちらをあまり気にしていないようだし、大きな音とかを立てなければとくに問題はなさそうだった。

　なんとなくエルヴァに顔を向けづらくて、行こうと手で合図を送り、セオは扉を開けた。

　そのまままっすぐに走り、少し先の岩場に身を隠かくす。

　問題なく岩場の陰に滑り込むことができた、と思った瞬しゆん間かんだった。

　光が走った。

　光はまさにセオたちが目指していた岩に降り注ぎ、目の前で弾はじけ飛とぶ。

　すぐに、粉々に砕くだかれた土つち塊くれがセオたちに降り注いだ。

「え？」

　直前まで岩が転がっていたところには、小さなクレーターができていた。その中央に一本の矢が突き刺ささっている。

　――狙そ撃げき!?

　常人に見える範はん囲いは、きちっと千里眼で確認したはずだった。

　山肌だって見逃してはいない。夜だからって油断したり、探査範囲を縮めたりもしていない。むしろ昼間でも十分すぎる程度の範囲は探たん索さくしたのだ。

　なのに今、セオたちはどこからともなく狙撃を受けていた。

　嫌いやな予感が走る。

　セオの千里眼で見つけられなかった相手から見られている。それは、相手にもこの千里眼のような能力を持った者がいる可能性を示していた。

　しかもさっきの矢。あれは、もしかしたら魔族たちの魔ま術じゆつという可能性があった。

「エルヴァ、走れ！」

　そんなことを一瞬のうちに思考し、セオは口を開いた。語調は強いが、今抜けてきた壁の見張りに場所を教えてしまわないように絞しぼった声だ。

「え？　え!?」

　状況が飲み込めていないらしいエルヴァを片手で抱き上げ、セオは一気に加速した。

　霊剣の補助のおかげで、女の子ひとりくらいの重さは全く気にならなかった。

「エルヴァ、防御結界張れるか!?」

「ふぇ!?　こ、この状況で!?　あたっ！　で、できるとは思うけど！」

　セオの胸に鼻をぶつけて涙目になりながら、エルヴァは悲鳴みたいな声で答える。

「じゃあ、移動しながらでも使える奴やつを前面に頼む！」

　セオがそう言ったとき、また視界の隅すみで何かが光った。

　セオはとっさにそっちの方向に剣けんを向ける。その先せん端たんに霊剣で模も倣ほうした光の盾たてを出現させると、視界の端から飛んできた光の矢とぶつかり合って弾はじけた。

「な、なに!?」

「いいから早く！　このまま突っ込む！」

「な――っ！　も、もう！　『豊穣の大天使テッラ、人々に示して曰いわく、神の子らよ、主は常に汝なんじらを見守っているのです』」

　エルヴァがラティオ教の経きよう典てんの一部をそらんじると、セオたちの前に半球状に光る壁が現れる。

　テッラ派の神しん聖せい魔ま術じゆつの中でも最も基本とされる防御結界だ。

　エルヴァは片手でセオにしがみつきながら、もう片方の手では首から下げた盾の形のペンダントをぎゅっと握にぎり、きつく目を閉じていた。

　目の前に光の盾が現れたのを認め、セオはさらに加速する。

　すぐに最後の城壁は目の前に迫せまってきた。

　当然ながら、その通路を守っていた見張りの男は剣を抜き、こちらを待ちうけている。

　セオは、相手が剣を抜いていることに逆に安心した。

　剣なら、テッラの防御結界は簡単には貫つらぬけない。一番恐おそろしかったのは、さっきの矢のような未知の魔術が飛んでくることだったのだ。

　これだけ距離を詰めてしまえば、今から詠えい唱しようなんてしている暇ひまもないだろう。

　――抜けられる！

　そう思った瞬間だった。目の前の男の剣に炎ほのおが宿ったのは。

「なっ！」

　男は火を帯びた剣を振ふり上げつつ、鋭するどくセオに肉にく薄はくしてくる。

　切っ先が防御結界に触ふれた。赤と白の光が舞まい散ちり、一瞬男の剣が止まる。

　が、それは本当に一瞬のことだった。わずかに速度を落としながらも、剣は結界を斬きり裂さいて振り下ろされた。

　即そく座ざにセオも霊剣を振るう。

　結界で減速されていたおかげで、なんとかセオはその剣をはじき返すことができた。

　しかし、その斬撃の重さは、相手の技量の高さを知るには十分なものだった。

　霊剣の補助のおかげで、全力で相手をすれば勝てなくはなかったが、それまで足を止めていれば包囲されるだけだ。そのうえエルヴァを無防備にすることになる。

「くそっ！」

　セオはそれ以上の戦いを放ほう棄きし、男の横を走り抜けた。

　だが次の瞬間、背後に熱気が生じた。

　とっさに霊剣を逆手に持ちかえて、背後に防御結界を張った。と同時に、セオの背後で閃せん光こうが瞬またたいた。

　紙かみ一ひと重えで防御結界が男の魔術を受け止めたのだ。

　その爆ばく発はつの余波に紛まぎれるように、セオは城壁の通路に滑り込んでいた。

「エルヴァ、背後に結界！」

「う、うん！」

　言われるままにエルヴァは祈いのりの言葉をそらんじる。

　きちんと防御結界が機能しているかも、周囲の状じよう況きようも確認できないまま、セオは通路を突っ切る。

　その先には、さっき千里眼で確認した通り広大な兵舎が広がっていた。その中央に見張り台と将校用の宿舎らしき建物。そして、宿営地を囲むようにまた深い森が広がっていた。申し訳程度の街かい道どうが通っているのも見てとれる。

　それと同時に、足元に数本の矢が突き刺さる。頭上からは男の怒ど鳴なり声ごえ、背後からは木の砕け散る音、見張り台の兵士も弓を構えていた。

　それでもセオは足を止めなかった。

　この状況を抜け出すには、囲まれる前に走りきるしかないと確信していたのだ。

　見張り台からの矢を霊剣の防御結界で弾き落とし、背後からの攻こう撃げきを不規則に進路を変えることでかわしながら、セオは森を目指した。

　あと三十歩、十五、七……。

　風を切り、草を踏ふみ散らしながら、セオは一いつ切さい減速することなく森に飛び込もうとしていた。

　だがそのとき、

「セ、セオ！」

　真横に伏ふく兵へいが現れた。偶ぐう然ぜん散歩にでも出ていたのか軽装で、向こうも困こん惑わくしていた。

　先に気付いたのはエルヴァの方だった。慌てて男の方を指差す。

　そのときには既すでに伏兵は動どう揺ようしながらも弓を引き絞っていた。

　エルヴァの声にとっさに剣を向けようとして、その瞬間、セオの右みぎ肩かたを激痛が襲った。狙いがわずかに逸れた矢は直ちよく撃げきこそしなかったものの、セオの肩かた肉にくを抉えぐっていった。

「ぐっ！」

　食いしばった歯の隙間から、苦く悶もんの声が漏もれる。

　それでも、セオは速度を緩めなかった。とり落とした霊剣が、光の粒りゆう子しになって消えていく。

　泣きそうに顔を歪めるエルヴァの体をしっかりと抱だき上げなおして、セオは木々の間を駆かけ抜けた。
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　男は豊富な赤髪をかきあげ眉まゆ根ねを寄せた。執しつ務む机づくえの天板を、神経質に指で叩きながら、目の前の人物に視線を向ける。

　そこにいたのは、彼と比べるとずいぶん小ぶりな角の、年若い男だった。

「それで、侵しん入にゆう者しやというのはこちらの世界の軍人かなにかか？　いつもの連中の偵てい察さつではないのか？」

　そこは、国境線構築のために急きゆう遽きよ造られた砦とりでの、将校宿舎の一室。

　調度品こそ少なく、急ごしらえで執しつ務む室しつまで兼ねることになってはいるが、カーペットや壁へき材ざいにはそれなりの物が使われ、一いつ般ぱん市民の家よりはよほど上等な造りだった。

「はっ、隊長。それが若い男女の二人組だった、ということ以外、詳くわしいことはなにも」

　隊長と呼ばれた男は、なにも答えず、背もたれに深く身を預けた。目め頭がしらをつまむように押さえて首を振る。

「こっちの世界の下等な人間なぞにしてやられおって。まったく嘆なげかわしい。貴様のその角は飾かざりか」

「……申し訳ございません。ですが、侵入者の二人組は、我々のキャストと同等の力を――」

「黙だまれ。そもそも私が気付かなければ発見すらできずに見逃していたのではないか？　キャストと同等の力を複数持っているとでも言うつもりではないだろうな」

　隊長の言葉に、部下の男は歯を食いしばって次の言葉を飲み込む。

　その兵士の顔を鼻で笑うと、隊長はわざとらしくため息をこぼした。

「まぁいい。問題はこの失敗をどう埋め合わせるか、だ。このタイミングでこちらの世界の人間が侵しん入にゆうしてくるのだ。十中八九、我々の王都の調査が目的だろう。街道方向に多めに人員を割さき捜そう索さくにあたらせろ」

「はっ！」

　敬礼で応える兵士に、隊長は手を振って退室を促うながした。

　兵士は隊長の横暴な態度にも、慇いん懃ぎんな姿勢を崩くずすことなく、部屋を出ていく。

　分厚い扉が閉まり、足音が十分に遠くなったのを確かめ、

「ふふ……」

　隊長は歪いびつな笑えみを浮かべる。

「よもやこの世界の人間にこの砦は抜けられまいと思っていたが、これは、とんだ幸運がやってきたものだ。あの場所に追い込むことができれば、今度こそ完全に、あの小こ娘むすめを追い落とす口実になるというもの。計画を大きく前まえ倒だおしできるではないか」

　彼は自らが忠誠を誓ちかう人物と、その人物がもたらしてくれるだろう利益に想おもいを馳はせた。

「そうとなれば、追つい跡せきの陣じん頭とう指揮をとるべきか。いや、その前に閣下にご報告せねばな」

　言うが早いか、隊長は引き出しから紙を取り出し、筆を走らせ始めた。
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　足元さえ不確かな森の中、偶然見つけた木の虚うろで、セオとエルヴァは肩かたを寄せ合って丸まっていた。

「セオのばか、セオのばーか。わたしを抱っこなんてしてるから避よけられなかったんじゃんか」

　エルヴァは繰り返し悪態をつきながらも、手て際ぎわよくセオに手当てを施ほどこしている。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく自身のローブを破ってセオの傷口に巻きつけ、

「『豊穣の大天使テッラ、人々に示して曰く、試練のときがあるからこそ安息のときもあるのです』」

　経典の一節をそらんじる。

　その言葉に呼応して、ローブの切れ端はしに淡あわい光が宿った。神聖魔術の低位回復魔術だ。回復魔術とはいっても、傷の治りを早める程度の効果しかなく、こうやって別の物に宿して生薬代わりに使われる。

「ごめんね……、わたし回復魔術はあんまり得意じゃなくて」

　確かに防御結界に比べれば、回復魔術の錬度は低かったかもしれないが、それだって十分誇ほこっていいレベルだった。

　徳の高い神しん聖せい魔ま術じゆつ師しの中には、エルヴァくらいの年ねん齢れいで高位魔術や無詠えい唱しよう呪じゆ文もんを使えた者もいたというが、そんなのは伝説の領分だ。

　そこまで考えて、あることに気づいてセオは眉み間けんにしわを刻んだ。

「あいつら、末まつ端たんの兵士まで無詠唱魔ま術じゆつを使ってきたな」

　苦々しくセオはつぶやいた。

　エルヴァも険しい表情で頷うなずく。
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　そう、少なくともセオの知る限り、無詠唱で魔術を扱あつかうのは、とても高度な技術だった。セオたちの住むこの大陸にも無数の魔術が存在し、その発動原理も様々だが、詠唱を必要としない魔術は皆かい無むだ。

　例外は、グラディスのような一ひと握にぎりの凄すご腕うでだけだ。

　それがセオたちの常識だった。魔術とほとんど接点のない人生を送ってきたセオでも知っている程度の、常識だ。

「っていうか、なんなんだろう魔族って。人間みたいだったけど」

　見た目だけではない。身なりや身み振ぶりからも、セオたちと同等かそれ以上の文明を持っていることが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。だけど、そんな民族の話は一度だって聞いたことがない。

　とりあえずの危機を脱だつしたことで、そんな当然の疑問が頭をもたげた。

「……え？　そう、なの？　あ、そういえばセオを怪け我がさせた人。あれが魔族なのか」

　真ま面じ目めに頭をひねっていたセオが自分を馬ば鹿からしく思ってしまうほど、あっさりとエルヴァは言った。

　確かにエルヴァはセオにしがみつくのに必死で、周囲の状況なんて確かく認にんしていなかった。そういう反応になるのもしかたのないことだった。

「はは。らしいね」

　ただ、セオはすっかり毒気を抜かれてしまっていた。

　考えても答えが出ない問題なのもたしかだ。無む駄だに問答を繰り返してもしかたがない。

「そんなに呆あきれることないじゃない」

　唐とう突とつに話題をきりあげたセオにエルヴァが少ししゅんとしてしまった。

　そんなエルヴァの頭を小こ突づくように撫でて、セオは目を閉じる。

　瞬間、視界が分厚い枝葉の層を突き抜けて、空に飛んでいった。

　いくつか松明たいまつの灯ひが見えた。灯は森の中央を通る街道付近に多く集まっていて、セオたちが潜ひそんでいる方にはほとんど見当たらない。

　虚に隠れるときにも確認していたが、展開が遅おそい。てっきり囲い込むつもりだと思っていたセオは、少し拍ひよう子し抜ぬけした。

　当然、こちらに気づかれないように灯あかりを使わずに探索している者もいるはずだが、霊れい剣けんがあればひとりふたりならどうとでもなる。

「よし、これなら、北に抜けられる」

　目を開けると同時にセオは言った。

　エルヴァの顔が少し明るくなる。

「じゃあ行こう」

　先に虚から身を乗り出し、周囲を確認してからセオはエルヴァに手を差さし伸のべる。

　なぜか困ったように笑いながら、エルヴァはその手をとった。

　そのときだ。

「だめ！」

　エルヴァが突とつ然ぜんセオの体を突き飛ばした。

　不意のことに受け身もとれず、セオは強したたかに背中を打ちつける。

　肺から一気に空気が漏れる。

　目め尻じりに涙が浮うかんだ。

「おい、エルヴァ」

　またなにか誤解して動揺したんだろうと決めつけ、セオが体を起こすと、そこにはお腹なかを押さえて座り込んでいるエルヴァの姿があった。

「……は？」

「セ、セオ、気をつけて、なにかいるよ」

　苦しそうに息を乱しながら、エルヴァが言った。

　本人は叫さけんだつもりなのだろうが、その声は弱々しい。

　紺こんのローブを纏まとっているから分かりにくいが、エルヴァのお腹の辺りに、染しみができていた。血だ。

　信じたくないエルヴァの姿。だが、セオには動揺する暇さえ与あたえられなかった。

　木々の間からわずかに漏れた月光を映して、何かが煌きらめく。なにもないはずの空間で。

　エルヴァの言葉通り、見えない何かがそこにいた。

　セオは月光を頼たよりに剣を構えた。

　すると、刃やいばを収める音がして、続けて足音が響ひびいた。足音はすぐに遠くなっていき、聞こえなくなった。

　見えない何者かは、不意打ちに失敗したことで逃とう走そうしたらしい。

　それを認め、セオも霊剣を消すとエルヴァに駆け寄よった。

「お、おい、エルヴァ！」

「たっ！　い、痛いよセオ」

「あ、ごめん」

　ついつい乱暴に体をゆすってしまい、エルヴァが涙目で非難の声をあげる。

　だが、意識はまだしっかりしているようだった。

「多分、致ち命めい傷しようじゃ、ないよ。術でなんとかなると思うから、安心、して」

　セオを安心させるように、エルヴァは無理やり笑え顔がおを作って言った。

　大事な友人を自分のわがままで巻き込んだ末、怪我までさせて、さらには気を使われてるという事実のあまりの情けなさに、セオは泣きそうに顔を歪ゆがめた。

　大だい丈じよう夫ぶだよ、と言うように、エルヴァはそんなセオの顔を優やさしくなでる。

「でも、ごめんね。ちょっと休んでいいかな？」

「あ、ああ！　もちろんだ。後はまかせて！」

　セオの言葉に弱々しい笑顔を浮かべると、セオに使ったものと同じ聖句を呟つぶやき、最後の一音を言い終えたのと同時に、エルヴァは目を閉じた。

「え、エルヴァ？」

　とっさに肩を揺ゆすって呼びかけるセオ。だが反応はなかった。

　慌あわてて口元に耳を当て、呼吸をしているのを確認し、深くため息をつく。

　セオは口元を力強く引き結ぶと、エルヴァを抱き上げる。

「……あっ」

　しかしその瞬間、ぐらっと世界が歪んだ。なんとか踏み止とどまって転ぶのだけは回かい避ひしたが、近くの木に背中を預けるように寄りかかってしまう。

　全身が妙に重かった。目がかすみ、倦けん怠たい感かんもひどい。

　この症しよう状じようは知っている。霊剣の力が切れる前兆だ。

「くぅ」

　だが、先ほどの不可視の敵がいる以上、のんびりしているわけにもいかない。

　力を溜めるためにエロいことをしようと思ったら、無防備を晒さらさなければならない。

　それよりは、このまま強行軍をする方が安全だとセオは判断した。

　そもそも、自分が原因で傷ついた大事な友人に無断でいやらしいことをしてしまったら、セオは自分で自分が許せなくなりそうだった。

「待っててくれ、すぐ安全なところに連れてくから」

　眠ねむるエルヴァの耳元につぶやいて、セオはふらつきながらも足を踏み出した。
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　杓しやくから飛び出した水が、うっすらと虹にじをつくった。

　それを見つめて、少女……ネリーは目元を優しく細める。

　小さな泉のそば、深い森の中で唯一光の差す一角に、小さな屋や敷しきが建っていた。

　煉れん瓦がと漆しつ喰くいで組まれた真新しい屋敷は、この森の中では浮いた存在だった。

　そんな森に一刻でも早くなじもうとするように、ネリーは庭仕事に精を出している。

　ただ、不慣れな彼女にとっては、水を撒まくだけでも大仕事だった。

「このくらいかのう……？」

　水撒きを一通り終え、ネリーは手の甲こうで汗あせをぬぐう。

　気がつけば、服はあちこち泥どろだらけだった。

　レースとフリルで飾られたトップス、パニエでやんわり膨ふくらんだスカートに、膝ひざ上うえソックスにブーツという装いは、いささか土仕事には不向きだったかもしれないな、と少女ははにかむ。

　それに、少し子どもっぽすぎるな、とも。

　少し胸は膨らんできたものの、まだ体つきは大人になりきれていないし、二つにくくったストロベリーブロンドの長ちよう髪はつなんかは、子どもっぽさを助長しているように少女には思えた。

　可愛かわいいと言ってくれる周りの者には悪いが、やはりもっと大人っぽい物を……などと少女が考えこんでいると、

「お嬢じよう様さま、お洋服が」

　ネリーを優しく見守っていた影かげが、そっと声を発した。

　背が高く、スタイルも抜ばつ群ぐんの女性だった。
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　切れ長の赤い瞳ひとみと、左目を隠すように左右非対称に揃そろえられたショートの黒くろ髪かみが印象的な、怜れい悧りな美び貌ぼうの持ち主だ。背筋をすっと伸ばし、ネリーの陰かげに潜むように立っている。

　その身を包つつむ紺と白のエプロンドレスからも分かる通り、彼女はネリーの従者だ。

　表情に乏とぼしい女性だったが、ネリーを見る瞳の優しさだけは明らかだった。

「よいのじゃ」

　ネリーは女性の意見をさらっと流し、土に触れる。

　その大地の温かさを感じながら、ネリーはにこにこと笑っていた。

　それに困ったようにため息をこぼしながらも、女性はそれ以上止めたりはしなかった。

　そんな風に無む邪じや気きに園芸に戯たわむれていたネリーだが、ふと思い出したように動きを止め、女性の方を振り向きざまに口を開く。

「……のう、カルラ」

「はい？」

　ネリーはじっと足元を見つめ、考えこんでから、弱々しく微笑ほほえんだ。

「……いや、やっぱりなんでもないのじゃ」

　しばらくそんなネリーの瞳をじっと見つめた後、女性……カルラは空を仰いだ。

「……おやつに、しましょう」

　ついつい頬が緩んでしまう。先ほどわずかに滲にじんでいた憂うれいなど、すっかり消え去っていた。

「ほんと!?　あたしカルラのおやつ大好き……じゃぞ！　……あ、じゃが、今の国情でそんな贅ぜい沢たくしていいのかのう」

　だがそれも一瞬、すぐに眉間にしわがよってしまった。

　カルラは目線をネリーに合わせるように屈かがみ、精いっぱい笑顔を作る。

「気にしすぎです。十分慎つつましいかと」

　他ほかの人にはとても笑顔だとは分からない微び妙みような変化だったが、ネリーにはそれで十分だった。わざとらしいくらいの笑顔を返す。

　照れくささを紛らわせるために、ネリーは大おお慌あわてで口を開いた。

「ときに、いいかげんお嬢様はやめよ、カルラ！　わらわはもう――」

「お嬢様」

　だが、その言葉は途中で遮さえぎられる。他ならぬカルラによって。

　カルラはネリーの体を抱き寄せ、木々のつくる暗がりへと鋭い視線を向ける。

「え？　え？」

「何か、そこに」

　状況のつかめないネリーに向かって、早口に、しかし優しい声こわ音ねでカルラが告げる。

　すぐにネリーもカルラにならって暗がりへと視線を向けた。

　何かが揺れた。同時に荒あらい息いき遣づかいのようなものが聞こえてきた。

「そこの者、なに用じゃ？　ここがどこだか分かっておるのか!?」

　ネリーが、噛かみそうになりながらも、外行きの険しい声で叫ぶ。

　だが、いくら待っても返事はなかった。

「カルラ」

「はっ」

　自分を守るように立つカルラに視線を向け、かすかに首を縦に振った。

　それに応こたえ、カルラが慎しん重ちように暗がりへと近づいていった。

　だが、数歩進んだあたりで、カルラは動きを止めた。かと思うと、次の瞬間、それまでの慎重さが嘘うそのようにあわただしく暗がりに駆け寄っていった。

　それからすぐに、暗がりから何かを引きずってくる。

「お嬢様！」

「……ちょ」

　それを見た瞬間、カルラ同様にネリーも言葉をなくして頭を押おさえた。

　人だった。

　男と女の二人組だ。

「お嬢様」

　もう一度カルラが問いかける。

　ネリーたちの暮らす屋敷には、少し特別な事情があった。

　それを鑑かんがみれば、見ず知らずの他人を助けてしまうのは非常に危険だ。当然ネリーもそれが分からないわけではない。

　そしてなにより、その行ゆき倒だおれの男女の頭には、ネリーたち魔ま族ぞくの象しよう徴ちようであるはずの角が見当たらないのだ。

　だがそれでも、ネリーは力強く頷き、

「保身のために目の前の怪け我が人にんを見捨てるような教育を受けた覚えはないよ」

　はっきりとした声で言った。
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　ずっとベッドに張り付いて泣き暮らしていたロティが朝食を作ってセオの目覚めを待っていたのは、事故で亡なくなった両親の葬そう儀ぎをすませてから四日目のことだった。

「おはよ、おにいちゃん」

　寝ね起おきのセオに向かって、ロティは穏おだやかに微笑んだ。

　焦こげくさい臭においに、セオは眉間にしわを寄せる。

「近所で小火ぼやでもあったのか？」

「……むぅ」

　ロティはかわいらしく口をとがらせて、まっすぐに自分の後ろのテーブルを指差す。

　そこには、おそらく元は食材であっただろう黒っぽい塊かたまりが、皿に載のっていた。

「……え」

　寝起きのセオには、こんなときどうやって声をかけるべきか分からなかった。

「なに？」

「鍋なべか薪まきに問題があったんじゃないかな！」

　悪びれた様子もなく、ロティは笑っていた。

　……そう、笑っていた。

　真っ赤にはらしたままの目で、少し頬ほおを引きつらせながらも、可か憐れんに。

「そっか」

　寝ねぐせだらけの頭を掻かきながら、セオはテーブルに歩み寄る。

　皿の上の焦げた塊をひとつつまみ、口に放ほうり込んだ。

「……ん、初めてにしては上出来」

「……うそつき」

　拗すねた風に唇くちびるを尖とがらせるロティ。その表情は少しわざとらしかった。

「でも、どうしたんだ、突然料理なんて」

　確かにロティが自主的に料理をしようとしたのは、母親が生きていたときを含ふくめてこれが初めてだった。

　だが、セオが本当に聞きたいことは料理のことそのものではなかった。昨日まで泣いて過ごしていた彼女が、突然明るい顔を見せてくれた理由を暗に尋ねたのだ。

「うー、そりゃ下手だけど、練習さえすればアタシだって……こんなことならエルおねえちゃんと一いつ緒しよに教わっておくんだったよ」

　ロティもセオの言いたいことは分かっていたはずだ。それでもロティはあえてとぼけてみせる。

　しかし、当然セオはそんな言葉には納なつ得とくしなかった。

　セオの神しん妙みような顔に、ロティは観念して口を開く。

「だって、ずっとおにいちゃんに頼ってばっかりだったし」

「いいんだよ、僕ぼくは」

　目をそらしたロティの髪かみを撫なでて、セオは苦く笑しようした。

　その言葉を聞いた瞬間、ロティは勢いよく顔を上げた。強い意志のこもった瞳をセオに向ける。

「よくないの！　だっておにいちゃん……一回も泣いてないじゃんか！　それってアタシが頼りないからでしょ？」

　違ちがう、とは答えられなかった。

　両親が亡くなってから、確かにセオは一度も泣いていなかったし、それはロティのことばかり気にしていたからだった。

「お母さんとお父さんが死んだんだもん、悲しくないわけないじゃん！　なのに、アタシのせいでおにいちゃんが無理するなんてやだもん！　だから、アタシももう泣かないんだ！」

　セオの胸むなぐらをつかんで一気にまくしたてるロティ。

　セオは言葉を失った。

　ロティのことを考えているつもりで、ロティが他ならぬセオのことに胸を痛めているなんて気づいてもいなかったのだ。

　こんな風に妹を悲しませてしまっては兄失格だ。

　セオはロティの手を優しく引き離はなし、代わりにその体を力強く抱きしめた。

「ありがとう。ごめんな、心配かけて」

　そして、両親が亡くなってから初めて、目元を涙なみだに濡ぬらした。

　絶対に、もうロティを心配させたりしない。セオはそう心に誓った。
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「ロティ！」

　はっと目を開けると、そこには見慣れない天てん井じようがあった。

　セオは寝起きでぼんやりする目元をこすり、自分が泣いていたことに気づいた。

　直前まで見ていた夢……両親が亡くなった数年前の記き憶おくをまた思い出し、セオは眉間にしわを刻んだ。

　――また、同じことしてるな、僕。

　きっとまたすごく心配をかけているだろう。

　思わずセオの口からため息がこぼれた。ロティを戦たたかいから遠ざける手段が他に思いつかなかったにしても、自分自身の成長のなさにあきれる。

「おお、起きたのじゃな」

　そのときドアの開く音がした。

　音のした方に視線を向けたセオは、ひとりの少女と目があった。

　かわいらしさと美しさを同居させた、不思議な魅み力りよくを持った少女だ。

　だが、その美しさ以上にセオの目を引いたのは、側頭部に突つき出した羊のような角だった。その少女は魔族だ。

　とっさにベッドから飛び起きようとして、セオは激しく咳せきこんでしまった。

「ああ、無理しちゃだ……無理するでない。ぼろぼろで倒たおれていたうえに数日寝込んでおったのじゃ。すぐにそなたでも食べられそうな物を持つゆえ、大人しく待っているがよいぞ」

　それだけ言い残して少女は部屋を出ていく。

　閉まるドアを見送って、セオは体の力を抜ぬいた。

　状況がまるで見えない。エルヴァを担かついで森の中を逃にげていた辺りまでは覚えているが、その後どうしたのかはさっぱりだった。今は少しでも体を休めるのが得策だと判断したのだ。

　もちろん警けい戒かいを解くつもりはなかったが、どっちにしろ今のセオにはなにもできない。

「それでも、兵士に捕つかまったわけじゃなさそうだ」

　つぶやいて、セオは改めて室内を見回した。

　部屋は木でつくられていた。だが、セオの家のような木板を張り合わせただけの粗そ末まつなものではなくて、見知らぬ工法で造られた建物だった。

　隙すき間ま風かぜも全然なくて、窓にはガラスまではまっている。今寝かされているベッドも、信じられないほどに柔やわらかかった。

　そうしていると、すぐに先ほどの少女が戻もどってくる。

　手にはトレイと、湯気の上がる皿が載っていた。

「待たせたのう」

　少女はセオの傍かたわらに膝ひざをつくと、セオの上半身を起こして、ベッドのふちに寄りかからせた。スプーンで皿の液体を一ひと掬すくいして、セオの前にさしだす。

　その皿は上品な彩さい色しきが施された一品で、スプーンは銀製だった。皿の中によそわれていたのは、白く濁にごったスープだった。

　セオにはそれがどういった物なのかはよく分からなかったが、なんとなくとても価値のあるものな気がして、尻しり込ごみしてしまった。

「毒など入ってはおらんぞ？」

　少女はスプーンに自ら口をつけて笑顔を見せると、もう一度スープを掬すくってセオの前にさしだした。

　まだ躊躇いためらが残っていたセオだったが、彼かの女じよの笑顔とスープの甘あまい匂においに誘さそわれて、ようやく口を開いた。

　即座にスプーンがさしこまれる。

　瞬しゆん間かん、セオの口の中にほのかな甘さと温かさが広がった。

　食しよつ感かんはなめらかで、すっと喉のどの奥おくに消えていく。

　体が奥おく底そこから癒いやされるような味だった。

「ジャガイモのポタージュなんじゃが、口に合おうたか？」

　セオには耳馴な染じみのない名前の食材だった。

「おいしいよ」

　控ひかえめに頷いたセオの前に、またスプーンがさしだされる。

　セオは促されるままに口をつけた。
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　スープを飲み干したセオの口元をハンカチでぬぐいながら、少女はベッドの端に腰こしを下ろした。

「そうそう、自己紹介がまだだったのう。あた……わらわはコルネリエ。そなたには耳馴染みのない名じゃろう。ネリーと呼ぶがよいぞ」

　控えめな胸に手を当て、ネリーは自らの名を告げる。

　名乗っただけのはずなのだが、彼女が纏う妙みような気品に、セオは思わず背筋を伸ばしていた。

　無理に言葉づかいを老人っぽくしようとしているのが謎なぞだったが、セオはとりあえず気づかないふりをすることにした。

「セオ……セオドールです」

　細く息を吐はき出して勢いをつけてから、セオはなんとかそれだけつぶやく。

「ふむ、セオか、セオ、セオだな」

　セオの名を確かめるように何度かつぶやき、ネリーはにこにこ笑った。

「そなた、この世界の人間であろう？　ひとつ、わらわにこの世界の話をしてはくれぬか」

「はい？」

　目を輝かがやかせるネリーに気おされて、セオはじりじりと後ずさる。

「あぁ、すまぬ、まだ目を覚ましたばかりであったな！　つらいようなら無理にとは……」

「あ、いや、大丈夫です」

　前回、数日にわたって霊剣パワーの補ほ充じゆうを拒こばんだ時に比べれば、今のセオの症状は大分ましなものだった。少なくとも、前回のようにしゃべるのすらきついということはなかった。

　さっき見たロティの夢が、最低限の愛情分を補充してくれたのかもしれない。

「というか、ここってどこです？　この世界ってどういう……？」

「ふむ、わらわのことを知っていてここにきたわけではないのじゃな。それ以前に、どうもわらわたちの情報はほとんど伝わっていないとみえる」

　セオの問いには答えず、ネリーはぶつぶつと思案する。

「あの……？」

「ああ、すまぬ。そうじゃな、ではそなたの生まれ故郷のことでも聞かせてもらおうかの」

　恐おそる恐る声をかけたセオに、ネリーは笑顔で答えた。

　その言葉が誤ご魔ま化かしで出たものでないのは、目の輝きが証明していた。

　セオは少しだけ肩の力を抜いて不器用な笑顔を返す。

「そのくらいだったら。って言っても、そんな大して話すことがあるような村でもないんですけど」

「構わぬよ」

　そう答えたネリーはむしろ嬉うれしそうだった。

「ええと、どこにでもあるような農村ですよ。小屋みたいなぼろぼろの家ばっかりで、村人は全員家族みたいな、そんな村です。近くに大きな川が流れていて、水に恵めぐまれてるんで結構豊かな方かも。近くに小さな森があるから、木の実とか動物もとれるし」

「ほう」

　ネリーは目を閉じてセオの話に耳を傾かたむけていた。

「たまに狼おおかみの群れとか夜や盗とうの被ひ害がいが出ることもありますけど、おおむね平和な村です。食べ物が足りなくて死ぬ人も、冬の寒さで凍こごえ死じぬ人もあまりいませんでしたし。ああ、そういえば村ではそろそろ春祭りですね。冬が終わった喜びをこめて、一日中飲み食いしたり、踊おどったりして過ごすんです。近くの丘おかでは黄色い花が一面に咲さいてて綺き麗れいなんですよ」

「ふむ。よさそうなところではないか。連れの彼女もそこの出身なのか？　妻かなにかかのう？」

「いえ。あの娘こは幼おさな馴な染じみで……、あっ！　エルヴァ！　あの娘は無事ですか!?」

　セオの脳のう裏りに血に濡れたエルヴァの姿が浮かぶ。

　声は震ふるえ、顔からはうっすらと血の気が引いていた。

「む？　あの娘はロティという名ではないのか？　ずっと寝ね言ごとで呼んでおったが」

　非難がましい視線を向けてくるネリー。セオは大きく首を振ふった。

「違っ！　それは妹です！　……って、そうじゃなくてエルヴァは!?」

　力の入らない手で、セオはネリーに掴つかみかかった。

「ああ、そんなに心配するな。出血はひどかったが傷自体は大丈夫じゃ。痕あとも残らんと思うぞ。すぐに会わせてやることはできぬがな。すまぬ」

　ネリーの細い肩にはそれでも結構な負担のはずだが、彼女はあくまで笑顔を崩くずさずに答えた。

　セオはバツが悪そうに手を下ろす。

「そう、ですか……よかった」

「大事な娘なのじゃな」

　ネリーは服を整えベッドから立ち上がる。

「……え？　そりゃ幼馴染ですし。無む茶ちやに付き合わせたのも僕ですから」

「ふむ、そういえば、なにゆえこんなところまで参ったのじゃ？　軍人には見えぬが」

　思い出したように発せられた問いにうまい言い訳が浮かばず、セオは沈ちん黙もくを返してしまう。

　さすがに、貴方あなた達たちの王を倒しにきたとは言えなかったのだ。

「言えぬか。それもよかろう。別に事情聴ちよう取しゆをするために助けたのではないしの」

　だが幸さいわい、ネリーはそれ以上追つい及きゆうしてくることはなかった。

「あ……ありがとうございます」

「よいのじゃ。わらわは怪我人を見捨てるような教育は受けておらぬゆえな。それでもなにか礼がしたいというのなら、またそなたの村や国の話を聞かせてね……聞かせておくれ」

「……はい」

　不意に飛び出したネリーの素すの口調に、つい笑顔が漏もれる。

　ネリーは少し不満げにセオを見ていたが、諦あきらめたように苦笑した。

「それと、敬語はやめてもらえぬか？　今のわらわはただの小こ娘むすめゆえな」

「努力しま……するよ」

　こんなただの小娘はいない、と思いつつも、セオは笑顔で応じた。

「うむ」

　そう頷いたネリーの顔は満足げで、初めて見せる年相応の無邪気さを含んでいた。そんな表情に、ついついセオの悪いた戯ずら心が刺し激げきされる。

「というか、ネリーさ……ネリーも無理にそんな言葉づかいしなくても」

　たちまちネリーの顔が真っ赤に染まった。

「む、無理などしておらぬわ！　……と、とにかくおとなしくしてて！　……じゃなくて、してるのじゃぞ！　ではの！」

　そうまくしたてて、ネリーは逃げるように部屋を出ていった。

　結局最後まで口調を間ま違ちがえているネリーだった。
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　セオを寝かせている部屋から出たネリーの前には、カルラが立っていた。

「お嬢様」

　硬かたい声でカルラが呼びかけてきた。

　ネリーはさっと視線をそらして知らんぷりを決めこむ。

　彼女の言いたいことは分かっていた。セオの世話は自分に任せろということだ。

「わらわたちの世界とこことでは、草花の形も動物たちの姿もまるで違う。飛ひ竜りゆうはとんでおらぬし、動きまわる植物もない。この限られた屋敷の周りだけでもこれだけ違う。わらわは、この世界をもっと知りたいのじゃ」

　だがネリーも折れるつもりはなかった。

　この世界には興味があったし、この世界のことを知るのは自分の義務だとも思っていた。

「はぁ。この世界、我らの世界でいうと百年前以下の文明レベルかと。お嬢様にとって得るものがあるとはとても……」

「そういうことじゃないの……じゃ！」

　そんなネリーをなだめようとするカルラだったが、ネリーは激しく首を振って答えた。

　ネリーが知りたいのは、この世界の人間についてだった。

　ネリーたちの国は長く戦争状態にあった。そこでは戦せん闘とう能力や支配力にばかり価値が見み出いだされていたし、空気自体もどことなくピリピリしていた。そんな魔族たちとセオでは、少し話しただけでも分かるほど、まるで雰ふん囲い気きが違う。

　そんな彼かれらが、どんなことを思い、どんなふうに生きているのかを知りたいのだ。技術レベルの話をしているのではない。

　カルラもそれは分かって言っているようだった。

「危険です」

　カルラは閉じられたばかりのドアを、いや、その先に寝ているセオを見つめ、つぶやく。

「なにが？」

「関からの距きよ離り、結構あります。おかしい」

　カルラの主張に、ネリーも言葉を詰つまらせる。

　聖王国との境に造った砦とりでから二人が住むこの場所までは、歩きで二、三日はかかる位置にある。その距離を一いつ般ぱん人じんが人ひとりを担ぎながら逃げてきたなんて普ふ通つうじゃない。

　そもそも、この魔族の暮らす地にわざわざ入ってきた理由も謎なら、どうやって砦を突とつ破ぱしたのかも謎だ。

　警戒しない方がおかしい。

「とにかく、セオはあたしの友人として扱あつかうの！　異論は認めない！」

　それでも、ネリーは言い放った。

　理由はぼんやりとしていた。ほとんど勘かんというしかない。それでもネリーは、この人は大丈夫だ、と思ったのだ。

　主が意見を譲ゆずる気がないことを悟さとってか、カルラは軽く頭を下げた。

「かしこまりました。……それと、もう一人の少女も今しがた」

「そうか！　よし、そちらとも話してみるのじゃ」

「お言葉のままに」

　再び頭を下げるカルラに背を向けて、ネリーは足取り軽く歩きだす。その背中に深いため息が投げかけられた。
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　それから二日、度たび々たび世話にきてくれるネリーとの接せつ触しよくのおかげで、霊れい剣けんの力はある程度維い持じできていたが、まともに動けるほどには回復しなかった。

　早さつ急きゆうに本格的なトキメキが必要だった。

　かといって、恩人であり、まだ幼さを残しているネリーにそんなお願いはできない。エルヴァと接触できればよかったのだが、セオを警戒しているカルラがそれを許してくれなかった。

「セオ、また話を聞かせて……聞かせるがよい」

　そしてまた、いつもの調子でネリーがセオの部屋を訪おとずれた。

　金属製のピッチャーとグラスをトレイに載せ持ちこんでいた。ピッチャーには薄うすく赤みがかった水が入っている。

「果物の蜜みつが入っておる。ただの水では味気ないからのう。本当は茶葉でも手に入ればよかったが、この辺りでは難しいようじゃ」

　セオはなんとか自力で上半身を起こし、ネリーを迎むかえる。

「ふむ……ただの疲ひ労ろうかと思っておったが、なかなかよくならぬのう」

　サイドテーブルにトレイを置きながら、ネリーが目を伏ふせた。

「ごめん」

「そなたが謝あやまることではない。むしろ、わらわに医の心得があればよかったのじゃが」

　今度はセオが渋しぶい顔をする番だった。

　このネリーという人はなんでもかんでも自分で背せ負おいこもうとするところがあった。

　その性しよう分ぶんはどうしてもセオにロティを思い出させてしまうのだった。

　もっと力があればよかったのにという彼女の気持ちは痛いほど分かったが。

「先ほど途と中ちゆうだったのは、そなたの国の宗教についての話だったか」

　ネリーがそう言いつつグラスに果実水を注ごうとしたとき、ドアが控えめにノックされる。

「……入れ」

　肩かたをすくめつつネリーが答える。

　するとすぐに、長身の魔族の女性が現れた。カルラだ。セオも紹しよう介かいを受けていた。

「お嬢様、そういったことは私が」

　口数少なにカルラはネリーに歩み寄る。

「よい」

　ピッチャーを奪うばわれるのを警戒してネリーはサイドテーブルの前に立ちふさがった。

　カルラは頭を押さえてため息をつく。同時に鋭するどい瞳をセオへと向けた。

　彼女の赤い目はすべてを見み透すかしているように冷たく澄すんでいた。

　それでも、左目が髪に隠かくれていて見えないのが幸いだった。両目でしっかり見つめられていたら、セオは事情を洗いざらい話していたかもしれない。そう思わせるだけの迫はく力りよくがあった。

「彼の体の傷、普通じゃありません」

　その言葉に、ネリーも一いつ瞬しゆんだけたじろぐ。

　カルラが言うとおり、セオの体には傷が残っている。太ももや背、胸の辺りを中心にその数は十カ所に及およんだ。

　幸い目立つところにはなかったから最初は気づかれなかったのだが、着き替がえを手伝ってもらったときに見られてしまったのだ。

　といっても、セオの傷はカルラが考えているような大層なものではなかった。

　両親を亡くしてすぐに見よう見まねで剣けんの練習を始めたときに負った傷だ。

　手に力が入らなくなるまで剣を振って自分の体に落としてしまったり、おとぎ話を真に受けて無茶な修しゆ業ぎようをして怪け我がをしたときの名残なごりで、いわば自じ滅めつによる傷である。

　とても誇ほこれるような傷じゃなかった。それだけ傷を負っても、セオの剣の腕うでは村の中でも二番手か三番手なのだから。

「剣の練習でついた傷ですよ。我が流りゆうだったんで、自滅しまくってこんな傷だらけになったんです。結果は大して出ませんでしたけど」

「やはり、兵かなにかか」

　誤解を解こうとセオが口走った言葉は、カルラには完全に逆効果だった。

　カルラはセオとネリーを引ひき離そうとふたりの間に割りこんでくる。

「カルラ！」

　ネリーはそれに抗あらがおうとして、

「あっ」

　勢い余って体勢を崩し、とっさにサイドテーブルにしがみつこうとして失敗していた。

　ピッチャーがぐらつき、倒れる。

　甲かん高だかい音とともに果実水がぶちまけられた。

　ちょうど真下に倒れていたネリーに果実水が降り注ぐ。

「お嬢様！」

　カルラはすぐにネリーの体を抱だき起おこした。

　ネリーは頭から果実水をかぶっていて、服もすべて水みず浸びたしだ。いつもしっかり手入れされているレースやフリルもへたっている。

　しっとりとした髪が白い頬にはりついて、なぜだかいつもより大人っぽく見えた。

「うぅー」

　襟えり元もとをひっぱって顔をしかめるネリー。

　水に濡れた服は体にはりついて、ネリーの成熟しかけのボディラインをはっきりと浮うき上あがらせていた。普ふ段だんは分からなかったが、胸はきちんと膨ふくらんでいた。

「申し訳ございません。今拭ふく物を」

　ネリーを助け起こしたカルラはすぐに部屋を飛び出していこうとするが、

「気持ち悪い」

　ネリーが服を脱ぬごうとトップスの裾すそをたくし上げ、素す肌はだがあらわになった瞬間、すさまじい速さで戻ってきてネリーの動きを封ふうじていた。

「お、お嬢じよう様さま、いけません！」

「え？」

　だがそのときにはすでに、セオの目にはネリーの形のいいへそと膨らみかけの胸へ向かうなだらかなライン、そしてそこを伝う一筋の水すい滴てきが焼き付いていた。

「別室に着替えを用意いたします！　それまでお待ちを」

　カルラの言葉に、しかしネリーはきょとんと首を傾かしげている。

「殿との方がたがいることを忘れないでください！　ここは御ご実じつ家かとは違うのです！」

　ピンク色のビジョンで埋うめ尽つくされかけたセオの脳裏に、貴族は着替えを手伝わせるものだったっけ、とか、やっぱりネリーは貴族なのか、という考えが一瞬だけ浮かんで消えた。

　それで少しだけ冷静になって、ようやくセオは視線を逸そらすことに成功した。

「あっ……わ、分かった。カルラ、着替えの用意を」

　ネリーは動どう揺ようして裏返りかけた声をなんとかとりつくろう。カルラは深いため息を零こぼし、今度こそ部屋を出ていった。

「カルラは心配しすぎなのよぉ」

　ついつい素の口調で漏れた愚ぐ痴ち。しかし、本当に嫌いやがっているわけではないことがセオにはなんとなく分かった。

　ロティがセオに小言をこぼすときの口調に少しだけ似ていたからだ。

「姉妹みたいだね」

　セオの言葉にびっくりしながらも、ネリーははにかみながら頷うなずいた。

「う、うむ。カルラは姉のようなものじゃ。こんな窮きゆう状じようにも、文句ひとつ言わずつきあってくれておる。あんな目に遭あわされてまで……」

「……そういえば、君らって何者なんだ？　貴族っぽいけど、こんな森の中に住んでさ」

「まぁ、隠すほどのことでもないかのう。確かに、わらわは貴族といえば貴族じゃ」

　やっぱりそうなのか、と頷きかけたセオに、ネリーはさらに言葉を重ねる。

「わらわたちの暮らしていた大陸は、長らく二つの勢力に別れて争あらそっておった。その片方がわらわの故郷、魔族の国、ヘルディン魔ま王おう国なのじゃが、わらわはその国のじゃな……」

　そこまで言いかけて、ネリーは声を詰まらせた。

　少しだけ不安そうに上目づかいでセオを見つめ、息を整える。

「王なのじゃ」

「――え？」

　それから発せられたネリーの言葉は信じがたいものだった。

「わらわの正式な名は、コルネリエ・ブルクハルト・ヘルディン。第十三代魔王国国王……伝統的には、魔王と名乗っておる」

　セオはなにも答えられなかった。

　自分でも驚おどろくほど頭が真っ白になっていた。

　その沈黙に、ネリーは恐る恐るセオの顔色をうかがう。

　目があった瞬間、ネリーの表情に動揺が走った。

「す、すまぬ！　別に隠していたわけじゃないのじゃ！　……ああ、いや、隠していたといえば隠していたのかもしれぬが、その……わらわはそなたと友になりたかったのじゃ。それには身分は邪じや魔まであろう？」

　いつまでも無言のセオに、ネリーは慌あわてて弁明を始める。

　しかしそれでもセオは反応を返せなかった。

「お、怒おこっておるのか？　黙だまっていたことは謝るのじゃ！　じゃが、王などと言ってしまったら友にはなれぬと思ったのじゃ。今までも、そうだったから……」

　ネリーが震える声を吐きだす。

　セオには想像もつかない世界の話だった。

　だから、彼女の気持ちを分かるとはセオには言えない。それでも、どうしてもネリーの震える肩を突き放すことができなかった。

「だから……友達でいてくれぬか？」

　――無理だ。

　だって彼女は魔王なのだ。

　彼女が生きていればロティが戦いの運命を辿たどることになる。その果てには、他ほかならぬネリーと殺し合う未来が待っている。

　だめだ。そんなのはだめだ。だったら自分の手で……そう思うのに、手が動かない。

「なんでさ」

　そしてようやくセオの口から出てきたのは、そんな言葉だった。

　彼女は恩人だ。セオだって、数日にも満たないつきあいだが、彼女を友人だと思っていた。

　手が震えた。

　さっきのネリーのなまめかしい姿を見てしまったせいで、幸か不幸か剣を呼びだせる程度の力は回復していた。

　その気になれば簡単に殺せるところに、魔王がいる。そのためにここまできたはずだった。

　だがどうしても、手が動かない。

「わらわたち魔ま族ぞくは逃げてきたのじゃ。敗戦に敗戦を重ね、その途中で父様は死んだ。そして、なんとかこの地へとたどりつき、唯ゆい一いつ生き残った王族たるわらわがお飾かざりの王に収まることとなったのじゃ」

　セオの言葉を隠しごとをしていたことへの非難と受け取ったのか、ネリーが自らの生おい立ちを淡たん々たんと話し始めた。

　言葉にしてしまえば簡単だったが、セオにはそのつらさがよく分かった。形は違えど、幼くして両親を失っていることは同じだったから。

「じゃが、わらわにはどうもお飾りすら務まらなかったようでのう、こうして事実上の軟なん禁きん状態じゃ。臣下に騙だまされてのう、力まで封ふうぜられてしまう始末なのじゃよ」

　ネリーは笑った。

　自じ虐ぎやくの笑えみ、ではない。

　彼女は本当に笑っていた。むしろ力強いくらいの笑え顔がおで。

「じゃが、わらわは負けるつもりはない。わらわの存在が民たみに少しでも希望を与あたえるのなら、傀かい儡らいだろうがなんだろうが王をやりきって見せるわ。わらわが泣いていたら、民は安心して笑うことも泣くこともできぬからのう」

　そう言ったネリーと、いつかのロティの姿が重なった。

　誰だれかのために自分を押おし殺ころして笑おうとするところも、その危なっかしさもそっくりだった。

「……すまぬ。そこまで怒るとは思わなかったのじゃ」

　悩なやんでいるうちに、セオの沈黙を完全に勘かん違ちがいしたらしいネリーは、逃げるようにドアに駆かけ寄よった。

　肩かた越ごしに少しだけ見えた横顔は寂さびしげで、違う、騙しているのはこっちの方だ、と全すべてを洗いざらい話してしまいたい衝しよう動どうに駆られた。

　しかし、言葉にはならなかった。

「す、すまぬ。少し頭を冷やしてくるのじゃ」

　そう言い残してネリーは後ろ手でドアを閉めた。
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　数日を過ごしたベッドから抜け出すと、固まった骨と筋肉がきしみを上げた。

　セオは霊剣を具現化させ、意味もなく強く握にぎりしめる。

　結局魔王を倒すことなんてできなかった。かといってこのまま帰ることもできない。

　完全に手て詰づまりだ。

「エルヴァ……」

　妙に、エルヴァに会いたかった。

　千里眼を展開すると、ネリーがカルラにしがみついている姿が見えた。カルラはなにも聞かずに濡れた服を着き替がえさせにかかっていた。

　その場所はセオが寝ねかされていた部屋と造りこそ同じだったが、年季と洗練を感じさせる家具が計算されたように配置されていた。その一方で天てん蓋がい付きのベッドの傍らには動物を模した人形が飾られていて、一目でネリーの部屋だと分かった。

　位置は一階の奥の方だ。セオの部屋からは大分距離がある。

　それを確かく認にんしてセオは意識を二階に向ける。

　すると、エルヴァはすぐに見つかった。

　彼女はセオの部屋から、二つ隣となりの部屋に寝かされていた。その顔色には敵の刺し客かくに刺さされたときの青白さはない。

　枕まくらを抱きしめて不安げにベッドの上に寝ね転ころがっていた。

　その顔を見た瞬間、セオは思わず走り出していた。

　ガラスを豪ごう華かに使った日当たりのいい廊ろう下かを走り抜け、セオはすぐに目的の部屋の前にたどり着く。

　ノックもなしにドアに手をかけるが、そちらにはセオの部屋と違ちがって鍵かぎがかけられていた。

　錠じよう前まえは精せい緻ちな意い匠しようが凝こらされた、芸術品とさえいえる代しろ物ものだった。

　躊ちゆう躇ちよと後ろめたさを頭を振って振り払はらい、セオはその錠前に霊剣を振り下ろす。

　錠前はあっけなく二つに裂さけ、地面に落ちると重い音を立てた。

　きしみを上げないように細心の注意を払って、セオはドアをそっと押した。

「ネリーちゃん？　ねぇ、まだセオに会えな、い……」

　そこまででエルヴァは言葉を失った。ベッドに寝転がったままでセオを仰あおぎ見みる。

　目が合うと、ぱぁっと笑顔が広がった。

「セオ！　セオだぁ」

　エルヴァはベッドから飛び起きると、一直線にセオに駆け寄ってくる。

「あっ、あわっ」

　が、途中で足をもつれさせて半ば転びそうになる。ギリギリでバランスをとりながら、最終的にセオの腕の中に収まった。

「落ち着こうよ」

「お、落ち着いてるし！」

　まるで落ち着きのない声で言い返して、エルヴァはセオの腕の中から飛とび退のいた。

　いつも通りのしまりのない声が、エルヴァの無事を実感させてくれた。思わず安あん堵どの息が漏れる。

　エルヴァは頬ほおをほの赤く染めながら、居ずまいを正す。

「よかったよ」

　エルヴァは目元をじんわりと潤うるませながら微笑ほほえんだ。

「ネリーちゃんから無事だって聞いてはいたけど、剣のことがあったし……って、あれ？　そういえば、なんでそんなに元気なの？　ネリーちゃんから、セオが弱ってるって聞いてから、霊剣の力が切れたのかと思ってたんだけ……ど？」

　が、そう言っている間にもエルヴァの表情が凍こおっていった。

　胡う散さん臭くさげに目を細めてセオをじっと見つめてくる。

「それより、これからどうする？」

　セオは、きりっと目元に力をこめて、強ごう引いんに話を逸らしにかかった。

　あまりにあからさまなその様子に、しばらくエルヴァはなにか言いたげな顔をしていたが、やがてため息をついた。

「ま……まさか、ネリーちゃんにえっちぃことしたの？」

「不ふ可か抗こう力りよくだ！」

「……むぅ、まあいいよ。それで、どうするってなんのこと？　普通にネリーちゃんにお礼を言ってまた魔王を探しに行くんじゃないの？　ネリーちゃんからそれとなく魔王の情報とかも聞けるかもだし」

　エルヴァは少しだけ不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

　エルヴァもネリーが魔王だとは聞いていなかったらしい。その言葉からは、エルヴァが無む邪じや気きにネリーを信用していることが感じられて、魔王のことを言ってしまうべきか躊躇ためらわれた。

「いや、魔王についてはもう色々と聞けたんだ」

「ホント!?　やらしーことしてただけじゃなかったんだ」

「してない！　いや、じゃなくてさ」

　だけど、エルヴァにはどうしても嘘うそをつきたくなかった。

　昔からロティにも言えないことを相談していたのはいつもこの幼馴染だったし、今だって自分の無茶に文句も言わず付き合ってくれている相手になにも教えないというのは、すごく不誠実な気がした。

「魔王っていうのはさ、なりたくて魔王になったわけじゃないみたいなんだ。だけど、国民を守りたい一心で頑がん張ばってる人、みたいなんだ」

　だから、セオの言い回しはついついはっきりしないものになってしまった。

「僕ぼくは、そんな人を殺せない……殺したくない」

「セオ、それって、もしかしてネリーちゃん？」

　だが、そんなふうに言葉を濁にごしてみても、エルヴァはセオの言い回しからあっさりと事態を察してしまった。

　エルヴァは続けてなにかを言いかけて、言葉を飲み込む。

　セオも言いたい言葉がうまく形にならず、口をつぐんだ。

　だがセオとエルヴァがなにかしら答えを出すより早く轟ごう音おんが二人の会話を打ち切らせた。

　体の芯しんに響ひびくような低く重い音だ。

　窓ガラスがびりびりと音をたてて震えた。

「な、なに!?」

　叫さけびながら、セオは窓に駆け寄った。エルヴァは音に驚いてその場にしゃがみこんでしまっていた。

　空が青白く輝いて、水面のように波は紋もんが広がったかと思うと、また轟音が響く。

「セ、セオ！　どうなってるの？」

「ごめん、分かんないや」

　そう言っている間にも、また空気が揺ゆれた。

　重低音に甲高い音が交じったかと思うと、窓ガラスにひびが広がる。

「と、とりあえず外に逃にげよう！　建物の中はなんかやばい気がする」

「う、うんー」

　半べそで頷きながらエルヴァはセオにすがりついてくる。

　その体をしっかりと支えて、セオはドアを蹴けり開けた。
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　階段を駆け下り、そのまま眼前の分厚い扉とびらに駆け寄る。

　そのまま扉を押し開けようとして、セオは唐とう突とつに動きを止めた。

「セ、セオ？」

「しっ、外から音がする」

　止まり切れずセオの背中に鼻からつっこんだエルヴァは、涙目で鼻を押さえながらセオの隣に並んだ。

「音？」

　言われるままにエルヴァも耳を傾けた。

　ドアの外からは複数人の言い争うような声が聞こえていた。

　セオは霊剣を呼びだすと刀身を額に当てる。

　すぐにセオの視界に外の景色が広がった。

　そこにはネリーとカルラがいた。

　そして、軽けい鎧よろいと剣などで武装した十人の魔族が二人を囲むように陣じん取どっていた。

「聞こえない」

　セオはドアに張り付くように耳を当てる。

「――裏切り者！」

　それでも聞きとれたのはそんな断だん片ぺん的てきな言葉だけだった。

　一方で、続く声は小さかったが、不思議とよく通り、しっかりとセオの耳まで届いた。カルラの声だ。

「裏切り者はキサマらだろう。コルネリエ様は戦たたかいを望んではおられない」

「――――間者――、手引き――！　半はん端ぱ者ものが、――――唆そそのかしたに違いない！」

　さらに言い争いは続く。

　おぼろげにだが、徐じよ々じよに状じよう況きようが見えてきた。

　間者とはつまりセオたちのことだ。それを助けたから手引きしたということにされているんだ。

　セオのせいで、ネリーは裏切り者扱いを受けている。他ならぬ、彼かの女じよが守りたいと言っていた国民によって。

　また、自分の軽けい率そつな行動が友人を傷つけてしまった。

　そのことがセオの胸に重くのしかかる。

　だが同時に、心の隅すみで思ってしまった。このまま放っておけば、自分の手を汚よごすことなく魔王がいなくなるかもしれない、とも。

「セオ？」

　不安げにエルヴァが顔をのぞきこんできた。

　その無邪気にセオの身を案じてくれる瞳ひとみが、全部見透かして非難しているように思えた。そんなはずはないのに。

　とっさにその視線から逃のがれて、セオは扉から数歩後ずさる。

　自分のために立場を悪くしているネリーを見捨てようなどと考えてしまう自分を最低だと思う反面、非情な選せん択たくをとる覚かく悟ごすらない腰こしぬけだとも思った。

　相反する考えが、同時にセオを苛さいなんだ。

　体から血の気が引いていく。

「セオ！」

　自己嫌けん悪おの檻おりを打ち破ったのは、エルヴァの温かな手のひらだった。

　気づけばエルヴァがセオの手をしっかりと握りしめている。

　それはエルヴァにしてみれば何気ない行動だったに違いない。それでも、セオは確かな活力をその手のひらから受けとった。

「エルヴァ、屋や敷しき全体を覆おおう結界とかって張れる？」

「え？　……少し時間をもらえばできるけど？　え、なに？　なにが起きてるの？」

「いいから、準備しといて」

　セオは一方的に言い切ると、扉に向き直って呼吸を正した。

　たとえここで見捨てるのが正しい選択だとしても、助けられる女の子を見捨てたりしたらロティに合わせる顔がない。

　まして相手は自分の命の恩人だ。それを見捨てたなんて知られたら、一生口を利いてもらえないかもしれない。そんなのはごめんだ。

　後のことは助けてから考えよう。

「僕はネリーとカルラさんを連れてくる」

「え？　ちょっと！　説明くらいしてよー！」

　意を決したセオは、半泣きになりながらもローブの中から儀ぎ式しきの道具を引っ張り出し始めたエルヴァを頼たのもしく一いち瞥べつし、屋敷の扉を押し開けた。
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　ネリーはただ、父の愛した民たちが幸しあわせでいてくれればそれでよかった。

　小娘と軽かろんじられようとも、常にそのために動いてきたつもりだった。

　その結果が、

「おとなしくご同行願いましょう」

　これだった。

　十人の兵士がネリーとカルラを囲んでいた。

　その中に何人か見覚えのある顔があった。

　まだネリーが自由に動けた段階で素行を追わせていた者たちだ。主戦派の軍幹部とその子飼いの一団である。

　あくまで開戦に否定的なネリーを完全に黙らせるため、セオたちのことを口実に実力行使に出たのだ。

　こうやって飼い殺しているだけではまだ不安らしい。能力も封じられ、忠義に篤あつい臣下たちとも引き離はなされて、なにができると思っているのだろうか。

「断る！　そなたらの思い通りになるつもりはないのじゃ！」

　当然ネリーは彼らの主張をつっぱねた。

　彼らはどっちにしろネリーを生かしておくつもりなんてないだろう。同行すれば、事故にでも見せかけて処分するつもりに違いなかった。

「そうですか、それは残念だ」

　リーダー格の男が剣を抜ぬく。それに応じて、他の兵たちも一いつ斉せいに抜ばつ刀とうした。

　カルラがかばうようにネリーの前に歩み出る。

　その背中を見つめながら、ネリーは己おのれの不ふ甲が斐いなさに奥おく歯ばをぎゅっと噛かみしめた。

「すまぬ、カルラ。こうなる可能性があることは分かっておったというのに、対策が間に合わなんだ」

「いえ。弱者を見捨てぬお嬢様だからこそ、私は今ここに」

　カルラはネリーを振ふりかえることすらせず、半身にかまえて拳こぶしを握った。

　カルラは強い。並みの兵では怪我ひとつ負わせることはできないだろう。

　だが、そんなカルラでも、数の暴力には敵かなわない。一対一では勝てる相手でも、一斉にかかられてしまえば、どうやったって隙すきができる。

　まして今、カルラはネリーをかばっている。しかも、一対多数の場合の定石である、各個撃げき破はも、立地的に難しい。

　カルラたちが立つ屋敷の正面は、森を切り開いて作った空き地で、身を隠すスペースはない。森に入ってしまえばなんとかなるかもしれないけれど、それを許すほど相手も甘あまくはない。

「お嬢様、隙を見てお逃げください」

　だからカルラは勝つつもりなんて最初からなかったのだろう。

　隙を作れば森に逃げ込める可能性が出てくる。そのための囮おとりになるつもりなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「な、ならぬ！」

「元々この命、お嬢様に救っていただいたものですから。それに丈じよう夫ぶさには自信があります」

　さらにカルラが一歩踏ふみ出す。

　静かな迫力に当てられて、数人の兵士が後ずさった。

　その隙を見み逃のがすことなく、カルラは一足で兵士の懐ふところに飛びこむと、勢いそのままに肩から体をぶつけた。

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに上体が崩くずれたところに、カルラは足を振り上げる。つま先が兵士の顎あごを打ちすえ、意識を刈かりとった。

　真っ先に反応した兵士が剣を振り上げつつカルラに迫せまる。

　振り下ろされた剣を体を開いて紙かみ一ひと重えでかわし、カルラはそのまま相手の兵士の足を払った。

　崩れた体勢を利用して、頭から地面に投げ落とす。

　白目をむいて気を失った兵士の手から剣を奪うと、別の兵士に向かってナイフかなにかのように軽々と投げつけた。

　矢のような高速で迫りくる剣を、兵士はなんとか弾はじくことに成功。

　だが速さの乗った鉄の塊かたまりを変な姿勢で受け止めたことで手がしびれたのか、剣をとり落としてしまう。

　その兵士めがけてカルラは跳ちよう躍やくした。空中で身をひねると、勢い全てを兵士の首筋に叩たたきこんだ。

　悲鳴にもならない断だん末まつ魔まを上げ、兵士は膝ひざから崩れ落おちる。

　これだけアクロバティックな動きをしたというのに、カルラには息の乱れひとつなかった。

　わずかに汚れたエプロンドレスをさっと手で払い、服を正して再び構えをとる。

「かかってきなさい」

　無表情で兵士たちを挑ちよう発はつしながら、カルラは後ろ手でネリーに、行ってくださいと示した。

　――カルラを見捨てるなんて、嫌だ！

　とっさにネリーは首を振りかける。

　しかし、自分がこのままここに居い座すわり続けることが、最もカルラを危険に晒さらすというのが分かる程度には、ネリーは冷静だった。

　噛みしめた奥歯にさらに力をこめる。口の中に血の味が滲にじんだ。

　悔くやしさに流れそうになった涙をぬぐって、ネリーはカルラに背を向けた。

　そしてまっすぐに――屋敷の入り口を見すえる。

　こんな状況にあってなお、ネリーはセオとエルヴァを助けようと考えていた。

　迷いを振り払ってネリーは走り出す。

　だがそんなネリーを、兵士たちは見逃してくれなかった。

「くっ！」

　カルラはネリーが屋敷の裏手に逃げることを前提にかばってくれていたのだろう。だから予想外の方向に走り出したネリーへのフォローが一いつ瞬しゆん遅おくれる。

「お嬢様！」

　ひとりの兵士がネリーに向けて走ってきたのを見て、カルラは叫んだ。

　すぐに助けに走ろうとするカルラの前に、兵士が立ちふさがる。

　扉の数歩手前で、ついにネリーは兵士たちに追いつかれてしまった。

　白はく刃じんが陽光を映して輝かがやく。

「お父様！」

　自分の体を抱きしめて、ネリーは祈いのるように叫んだ。

　直後、刃やいばが振り下ろされる。

　その瞬しゆん間かん、扉が開け放たれた。そこから飛び出してきたなにかに弾はじき飛ばされ、兵士の体が宙を舞まう。

　扉の隙すき間まから滑すべりだした影かげは、剣を握りなおすと地面を転がる兵士に肉にく薄はくした。兵士が身を起こしたのを狙ねらいすまして、影――セオは剣を振るった。

　剣の腹で殴なぐられた兵士は地面を転がって、わずかに痙けい攣れんすると気を失った。

「セ、セオ」

　ネリーを助け起こして、セオは力強く頷いた。
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「カルラさん！」

　ネリーを屋敷の中に押しこめると、セオはカルラの背後を守るように飛びだした。

　そのまま背中を合わせて、互たがいを守り合うように構えをとった。

「貴様」

「すみません。でも、とりあえず今は逃げましょう」

　セオは、斬きりかかってきた兵士を霊れい剣けんで受け止め、弾き上げる。即そく座ざにカルラと位置を入いれ替かえて、カルラはがら空きになった兵士のみぞおちに肘ひじを打ちつけた。

　兵士がもんどりうって倒たおれこむ。

　左右から挟はさみこむように斬りかかってきた兵士を、セオとカルラはそれぞれ正面に回って受け止めた。

　セオ側の兵士の角が光る。瞬間、セオの剣にのしかかる力が何倍にも膨れ上がる。霊剣の補助を受けても押さえきれず、セオがじりじりと押される。

「合わせなさい」

　そのとき背後で澄すんだ声が響いた。
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　直後、背中を支えていた力が消える。

　その勢いのままセオは大きく後ずさった。力任せに押しつけられていた兵士の剣けんは支えを失って空を切った。

　セオは地面に突つき刺さった剣を踏み落として、さらに兵士の胸むな元もとを蹴る。

　同時に隣から別の兵士が飛んできた。カルラが腕うでを極きめて止めていた兵士を投げ飛ばしたのだ。

　兵士がもつれあって倒れているうちに、セオは体勢を立て直した。

「カルラさん！　屋敷に！　エルヴァが結界を張ります」

「貴様らやはり！　いや、分かった」

　セオの背後に迫っていた兵士を蹴り飛ばしながら、カルラは躊躇いためらがちにうなずいた。

　セオたちに休む暇ひまを与えないように続けざまに斬りかかってきた残りの兵士を、セオが霊剣の一ひと振ふりで威い圧あつし足止めする。

　その機を見逃さず、セオとカルラは同時に踵きびすを返した。

　倒れている兵はまだ体勢を立て直しておらず、残りの兵とも十分な距きよ離りをとることができていた。それを横目で確認し、セオは屋敷の扉を見すえる。

「くっ！　飛びこめ、セオドール殿どの！　奴やつら、撃うってくる！」

「は？」

　だから、カルラの口から飛び出したその指示はまったくの想定外だった。

　セオがとっさに反応できていないことを見てとったカルラは、セオの腕を掴つかむと、そのまま地面を蹴った。

　空中で腕伝いにセオの体を引き寄せ、その体を抱だきしめた。

　清せい楚そなエプロンドレスに隠かくされた意外なほどボリュームのある二つのふくらみが、問答無用でセオの顔を包みこむ。

　息苦しさと柔やわらかさに、二重の意味で死後の世界が見えかけたとき、二人の背後で落らく雷らいさながらの轟音が響いた。

　カルラはセオを抱きかかえたまま器用に受け身をとって立ち上がる。すぐにネリーが飛びつくように扉を閉めた。直後、扉が激しく叩かれ、揺すられ始める。ぎゅっと目をつむって、ネリーはそれに必死で耐たえていた。

「え、エルヴァ！」

　事態が飲み込めないまま、それでも屋敷の中に逃げ込めたことを悟さとって、セオが叫ぶ。

「う、うん！　『豊ほう穣じようの大天使テッラ、大地の底より生まれ出で、人々に草木の恵めぐみを与あたえたもう。彼かの天使、神の子らを守り育はぐくむゆりかごなり』」

　エルヴァが早口に、それでも一音一音丁てい寧ねいに聖句を詠えいじ終えると、エルヴァがエントランスの中央に自らの血で描えがいた盾たてのような図形が青白く輝きだす。

　光は屋敷全体に広がっていった。
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　扉を襲おそっていた衝撃も止やみ、ネリーがそのまま床ゆかにへたりこんだ。

　エルヴァが人差し指の先せん端たんを口に含ふくみながら近寄ってくる。結界の起点にする図形を描くのに切ったところだ。

「定点の結界でも、この規模だとそれほど長くはもたないよ」

　わりと冷静な声のエルヴァだったが、指先が痛いのか目元には涙が滲んでいて、どうもいまいちシマらなかった。

　セオと目が合ったところで、エルヴァは涙目をじと目に切り替えた。

「ところで、いつまでそうしてるの？」

　言われて初めて、セオは自分がカルラに抱きしめられたままだったことに気づいた。

　指示を出すために強引に向きを変えたから、今はちょうど頭の下に二つの柔らかいものがある。少しだけ名残なごり惜おしさを感じつつも、セオは急いでカルラの腕の中から逃げ出した。

　カルラも無意識のことだったらしく、ほとんどいつも通りの無表情ながら、セオでも分かる程度にはうっすらと頬を染め、誤ご魔ま化かすように姿勢を正した。

「やましいあれじゃないんだ！」

「……霊剣のパワー充じゆう実じつしているみたいだよ？」

「なぜわかる!?」

　答えると同時に、その言葉がかまかけだったと気づいてセオはエルヴァから目を逸そらした。

　エルヴァはエルヴァで、怒るわけでもなく、ローブの襟えり元もとを弄もてあそんでいる。

「別にわたしだって……、むしろ平均よりは」

　という声が聞こえてきたものの、セオにはいまいちなんのことを言っているのか分からなかった。

　確かに聖職者としては、あまり色々な女性に不ふ埒らちな感情を抱くのは忌いむべきことだと思うのかもしれないが、若い一いつ般ぱん男子の脳内くらい大目に見てもらいたい、と思うセオだった。

　セオとエルヴァがそんなやりとりをしていると、ようやく呼吸を整えたネリーがセオに歩み寄ってきた。

「す、すまぬ、セオ。おかげで助かったのじゃ……じゃが、なぜ急に元気になったのじゃ？」

「あ、いや。実はこの剣が――」

　セオが説明を始めようとしたとき、ガラスがきしむような音が響き渡わたった。同時に屋敷の外が煌こう々こうと輝く。

「キャスト……」

　手のひら越ごしにその光を見つめ、カルラが短くつぶやいた。

　耳慣れない言葉にエルヴァが首を傾かしげる。

「キャスト？　この魔ま術じゆつのことかな？　――っ！　って、だから結界はそんなに長くもたないんだってばー！」

　そう言っている間にも、また空気がきしみを上げる。

　セオは顔をしかめて、霊剣を額に当てた。

　すぐさま屋敷の周囲に意識が飛ぶ。先ほどカルラに殴り倒された兵士まで意識をとり戻もどし、すでに屋敷は包囲されてしまっていた。

　セオはいぶかしげに見ていたネリーを咳せき払ばらいでごまかす。

「とりあえず、ここまで詳くわしく話してないお互いの事情はここを抜けてからってことで」

「それはいいのですが、ここからどうされるつもりで？」

　自然な動作でネリーの服装を整えながら、カルラが口を開いた。

　すぐさま全員の視線がセオに集まる。だが、セオは応じることはせず、そっと顔をそむけた。

「考えてなかったのー？」

「いや、王族の隠れ家がなら、てっきりいざというときの抜け道くらいあるのかと」

　そんな都合よくいくわけないじゃない、とでも言いたげなあきれ顔のエルヴァ。

　もちろんセオだってそう上う手まくいくと思っていたわけじゃない。それでも、十人からの兵士を相手に、うまく切り抜けるには結界を使って屋敷に立たて篭こもるくらいしか思いつかなかったのだ。

　苦い表情のセオに、今度はネリーとカルラが顔を見合わせる。

「あります」

「は？」

「うむ、あるにはあるんじゃ。じゃがな、すまぬ、入口を開けぬのじゃ」

　ネリーはうつむきがちに自分の角に触ふれる。するとその表面に、ぼんやりと薄うす紅べに色の直線を基調とした模様が浮うかび上あがってきた。他ほかの魔ま族ぞくの角にはない特とく徴ちようだ。

「ここは元々、城が落ちたときのための隠れ家として用意された場所じゃ。無論、逃げ道も用意してあった。じゃが、今はわらわをここに閉じ込めた者の手によって、強力な封ふう印いんが施ほどこされておる。力を封ぜられた今のわらわには、とても破ることはできぬ」

　セオもあまり人のことはいえなかったが、どうもはっきりとしない言い回しだった。

「は？　封ふうじられた？」

「あ、うむ。こちらに来てほどなく、原住民との接し方で意見が割れたのじゃ。その頃ころから、わらわは体調を崩しだした。やむなくわらわは、権限の一部を父の頃からの腹心の部下二人に預けたのじゃ。その後主治医から、強すぎる力が幼い体に負担をかけている可能性があると告げられ、このキャストを封じる施し術じゆつを受けた」

「ですが、それが間ま違ちがいでした」

「そうじゃな。どうも、体調不良というのも、毒を盛られていたらしくてな。その主犯こそが、わらわが権力を委ゆだねた部下のひとり、ブロイア侯こうじゃ……。主治医もぐるじゃったらしい。すぐに殺さなかったのは、わらわの名を掲かかげておいた方が、国をまとめやすいと思ったからかのう。その後はなすがまま、ここに軟禁じゃ」

　そう言われて、今さらながらセオは、確かにネリーでは勇者を相手にするには弱々しすぎるな、と気がついた。

　それと前後の会話などを合わせると、大体の事情は見えてきた。

「ネリーは軟なん禁きんされてるものの、ここの建物は元々王族の隠れ家だから抜け道はある。けど、その抜け道は封印されていて使えないってこと？」

「そのとおりじゃ。本当は牢ろう屋やにでも入れておきたかったのじゃろうが、わらわの威い光こうをかざしている体面上できなかったのじゃろうな。もっとも、今のわらわを閉じ込めるには、十分すぎるが」

「非常に強力な封印です。魔族でも破れるものはそう多くないでしょうね」

　うなずくネリーの言葉に続けてカルラが補足を入れる。

「ん？　その口ぶりからすると、別に特別な手順を踏んで解除しなくてもなんとかなるのか？」

「うむ。確かに力ずくでも開けることはできる。元のわらわの力なら難なく開けたじゃろうな。そうでなくても、なにか強力な力の塊のようなものがぶつかれば、壊こわれるかもしれぬ。だが、これではな……」

　言いながらどんよりと沈しずんでいくネリー。だが一方でセオとエルヴァは目に活力をとり戻していった。

「じゃから、他の方法を……」

　申し訳なさそうにうなだれるネリー。そのとき、おずおずとエルヴァが手を挙げた。

「あ、あのね。それ、もしかしてセオの持ってるその剣なら、いけるんじゃない？」

　セオからしても突とつ飛ぴに思えるその言葉に、ネリーは数度目を瞬まばたかせた後、

「え？」

　普ふ段だんの高貴だったり、かわいらしかったりする口調からは想像できない間の抜けた声を上げた。
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「ブロイア侯、これはどういうことか？」

　執しつ務む室しつの窓から、遠えん征せいの準備を進める兵たちの様子を眺ながめていた男に、突とつ如じよ底冷えするような押おし殺ころした声が投げつけられた。

　男……ブロイアは、魔ま王おう家とも縁えん続つづきである名家の主であり、この魔王国の中心人物のひとりだ。いや、魔王本人から病気療りよう養よう中の代役を言い渡された今、最も大きな権力を握っている男といえた。

　ブロイアは、大物ぶって余よ裕ゆうある笑え顔がおをつくり、声の主を出で迎むかえる。両手を広げ、ハグでも求めるように気さくにだ。

「これはフォルトナー卿きよう。見ての通り出兵の準備ですが？」

　相手の男……フォルトナーもまた、魔王国の要人であった。そして、ブロイアと同じように魔王から療養中の国政を任せられた者でもある。

　巨きよ躯くに無骨な顔つき、顔や角にまで刻まれた無数の傷が目を引く、まさに歴戦の勇士という風ふう体ていの男だ。

　フォルトナーはブロイアの隣となりに並び、同じように窓の外を見下ろした。こうして並ぶと、小こ柄がらなブロイアとの身長差はかなりのものだった。それがブロイアとしてはどうも癇かんに障さわったが、表情に出すことはしなかった。

「それがどういうことかと聞いているのです」

　分かりきったことをくり返してくるフォルトナーに、ブロイアは内心ため息をこぼす。

　ブロイアは今回の原住民への攻こう撃げきにおいて、主導する立場を取ろうと画策していた。

　かつて彼らがいた世界では、ブロイアはいつも前魔王の引き立て役にすぎなかった。特に、戦いの才能においては、ブロイアなどは足元にも及およばなかった。

　同じ王族に連なる名家の嫡ちやく男なんであり、年代も近かったブロイアは、否いや応おうなく比べられ続けてきたのである。その頃からずっと、ブロイアの中には黒いものが溜たまり続けていた。

　そんな優ゆう秀しゆうな男も、死ぬ時は実にあっさりしたものだった。一部の属国の裏切りから戦せん況きようは悪化、あれよあれよという間に戦場は王都付近まで後退。そのときのごたごたで、前魔王は討うち死じにした。

　前魔王の死後、とても魔王国に戦線を維い持じできるだけの力は残されておらず、国内最高の転移キャスト持ちの命がけの能力行使によって、王都ごとこの世界に逃とう亡ぼうしてきたのである。その結果、どうも元の世界とは別の世界に飛んでしまったようなのである。

　おかげで竜りゆう人じんからの追つい撃げきの心配はなくなったものの、魔王国は今、食しよく糧りよう不足という新たな難題にぶち当たっていた。このままでは、冬を越こすことなく、国家の体をなせないほどに飢うえが深刻になるだろう。

　だから、ブロイアは思う。かつて自分に屈くつ辱じよくを味わわせ続けた男が滅ほろぼしかけた国を、自分が救う。これこそが、自分の矜きよう持じをとり戻す一番の方法なのだと。

　しかも、この世界の文明レベルは、自分たちに百年は遅おくれている。力も弱く、同族すらまとめられない始末だ。負ける要素などない戦だ。

　だから、英えい雄ゆうは自分でなければならない。軍を先導するのは自分でなければならない。

　今回、軍務において本来主導権を握にぎるはずのフォルトナーを、完全に無視して準備を進めたのは、その宣せん誓せいのようなものだった。

「決まっております。陛下の暴走により国情が敵国の知るところとなった今、我々に求められるのは迅じん速そくな行動。諸しよ侯こうも賛同してくれています。今日中にでも出立できるでしょう」

　そう、机に置かれたままの手紙を一瞥して笑う。それは部下からの、敵兵が関所を突とつ破ぱしたとの報だった。

　前々から、可能なら敵兵に砦とりでを突破させ、魔王を暗殺させるか、間者にでもしたてあげろ、と砦とりで詰づめの部下に命じてはあったが、こうも上手くことが運ぶとはさすがに予想外だった。

　タイミング的にもまさに渡りに船である。

「よく言う」

　もっとも、要人の中にはブロイアの目もく論ろ見みを見破っている者も少なくはなかったが。

　このフォルトナーもそのひとりだ。とはいえ、知っていながら見ないふりをしている時点で、同じ穴の狢むじななのだが。

　魔王をだまして能力を封じたときも、なにも言ってこなかったわけだから、今さらだ。

「ははは、卿を通さず準備を進めていたことについては謝あやまりますが、なに、結局は同じことでしょう」

「陛下が内通をしていると言い出したのも、侯でしたな」

　――分かっているくせに、わざとらしい！

　最大限に皮肉げに、ブロイアは苦く笑しようして見せた。

「ええ、私の部下は優秀ですから」

「あの状況で、一体どうやって陛下が内通などできたのか、興味がありますな」

　それでもなお食い下がってくるフォルトナーに、ブロイアも苛いら立だちを隠せなくなってくる。

　ブロイアはフォルトナーに聞こえないように小さく舌打ちすると、改めて笑顔を作った。

「あれでしょう、あの陛下お気に入りの小こ汚ぎたない半端者。あれを使ったに違ちがいありますまい。あのような者を使ったのはやはり間違いでしたな。それか、羽だけではなく、腕の一本でも落としておけば違ったのでしょうかね。どうせ生えてくるのでしょう？　おぞましい」

「発言には気をつけられよ」

　早口にまくしたてたブロイアを、フォルトナーの鋭するどい瞳が突き刺さす。背筋を怖おぞ気けが駆かけ上がるが、ブロイアはなんとか笑顔を維持した。

　――俺おれと同じ裏切り者の分際で、いつまで忠臣ぶるつもりだこの男！

　自分は権力に目がくらんだのではなく、あくまで民のことを最優先に考えたとでもいうつもりなのだろうか。煩わずらわしいことこの上なかった。

「おっと失礼。あくまでも、あれは魔族でしたな。陛下にとっては」

　顔を引きつらせながらも、なんとかブロイアは穏おだやかな声こわ音ねで応じる。

「不用意な発言、行動は控ひかえられよ……ところでいつも侯の周りをうろついている連中が、今日は見えませんな」

　口調こそ世間話でもするようだったが、その目に宿る眼光は、戦場で敵を見るときのようだった。

　余計なことはするなとでも言いたげだ。

「事実確かく認にんに向かわせただけですよ。場合によっては自衛くらいはするでしょうが」

　瞬間、フォルトナーの眼光が鋭さを増した。

　それだけで人を殺せそうな眼光に、冷ひや汗あせを流しながらもブロイアは笑顔で応じる。

「……失礼する」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、ようやくフォルトナーが踵を返した。

　フォルトナーが部屋を後にするのを見送り、ブロイアは震ふるえる息を吐はきだした。

「陛下を追い落としながら、殺すことにはひよるとは、何とも甘いことだ」







第四章
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　人ひとりが立って通れるギリギリの幅はばの通路を、セオたちは黙もく々もくと前へと進んでいた。

　灯あかりはカルラとセオの持ち込んだカンテラだ。四人の足元を照らすにはいささか頼たよりない。

　数歩先はもう完全に闇やみの中に沈んでいる。

　足元こそ辛かろうじて通路といえる程度には整えられていたが、側面や天てん井じようはほとんどむき出しの岩、そのままだった。

　かなりの急ごしらえであることがうかがえた。それでも、これだけの長さの横穴を掘ほるなど、聖王国では聞いたこともないから、驚おどろくほどの施せ工こう技術であることに違いはなかった。

　セオたちは壁かべに手を添そえたまま、慎しん重ちように歩を進めていく。

　途と中ちゆうで道が曲がっているのか、出口はまったく見えなかった。

　闇の中ということで、時間の感覚まで怪あやしくなってくる。自分たちが上へ向かっているのか、下へ向かっているのかさえ定かではない。

　エルヴァの思いつきは、なんと的を射ていた。

　霊剣と触れた封印とやらは、あっけなく霧む散さんしてしまったのだ。

　ただ、なんの代だい償しようもなかったわけではなく、セオは最初のエロを拒こばみ続けていたときばりの脱だつ力りよくに襲われ、ネリーたちに隠れて力を回復するのに難なん儀ぎすることになったのだが。

　ネリー主従の目を盗ぬすんで臀でん部ぶを撫なでられたエルヴァの頬ほおは、いまだに少し赤かった。

　そのあたりのことも含め、セオたちとネリー主従の間には妙みような緊きん張ちようがわだかまっていた。

　先頭に立って歩くカルラの歩調に淀よどみはなかったが、ネリーは何度も後ろに続くエルヴァとセオを振り返ってくる。

　セオはいい加減いたたまれなくなって、誰だれにも気づかれないように細くため息を吐いた。

「ごめん」

　なにか話さなければ。そう思ったセオの口から真っ先に出てきたのは、そんな言葉だった。セオの声はそれほど大きくはなかったが、狭せまい通路ではよく響ひびいた。

　今日、自分が何度となく心の中で繰くり返していた言葉だ。

　当然セオの心の中なんて知る由もないネリーはびくっとして足を止める。

　いつものごとく反応の遅れたエルヴァは、ネリーの後頭部に鼻をぶつけて涙目になっていた。当たられた方のネリーも頭を押さえてうずくまる。

「な、なにがごめんなのじゃ？」

　頭を押さえてうずくまったままで、半ば無理やり凛りんとした声を作るネリー。

「僕ぼくがここにきた理由なんだけどさ。その、魔王を倒すためなんだよ」

　瞬間、それまで無言でただ前だけを見ていたカルラが、通路の狭さをまるで感じさせないなめらかな動きで向き直り、ネリーを抱きしめるようにかばった。ネリーはカルラに、大だい丈じよう夫ぶだと手で示し、ゆっくりと立ち上がる。

　カルラの勢いにびくついたエルヴァが、強ごう引いんにセオの横をすり抜けて後ろに隠れた。

「あ、でもその、ネリーが魔王だなんて知らなかったんだ。……ていうか、魔王がどんなものかも、魔族がどんなものかもよく分かってなかったし」

「奇き妙みようなことを言うのですね」

　カルラは無表情を崩さず言った。

　敵意を向けないでくれただけありがたいとセオは苦笑する。セオ自身にも、自分が奇妙なことをしている自覚はあった。

「そっちではどうなのか知らないけど、こっちの魔術では予言が結構重宝されてるんだよ。その予言で、世界を救う勇者の誕生が示されたんだ」

「ほう……いいことなのではないのかのう？」

　神しん妙みような顔で相あい槌づちを打つネリーに、セオは努めて優やさしい表情で頷うなずいた。

　それでも思わず声が震えそうになる。声にしてしまうと、その瞬間にでも本当にロティが勇者になってしまいそうな気がしたのだ。それでも、そのまま黙だまっているわけにもいかなかった。

「うん。普ふ通つうならそうだけど……自分の身内が命がけの戦場に送りだされるって分かってて、喜んで送り出す奴なんてそんなにいないだろ？」

　セオの声は少しだけ震えていた。それでネリーは事情を察してくれた。

「もしや予言されたのは、そなたの……」

「妹だ。そして、妹が世界を救うために倒すとされてるのが、東の地に現れた影、つまり魔族なんだ」

　ネリーは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くして、それを隠すように顔を手で覆おおった。

　セオから与あたえられた情報を噛み砕くだくように何度か頷いてから、手を放した。

「なるほど、それでわらわを……いや魔族の王を殺せば、魔族がそなたらの世界の脅きよう威いになることもないだろう、と思ったわけじゃな」

「うん。そんな簡単なことじゃなかったけど」

　無理やり明るい口調でセオが言うと、ネリーもまた自じ虐ぎやく的てきな微び笑しようで応じた。

「それで、二人が気にしてたこの剣だけど、そんな無む茶ちやをするなら相応の力が必要だって、ある人が用意してくれたもので、一時期は神と呼ばれてた存在が封じられてる」

　ここまでは大人っぽい雰ふん囲い気きを崩さずにきたネリーだったが、神という言葉が出たときばかりはさすがに顔を引きつらせていた。

「なに者よ、そんなえげつないもの持ち出してきたある人って……」

　ついでに口調も素に戻ってしまった。すぐに咳払いをして誤魔化していた。

「はは……一応救世の英雄のひとりで賢けん者じやって呼ばれてる人なんだけど」

「……そなた、自分はただの村人とか言っておらなんだか？」

　ネリーの呆あきれ声に苦笑しつつ、改めて自分の関かかわってきた人間を並べてみると、確かにただの村人としては異様だった。

　勇者（予定）、伝説の賢者、魔族の王、邪じや神しん、となるわけだから。普通はそのうちひとりでも関わったら、一生の語り草な気がしないでもない。

「いや、僕自身はなんのとりえもないただの村人だよ？　兵士を倒したり砦を突破してきたのもほとんどこの剣、えっと霊剣エラスティスだったかな？　のおかげだし。グラディスさんの目に留とまったのも勇者候補の兄だったのと、妹愛にあふれてたからってだけだし」

「ふむ……それで、もういいのか？」

　納なつ得とくしたような、していないような、なんとも煮にえきらない表情で頷いてから、ネリーは少しだけ表情を引ひき締しめた。

　その物言いはいささか唐とう突とつだったけれど、セオはなにがとは聞かなかった。ネリーの問いかけは、セオ自身、さっきから何度も自分に繰り返していたものだったから。

　そして、もうとっくに答えは出ていた。

「うん。ネリーはいい娘こだって知っちゃったし。もう無理だよ」

　屈くつ託たくなく笑い、セオはあっさりと言った。

　あまりにあっけなく出された結論に、とうのネリーが困こん惑わくしていた。

　眉まゆ根ねを寄せ、挑いどみかかるような瞳ひとみをセオに向けた。

　ここ数日の間にも見たことがないほど真しん剣けんなそのまなざしに、セオも表情を引き締める。

「いい娘、か。ひとつ言っておくがのう、セオ。わらわは、そなたの国と戦争になったとしたら、おそらく誰よりも激げき烈れつに戦うぞ」

「……え？」

「わらわの国は、一度異種族との戦争で滅びかけた。国民は、最盛期の十分の一以下にまでなった。この地へ逃にげ延のびるために、転移キャスト持ちの友が命を賭としてくれた。この地の風土に合わぬ者が、すでに幾いく人にんも死んでおる。それは、全すべてわらわたち王族の無能がもたらした結果じゃ」

　ネリーはひとつ息をついて、言葉を繋つなげる。

「いらぬ犠ぎ牲せいは出したくはない。じゃが、犠牲が不ふ可か避ひのとき、自国の犠牲は最小に、自国の利益を最大に、と考えるのが王の務めじゃ。ならばわらわは躊躇わためらん。わらわの躊ちゆう躇ちよが、大事な国民を殺すのじゃからな。そんな光景は、すでに嫌いやというほど見てきた」

　そして出てきた言葉も、表情に見合う厳しいものだった。

　そのあたりはセオには想像もつかない世界だ。

　自分の一存で多くの人が死ぬ。そのことを自分よりも若い女の子が当然のように覚かく悟ごしている。

　ネリーが王だということは分かっていたはずだったが、セオはそのとき初めて本当に思い知らされた気がした。

「ネリー……」

「それでも、わらわをこのまま見み逃のがすか？」

「ああ。僕にはやっぱり無理だよ。僕は目的のために手段を選ばないほど残ざん忍にんにも、私情を捨てられるほど高潔にもなれないよ。やっぱり、どうせなら友達には笑っててほしいし」

　セオは間を置かずに答えた。

　凡ぼん庸ようで幼よう稚ちな答えだとセオは自覚していた。本当なら、なにか色々理由をこねまわして、客観的な言葉を用意するべきなのかもしれない。

　しかし、ネリーが隠そうと思えば隠せた覚悟を、あえて晒さらしてくれたのだ。

　セオばかりがそうやって本心を隠すのは、なんだか卑ひ怯きような気がした。

「そう、か」

　ネリーはその言葉に困ったように笑っていた。頼りないカンテラの灯ひでも分かるくらいに、その頬が赤かった。

　カルラもいつの間にかまた前を向いていた。セオの背後でエルヴァがほっと息をついた。

　こほん、とひとつ咳せきをして、ネリーも進行方向に向き直る。

　そしてまた一行は、ゆっくりと通路の中を進み始めた。

「なら、わらわも魔族についてそなたらに話そう」

　雰囲気を変えるように、ネリーが手を打ちながらつぶやいた。

「うん」

「御ご覧らんの通り、そなたらとの違いはこの角の有う無むくらいじゃな。これは大体十代前半から生え始め、十代半ばに成長し終え、硬こう質しつ化かを始めるのじゃ。角が全部完全に硬かたくなったら、成人という扱あつかいを受ける。そして、それと同時にキャストという特とく殊しゆ能力を扱えるようになるのじゃ」

　自分の角の先端をつっつきながら、ネリーはあらかじめまとめていたテキストでも読み上げるように語った。

「さっき言ってたやつ？　みんな使えるの？」

「うむ。力の効果や大小は様々で、ほとんど役に立たない者も多いがのう。さっき言ったように、わらわのいた世界から、この異世界への道を開いたのも、このキャストなのじゃ」

　セオは砦からこっち、戦った相手のことを思い出す。想定外の距離から狙そ撃げきしてきた相手も割とすぐにこちらを見失っていたし、消えて襲いかかってきた兵士も他に特別なことはしてこなかった。

　聖王国の魔術の常識ならば、それほどの大魔術が使える人間なら他の術だっていくらでも使えそうなものなのに。

　だから、ネリーの言葉はわりとすんなりセオの中に落ちていった。

「それに、そちらの魔術はさっきエルヴァが屋や敷しきを守ってくれたときのもののように、呪じゆ文もんを唱えたり図形を描いたりが必要なようじゃが、キャストにはそういったものは一いつ切さい必要ないのじゃ」

　それからセオのなかにあった違い和わ感かんへの回答も提示してくれる。

　仮に威い力りよくが同程度で種類が限られていたとしても、発動速度でそれだけの差があったら、圧あつ倒とう的てきに不利なのは間違いない。ちょっと指先をやけどする程度の炎ほのおでも、押しつけられたら普通の人は詠えい唱しようなんて続けられないのだから。

　セオは肌はだ寒さむさのようなものを感じて、ほとんど無意識に腕をさすっていた。

「まぁ、図形を使った儀ぎ式しきも少しだけあるが、これは他の種族が使っていたものをモデルに拘こう束そく用に編み出されたものでのう」

「拘束用？」

「うむ。当然ながら、魔族にはキャストを犯罪に使う者もおる。そういう輩やからを捕とらえるには、キャストを無効化する技術が必要なのじゃよ。……わらわの角に刻まれた刻印もそれじゃ。もっとも、一応わらわの場合、名目は医い療りよう用ようじゃがの」

　忌いま々いましげにつぶやいて、角の先せん端たん部ぶに触れていた指を側面へと伝わせる。

「そのうえでわざわざご丁寧に、不可視の檻おりまで持ち出してくるとはの。……そう、あの男、やることが一々姑こ息そくなのよ！　病気をでっちあげてこんなところに軟禁してくれちゃって！」

　続けてぐちぐちとつぶやくネリー。きょとんとしているセオとエルヴァには、カルラが補足を入れてくれる。

「魔族捕ほ獲かく用の竜人族の技術です。魔族のみを遮しや断だんする結界のようなものです。お二人も、屋敷に兵士が来た際、空が青白く光ったのと、轟ごう音おんにお気づきになられたのではないでしょうか？　解除するときや、魔族が触れたときに大きな音と光が出るのが特徴です」

　セオは、兵士たちが屋敷に押し掛かけてくる寸前、そういえば空が光っていたことを思い出して、ふと聞き覚えのない言葉が交ざっていたことに気づく。

「竜人？」

「……ああ、うむ。わらわたちの国を滅ぼした輩じゃ。空を自在に飛びまわる種族での、長年にわたり我ら魔族と争いを続けてきたのじゃ」

　また聞いたことのない種族だった。

　魔族といい、竜人といい、人と同レベルかそれ以上の技術力を持ち、まったく無名なんてまずありえない。横目でエルヴァに問いかけても、やはり知らないようだった。

　ふと、それまで無言だったカルラが、一瞬だけネリーに視線を向ける。

「お嬢じよう様さま」

「す、すまぬ！　そなたにはあまり面おも白しろくない話じゃったな」

「いえ、そうではなく、お二人は、我々の国がどこにあったのか疑問なご様子」

　そしてセオたちの疑問だけを簡潔に見み抜ぬいて伝えると、また前を向いて何事もなかったように歩きだした。

　その気づかいがセオはちょっと意外だった。しかし、自分たちの呼び方がいつの間にかこの者たちとかから、お二人とかになっているあたり、信用してくれたのかな、とちょっと嬉うれしくなるセオだった。

　そんなセオのちょっとした感かん慨がいを吹ふき飛とばすように、ネリーが手を叩たたく。

「ああ！　なるほどの。そうじゃの、確かに詳しくは話しておらなんだな。わらわの国が、滅めつ亡ぼう寸前まで追おい詰つめられ、国ごと逃げたという話は何度かしたと思うが、その元々わらわたちのいた場所は、こことは『別の世界』にある」

「……は？　え？　意味が分からないんだけど」

「じゃろうな。正直わらわも受け売りじゃ。なんでも、同じ星、同じ場所でありながら、まったく別の道をたどった、もうひとつの世界なんだそうじゃ」

　なんとか言葉をひねりだそうとネリーは唸うなりながら話を進める。

「もうひとつの？」

「むー……そうじゃな、便べん宜ぎ的てきに魔ま界かいとでも呼ぼうかの。船でも、空を飛んでも、普通の方法では行けない場所じゃ」

「そんなところから国ごと移動!?　君らの魔術はそんなことまで!?」

「うむ。力の強い魔族のキャストともなると、天変地異を起こすほどのものもある。そしてこの大移動は、我わが友ともにして、最高の転移キャスト使いだった一人の魔族の、文字通り命がけの奇き跡せきによるものじゃ。それが、また新たな火種になったのは、なんとも皮肉じゃがな」

　説明を終えると、ネリーはほっと息をつく。

「それよりお嬢様、出口が」

　と、暗くら闇やみの先にほのかな光が差したのは、ちょうどそのときだった。

「おお！　このままいつまでも延々暗闇を進み続けねばならないのかと心配していたぞ！」

　ひと際大きい歓かん声せいを上げ、ネリーがカルラの背中を軽く押す。

　いくら王族とはいえネリーもまだ少女と言っていいような歳としだ。それなりに不安だったことが見てとれた。

「セオ、早くいこー！　埃ほこりっぽいところとはおさらばだよ」

　背後で黙り込んでいたエルヴァも急に元気をとり戻し、セオの背中を押してくる。

　エルヴァとネリーに囃はやしたてられ、カルラとセオも自然早足になる。

「あ、そうそう、セオ、さっきは助けてくれて、それから友だと言ってくれてありがとうのう」

　その熱にうかされたように、ネリーはセオの耳元で呟つぶやき微笑ほほえみかけた。その先ではカルラも珍めずらしく屈託のない笑えみを浮かべていた。
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「な、なんでよりによってそこなのよー」

　木々の間に押し殺したエルヴァの声が浸しみこんでいく。

　エルヴァはローブの裾すそを持ち上げて、セオの前に立っていた。

　貴族の令れい嬢じようがあいさつのときにするような控えめな持ち上げ方ではない。わりと太もものきわどい部分まで見えるように、結構大だい胆たんにたくし上げていた。

「いや、ごめん、最初に倒たおれてたときの光景が目に焼き付いて離はなれなくて」

　これはセオのリクエストだった。通路を抜ぬけた後、千里眼で周囲の様子を確認しようとしたセオは、またいつもの渇かわきと目め眩まいに襲おそわれた。

　魔族の兵士との戦いや封印の解除で使ってしまった力はかなり大きく、ネリーたちの隙すきをついた軽い補給では、やはり限界があったようだ。

　だから、これは必要な行こう為いで、エルヴァも納得してやってくれてはいるのだが……。

「へんたいー」

　それと乙おと女めの恥はじらいはまったく別物だった。

　ぎゅっと唇くちびるを噛かみしめて、前まえ髪がみで顔を隠かくすようにうつむき、首筋はリンゴばりに赤く染めていた。

「……ご、ごめん」

　そんな様子で漏もれた泣きごとに、セオは本気でたじろいでしまう。

　セオ自身、こういうことはきちんと合意の上で、しかもその人を一生大事にする覚悟を持ってやるべきものだ、という考えの人間だ。罪悪感がないわけではない。

「うぅ、そんな本当に申し訳なさそうな顔しないでよ。仕方ないのは分かってるんだから」

　本当に手を止めてしまおうとするセオに、エルヴァは慌あわてて首を振ふった。

　もちろんエルヴァもこんな不誠実な行為は本意ではないはずだが、そんな自分を押し殺してセオの力になろうとしてくれていた。

　セオはそこはかとないトキメキと、妙な使命感を胸に、エルヴァの前で膝ひざを折ると、目の前の太ももに向かってそっと手を伸のばした。

　白く張りのある太ももに、セオの指がすっと伝った。

　びくっとエルヴァが震える。膝が笑っていた。

「――あ、う」

　漏れだす吐と息いきを、セオに気を使わせないようにか、エルヴァはローブの裾を口に含ふくんで無理やり消そうとしていた。

　空いた手のひらを祈いのるように胸の前で組んで口がもごもごと動く。

　声こそ出ていなかったがその口は、主よ、大天使テッラよ、みだらなわたしをお許しください、と動いていることがセオにはなんとなく分かった。

　良心が痛むと同時に、なんともいえない胸の高鳴りをセオは自覚する。

　なんというか、無理やり感と背徳感が数割増しになった感じだった。

　その胸の高鳴りに突つき動うごかされるように、セオは手のひらを大胆にエルヴァの太ももへと張り付けた。

　骨ばっていない。かといってたるんでいるわけでもない。他ほかのパーツでは味わえない強い張りと肉感。ちょっと踏ふみこんで覗のぞきこめば簡単にローブの奥おくの真に隠されるべき場所を見てしまえるというギリギリ感。そしてその奥が見えないからこそ、想像を掻かき立たてる、付け根に近づくにつれて太くなっていくフォルム。

　完かん璧ぺきだった。

　痩やせすぎていないエルヴァだからこそ、その太ももは絶ぜつ妙みようなバランスでそこにあった。

　セオは無言でゆっくり手を動かす。その動きに合わせて、エルヴァの膝が震えていた。

　思わず、自分の目的もなにも全部投げ出してただひたすらこの太ももと戯たわむれていたい衝しよう動どうに駆られてしまうセオ。

　だが、彼かれが望む望まざるにかかわらず、終わりはすぐに訪おとずれた。

「うぅ」

　エルヴァが膝から崩くずれるように座すわり込んでしまったのだ。

　――またやりすぎた！

　口元を押さえて必死に息を整えているエルヴァを前に、今まで欲望に押さえつけられていた後ろめたさが一気に噴ふき出してきた。

　ただでさえ男に免めん疫えきがないうえに、聖職者としての呵か責しやくも手伝ってか、エルヴァは懺ざん悔げでもするように震えていた。

　肩かたを抱だいて慰なぐさめるべきかどうか迷って、セオの手が宙を泳ぐ。

「なにしてるのじゃ？」
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　むしろ思い切って抱きしめるべきかな、とかセオが考え始めたころ、背筋に冷や汗が伝うほど冷静な声が響いた。

　そこにいたのはネリーだった。じとーっと胡う乱ろんな目を、あたふたしているセオと半泣きのエルヴァに向けてきた。

「それが大切な儀式なのかのう？」

　通路を抜けた後、件くだんの霊れい剣けんの力を維持するのに必要な儀式をするからと言い置いてセオたちはネリー主従と一時的に別れたのだが、別に絶対に近寄らないようにとまでは言っていなかったことにセオは気づく。

　会って数日ながら、今までで一番冷たいネリーの瞳に、一気に冷や汗が滲にじみ出す。

「あ、いや、これはさ」

「幼おさな馴な染じみ同士の爛ただれた関係は、まぁ結構なのじゃが、この緊きん急きゆう時くらい我が慢まんしてはくれぬか」

　果てしなく棒読みでネリーが視線を逸そらした。

「いや、違っ」

「しかも延々太ももをさすり続けるだけとは、これがメイドたちの言っておったフェチストというものか、変態め」

「違あああああああああああああああう！」

　森の中に、セオの絶ぜつ叫きようがこだました。
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「珍ちん妙みような」

　セオの説明を一通り聞き、絶句しているネリーに代わってカルラがぼそっと切り捨てた。

　通路内で互たがいの事情を説明し合ったときは、霊剣のあんまりにあんまりな能力をなんと説明していいものか迷って結局うやむやにしたのだ。

　実際話を進めれば進めるほど、ネリーの表情はどんどん渋しぶくなっていった。そしてついにこの絶句状態である。滅めつ多たに動かないカルラの眉まゆまで若じやつ干かん下がり気味だ。

　王国の方向、もっといえばその先にいるだろうグラディスにうらみがましい視線を向けるセオだった。

「ま、まぁ、使いようによってはものすごく強力な剣けんだと思うのじゃ。うむ」

　ようやく我をとり戻もどしたネリーが、セオの目を見ずに言った。本心からの言葉ではあるようだったが、それをわざわざ口に出したのは、明らかに気を使ってのことだった。

　セオは思わず遠い目をした。

　そのセオの視界にひとつの影かげが落ちた。鳥、かと最初セオは思ったが、それにしては大きすぎる。次の瞬しゆん間かんには影がセオたち四人を包つつんでいた。

　まだなにか思おもい悩なやんでいる様子だったエルヴァ以外が、一いつ斉せいに空を見上げる。

「きましたか。いいタイミングです」

　セオはそこに、翼つばさを持った、人より大きなトカゲを見た。

　その翼に羽う毛もうはなく、かわりにびっちりと鱗うろこに覆われていた。翼のほかに腕うではなく、そのシルエットは確かに鳥に似ていたが、刃やいばのように鋭い歯や爪つめが鳥とは比ひ較かくにならないほど恐おそろしい生き物であることを教えてくれていた。

「飛ひ竜りゆうです」

「こちらに竜はおらぬのか？」

　そんな異形の獣けものを見ても、ネリーとカルラは落ち着いていた。

　突とつ然ぜんの突とつ風ぷうに目元を覆うセオの前に、カルラの言うところの飛竜が降り立った。

　澄すみ渡わたりすぎて恐きよう怖ふすら覚える翠みどりの瞳が、セオたちを一いち瞥べつした。そこでようやくエルヴァもなにかが起きていることに気づいて顔を上げ、そのまま地面にへたりこんだ。

　思わず後ずさってしまったセオとは対照的に、カルラとネリーは一歩前に足を踏み出し、飛竜に向かって手をさしのばした。

　その手に向かって飛竜は首を伸ばした。

　とっさに霊剣を呼びだしたセオだったが、実際に斬きりかかるよりも早く、飛竜はネリーの手のひらに……頬ずりを始めた。

「お嬢様のペットです」

「うむ、ヴィクトリカというのじゃ、かわいかろう。わらわの匂においを覚えていてのう、結構遠くからでもわらわのところに迷わず飛んでくるのじゃぞ。城でなにかあれば、連れん絡らく用に飛ばす手はずだったのじゃ」

　この気軽な扱いからするに、きっとネリーの世界では馬くらいの感覚なのだろう、と思うことにしておくセオだった。

「あ、ついでにメスです」

　なんでそんな注ちゆう釈しやくが必要だったのか、まさかとは思うが自分がメスなら動物でもいいようなド変態と思われているのだろうか、とよほど問とい詰めたかったが、なんだかばからしくなって、セオは空を仰あおいだ。その手から霊剣があっさりと消えていく。

「おお、本当にそんな簡単に出たり消えたりするのじゃな、その剣！」

　ネリーはなんだか見けん当とう違ちがいなことにはしゃいでいた。

「あの、その子の足になにかついてるよ？」

　そこでふと、エルヴァが控えめに声を上げた。

　それは羊皮紙に見えた。足の指の辺りにきっちりと結び付けられている。状じよう況きようを考えるとおそらく手紙だろう。

　ネリーは愛竜の足から、慣れた様子でそれを外す。

　丁てい寧ねいに折られた羊皮紙を開いていくと、結構な大きさがあった。さすが王族に宛てられた手紙というべきか、形は整えられていて、きめ細やかでなめらかな質感だった。

　膝を折ったまま、ネリーは手早く目を通す。

　そしてすぐに、その手紙を力の限り握にぎりつぶした。

「なんでよ！」

　口調をとりつくろうのすら忘れているネリーに視線で許可を得て、カルラが手紙を引き継つぐ。

　そのカルラの目つきも、すぐに険しいものに変わった。

「王都に残してきた支持者からですね……魔ま王おう軍が動きましたか」

　カルラの口から告げられたのは、実にシンプルで、かつセオとエルヴァにも一瞬で事態の深刻さを知らしめる言葉だった。

「本隊はまだ王都ですが、百騎きばかりの先せん遣けん隊たいが先行しているようですね。指揮は……アグヌス・フォルトナー将軍ですか。叩き上げの軍人ですね。その力は元より、求心力が厄やつ介かいです」

　本当にまずい状況だからだろうか、いつになくカルラの口数が多い。

「ですが、今回の件をあの方が画策したというのは少し違和感がありますね。あの方は、誰よりも義に厚い方と聞きき及およんでおります。お嬢様に牙きばをむいてまでことを急ぐというのは……」

「分からぬ。じゃが、わらわに失望して見限った、ということなのかもしれぬのう」

「お嬢様……」

　ネリーは沈ちん痛つうな面おも持もちで拳こぶしを強く握っていた。

　その体は普ふ段だんより一回り小さく見えた。

　いや、魔王という鎧よろいを脱ぬいでしまえば、確かにネリーはまだ十代半ばの女の子にすぎない。普段が強がりすぎなのだ。

「どうされます？　王都へ？」

「ううん、それはまずい……のじゃ。おそらくすでに手は回っておるじゃろう。ならいっそ」

　そこで言葉を切って、ネリーとカルラは頷き合う。

　いまいち話についていけないセオとエルヴァも、はからずも同じように顔を見合わせた。

「先遣隊。フォルトナー将軍に直接お会いになられますか」

「うむ。ここがどの辺りかははっきりせぬが、ヴィクトリカの力を借りれば、わらわひとりくらいどうとでもなろう」

　当然のように頷いたネリーに、セオは顔を引きつらせる。

　なにせさっき見限られたかもしれないと言っていた本人が、自らその相手に会いに行くと言い出したのだ。

　飛竜が怖いとか、カルラに怒られるかも、なんて考えすっかり頭から吹き飛んで、セオはネリーの肩に掴つかみかかっていた。

「正気か？　死ぬ気？」

　セオの突然の行動に、ネリーは一瞬固まってしまっていた。それから氷が溶けるようにじわじわ力が抜けていく。同時に頬もほのかに赤く染まった。

「心配してくれること、嬉しく思うぞ、セオ。じゃがな、確実に罠が待っていると分かる場所につっこんでいくよりは、罠があるかもしれない場所に行く方がましであろう？」

「そ、そりゃそうだけど、他の方法とか、機会を待つとか」

「セオ、そなたは無慈悲な運命から妹を救いたいからと行動したのであろう？　どうしようもない選せん択たく肢しの中から、それでも一番マシだと思えるものを選んできたのであろう？」

「え？　ああ、うん。そうだけど」

「わらわも一いつ緒しよじゃ。ここで行動しないという選択肢はないのじゃ」

　そう言われてしまっては、セオも納得せざるをえなかった。

　ただそれでも危険なことには変わりはなく、頷いてしまうこともできなくて、セオは無言でネリーの肩を掴む手に力を入れることしかできなかった。

「御意思のままに」

　代わりに頷いたのはカルラだった。

「うぬ、止めぬのか？」

　疑問の声を上げたのは、他ならぬネリーだった。

　カルラは口元を軽く歪ゆがめた。

「お嬢様の頑固さは、よく存じております」

　あまりにあっさりしたその言葉に、セオは泣きそうな顔でカルラを仰いだ。だが、そこにはやはりいつも通りの無表情があるだけだった。

　ネリーは肩を掴むセオの手をゆっくりと外すと、三人に背を向けるように一歩踏み出した。

　それから振り向いて、スカートを優雅に持ち上げた。

「うむ。では行ってくるよ」

　そこまで明確な意思を持って動いていて、まして誰よりも近しい存在であるカルラが説得をあきらめた相手に、セオもエルヴァもかける言葉なんて見つけられなかったし、かけてはいけない気がした。

　それからネリーは飛竜の背に手をかけた。

「いえ、お待ちください」

　だが、そんな神妙な空気はカルラがあっさり打ち砕いた。

　カルラはネリーの服の襟えり元もとを無造作につかむと、半ば力ずくで飛竜から引き剥がしたのだ。

　この行動にはネリーはもちろん、セオもエルヴァもぽかーんとするしかなかった。

「と、止めないって言ったじゃん！　もとい！　言ったじゃろうが！」

「ええ、止めません。ですが、ひとりで行かせる気もありません」

「は？　いや、ヴィクトリカはまだ子どもじゃし、騎乗用でもないからふたり乗せるのは無理が」

「そうじゃありません」

　ネリーの言葉にはっきりと首を振ってから、カルラは……セオを振り返った。

「セオドール殿どの。私の胸を揉もんではくださいませんか？」

　それから、とんでもない言葉が飛び出した。
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「胸を揉んでいただきたいのです」

　無言のセオに、カルラは同じ言葉を繰くり返した。

　表情にはほとんど表れていなかったが、カルラなりにかなりの覚悟を持って言った言葉だった。

　しかし、セオは首まで真っ赤にするばかりで、他に反応らしい反応をなかなか返してはくれなかった。

　やむなく、カルラはもう一度同じセリフを繰り返すことにした。

「胸を揉ん――」

「なんでそうなるんですかー！」

　代わりにカルラの前に立ちふさがったのはエルヴァだった。

　彼かの女じよは勢いで言ってしまってから少し後こう悔かいしたようにたじろいでいたが、それでも気丈にカルラを睨みつけてきた。

　カルラ自身が身元の怪あやしいセオたちを邪険に扱ったせいだが、すっかりエルヴァには脅えられてしまっていた。

「エルヴァ殿がセオドール殿に好意を抱いていることは承知しておりますが、ここは堪こらえていただけませんでしょうか」

「幼馴染としてだもん！　わ、わたし神様に仕える身だよ。やましい気持ちで言ってるんじゃないもん！　えっちなのだめなのー！」

　瞬間的に真っ赤になって、とれてしまいそうな勢いで首を振り始めるエルヴァ。この世界の事情に疎いカルラには、エルヴァがそこまで執拗に恋心を否定する理由がよく分からなかった。

「ご自分は例外なのですか？」

　だからごくごく素す直なおな疑問を投げかけたのだが、

「――あ、うぅ！　わ、わたしはその……」

　エルヴァの混乱がさらに悪化しただけだった。

　混乱しすぎて逆に無言になってしまった。

「いや、カルラ。エルヴァのことはともかく、なぜ急にそんなことを言い出すのじゃ？」

　それを横目に、今度はネリーが疑問を投げかけた。その声には、少し焦れたような響きが混ざっていた。

「分かりませんか、お嬢様？　私はカルラなのですよ？　お嬢様のメイドであり、あの日、お嬢様に救っていただいた。私が殺されかけていた理由をお忘れですか？」

「――そういうつもりか！　じゃが、それは」

「エルヴァ殿。そしてセオドール殿も。見ていただければ一番早いかもしれませんね」

　そう言うとカルラは、セオたちの返事など待たずにドレスのエプロン部分を外す。

　それから襟元のボタンを外して背中を向けると、おもむろにゆるくなった首元から左の腕を抜いた。

　あらわになった腕はエルヴァやネリーより少し筋肉質だったが、それでもまだ女性的なしなやかさは損なわれていなかった。

　しかし、そのさらに先、肩のあたりがあらわになったとき、セオとエルヴァはまったく同時に息をのんだ。

　深く刻まれたいくつもの傷跡。ちょっとかすめたという程度の傷ではない。本気の殺意をもってつけられた傷だ。

　セオとエルヴァはとっさに目を背けてしまう。

　それも仕方ないことだった。カルラ本人でも、この傷を見るのはあまり気持ちのいいものではなかったから。

　とくに肩けん甲こう骨こつの辺りは見るに堪えないはずだ。執拗に、抉るようにつけられた傷がいくつもある。

　それと、ふたりは気づいただろう。とくに傷の多いあたり、肩甲骨の周辺に残ったわずかな無傷の部分にある鱗に。

「私は魔ま族ぞくと、魔族に敵対していた竜人族のハーフなのです。この背にも少し前まではこの飛竜のような翼がありました。少しだけなら竜人族のように空を飛ぶことができたのです。私に対してセオドール殿が能力を使えば、顕けん現げんするのは飛行能力かもしれない」

　手早く服装を正しながらカルラは言った。さらに振り向きざまにカルラは前髪を持ち上げて見せた。いつもは隠している左目をセオとエルヴァの前に晒した。その目は、普ふ通つうの人間より瞳どう孔こうが縦長で、右目とは違ちがう澄んだ翠色をしていた。それはカルラに宿るもうひとつの竜人としての特とく徴ちようだ。

　エルヴァもネリーも無言だった。ただセオだけが悲しげに眉をひそめている。

「……だから、我慢するって？」

「ええ。気にせず揉んでください」

「僕ぼくは……、相手が嫌な思いをするって分かってて、そういうことはしたくない」

　カルラの即答に、セオも即刻首を振って答えた。当然横にだ。

　そのまましばし、カルラとセオは睨みあう。

　やがて折れたのはカルラの方だった。深いあきらめのため息が漏れだす。

「……はぁ、へたれですね」

　ついでに毒のあふれるつぶやきも一緒にこぼれた。

「さすがの私も、まったく好感の持てない相手に頼たのむとしたら、もうちょっと躊躇や葛かつ藤とうがありますよ。これでも初恋もまだの乙女ですので」

　ごく平然と。まったくいつもの調子で告げられた言葉。だけど、たったそれだけでみるみるセオの顔が赤くなっていった。

「カルラさん！」

　声を荒らげたのはやっぱりエルヴァだった。普段のおっとりした様子からは想像できない反応のよさだ。

　自分が不利だと本人も分かっているのか、エルヴァもそれ以上声を荒らげたりはしなかった。

「それで、どうでしょうか？　聞き入れていただけますか？」

　たじろぐセオ。一方でカルラは一歩も引かなかった。

　自分でも言っていた通り、さすがのカルラも胸を揉まれることに抵てい抗こうがないといったら嘘うそになる。

　だけど、ネリーのためなら迷いはなかった。

　カルラはネリーのために自身の翼すら切り落としたほどなのだから。

　ネリーが幽閉される際、竜人という駒をそばに置くことを嫌きらった者がいた。それでもそばにいるために、竜人としての力を捨て去ったわけだ。もっとも、竜人は魔族よりはるかに強い生命力を持っており、切り落としてしまった翼でも一年もすれば復活するから、カルラからしたらどうということもなかったのだが。

　それに比べれば、胸を揉まれる程度のことはとるに足らない。

　なぜならあの日、ネリーとその父が助けてくれなければ、胸を揉まれることに一々羞恥を感じられるほど恵めぐまれた人生を送れはしなかったから。

　魔族のキャストの強さは遺伝による部分が大きく、彼らは極きよく端たんな純血信しん仰こうだ。故に、混血への風当たりは並みではない。それも仇敵である竜人との混血ならなおさらだ。

　ましてカルラは、両親の愛があって生まれてきた子どもではない。母親すら、カルラを憎しみの対象として見ていた。

　そこに手を差し伸べてくれたのが、視察に来ていたネリーとその父だった。

　高貴な魔族なら、むしろブロイアのように毛嫌いする方がよほど正しいはずなのに。ネリーたちは温かかった。

　カルラの存在で、立場を悪くしたこともあったはずなのだ。

　だから、今度はカルラができることをする番だ。

　カルラのまっすぐな視線に押おされて、セオはじりじりと後ずさっていく。

「分かった」

　そしてついに大樹で逃にげ場を失ったとき、セオはようやく折れたのだった。
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　ついに押しきられてしまった。

　自分の意志の弱さにセオがため息をこぼそうとしたとき、

「なら、わらわの胸も揉むがよい」

　さらにむちゃくちゃなことを言いだした魔王によって、セオはため息すらつけなくなってしまった。

　なにをトチ狂くるったのかと思ったが、ネリーはいたって真ま面じ目めな顔だった。

「ここまでわらわを思ってくれる臣下に、ひとりで恥辱を味わわせるなど言語道断じゃ！　セオよ、わらわの胸も揉むがよい！」

「なぜそうなるのか!?」

「セオよ、そなたは自分のわがままに巻きこんでしまったエルヴァのことをいつも悔い、心配しておったじゃろう？　それは、わらわも同じなのじゃ。カルラを巻き込むばかりで自分はなにもしないなど、わらわ自身が許せぬ」

　ほとんど条件反射で叫さけんだセオに、ネリーは静かに語りかける。

　その内容に、確かにセオも共感する部分が多かった。

「お嬢様」

　話の中心であるカルラはといえば、優やさしい瞳でネリーと見つめ合っている。

「止めてくれるなよ、カルラ」

「いや、あの、僕の意思は？　あんまり女の子にひどいことしたくないんだけど……」

　だがしかし、共感できるということと、要求をのむというのはまったく別の話だ。

　やはりセオは互いに愛し合っているわけでもない相手と、気軽にそういうことをするのは躊躇わためられた。

「わらわが望んでいてもか？」

　かたくななセオに、ネリーは腰こしに手を当てて上目づかいで不満の声を上げた。

「うん。一時の感情で行動して、本気で好きな人ができたときにその娘こが後悔する姿は見たくないんだ。そんなことになったら、僕は自分が許せない！　ロティがそんな目にあったらって思うと、相手の男を八つ裂きにしてしまいたいくらいだもの」

　セオの言葉を、ネリーは眉をハの字にして迎えた。だがその口元は少しだけ笑みの形に歪んでいた。

「あくまで基準が妹なのはどうかと思うが……。ふむ、そこまで本気で心配されるのもまぁ悪くないのう。けどじゃ、セオよ。キズものにしてしまった女子全員を本気で自分に惚れさせ、きっちり幸しあわせにしてやる！　くらいの強ごう引いんさも嫌いじゃないのじゃ」

　言葉と同時にびしっと目の前に人差し指がつきつけられる。

　好き嫌いの話をしているわけではないのだが、セオはなぜか反論できなかった。

「そういう方向じゃだめかのう？　責任をとってやるから、安心して胸を揉ませろ！　くらいの感じで」

　さすがは民たみを引っ張っていく人と言うべきか、無茶苦茶を言っているのに、妙みように説得力がある気がしてきてしまう。

　確かに、ちゃんと力になってくれた人が幸せになるのならセオとしてもなんら文句はなかった。

「だ、だめ！　ふせいじつだよ！」

　食ってかかったのはエルヴァだ。聖職者としてはもちろん認められるものではない。当然の反応だった。

　ネリーは平然と受け流す。

「む、わらわの国では重婚はわりと認められていたのじゃがな」

「こっちでは認められてません！」

　事実上の重婚は少なからず耳にするものの、ラティオ教で重婚は厳密に禁じられていた。本人の潔癖性だけでなく、そのあたりもエルヴァの反応の源だ。

「まぁ、無理に形式にこだわる必要もあるまい。ようは心意気と覚かく悟ごの問題じゃ」

　あくまで堂々としたネリーに、こっちの常識が間違っているような気がしてくるセオだった。

「分かったよ」

　またなにか反論しようとしているエルヴァの言葉を遮さえぎって、ついにセオはそう告げた。

「別にネリーの話に賛同したってわけじゃなくて、これだけ強い覚悟を見せられて適当に逃げるのはなんかずるい気がするし」

　セオの言葉に、分かっておるのう、とネリーが頷うなずいていた。

　けどセオは、胸を揉めと言い出したときから、彼女の肩が少しだけ震ふるえていることに気づいていた。

　そうだ、ネリーも箱入りに違いない。立場を考えれば、気軽に男と遊ぶわけにもいかなかったことは想像に難くない。胸はもちろん、父親以外の男が身近にいることにすら不慣れなのは、数日のつきあいでも十分に分かっていた。

「その代わり、後でネリーのお願いをひとつ聞くってことにしといてよ。それが今回の僕の責任の取り方ってことで。だめかな？」

「ふむ、わらわの胸の対価としては少々安い気もするが、よかろう」

　冗じよう談だんめかしたセオの言葉に、ネリーは笑って頷いた。
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　静かな森の中に、息をのむ音はいやに大きく響ひびいた。

　霊剣に植えつけられた知識の導きに従って描えがいた、能力継けい承しよう用の図形の中央にセオは立っていた。

　目の前には大小二つの影。ネリーとカルラだ。

　さっき息をのんだのが、自分なのか前のふたりのどちらかなのか、あるいは少し離はなれて不貞腐れ気味にこちらを見守っているエルヴァなのかは、セオ自身よく分からない。

　緊きん張ちようでぽーっと浮ういたような心地になってしまっていたから。

「あまり時間もないのじゃ。さぁ！」

「どうぞ」

　表面上はあっさりと、主従は背を向けたままで言った。

　しかし、自分自身で口火を切ったというのに、ネリーの体には見ているセオの方が痛々しくなってくるほど力が入ってしまっていた。

「あ、いやそんな緊張されると、こっちが」

　なんの気なしに呟つぶやきながらネリーの肩を叩たたく。と、びくっ、と硬こう直ちよくした状態のまま体も動かさずに地面から飛び上がっていた。

　びきびきと音がしそうな鈍にぶい動きで振り返ったネリーは、

「お、驚かせないでよ……なのじゃ」

　涙目だった。なのじゃ、が実に強引だった。

　封ふう印いんしたはずの罪悪感が、セオの中でむくむくと急成長を始める。

「お嬢じよう様さま」

　と、優しくネリーを見守っていたカルラが、そっとその手をとった。

「手をつないでいてもよろしいでしょうか？」

「う、うむ！　な、なんじゃ、カルラも怖こわかったのではないか。あんまり無理をするではないぞ」

　主従は手をつないだまま、また背を向けた。

　言葉の通り守らなければという意識が働いたからなのか、カルラの手をとって安心したからなのかは定かではないが、ネリーの震えはすっかり収まっていた。

　それを見て、セオも意を決する。

　手を握って開き、少し動かしてから、ゆっくりとふたりの方へ動かし始めた。

　体を寄せ、ほとんど抱きかかえるようにして、手のひらを前半身へ。

　そしてついに、セオは二つの果実へとたどり着いた。背後から、やや強引ともとれる形で、触ふれる。

「あぅ」

「――っ」

　瞬間、ネリーの口から甘あまい吐息がこぼれ、カルラは吐息を必死で噛かみ殺した。

　右手に肉厚な柔やわらかさ、左手にふにっと簡単に手のひらに収まってしまいそうなつつましやかな柔らかさを感じた。

　ネリーは見た目ではほとんど胸の有う無むなんて分からない。それでも、しっかりと柔らかかった。手のひらで、その形の全すべてを思うがままにできてしまうささやかな胸は、セオに妙な征服感を与あたえてくれた。

　一方で右手、厚手のエプロンドレスの生地を通しても、そのやわらかさと重量感は圧あつ倒とう的てきだった。

　そのボリュームは片手では支えることすら難しいのではと思わせるほどで、あのグラディスと互角といってよかった。だが、普段からそれと分かるグラディスと違って、禁欲的な清せい楚そな衣ころもに隠かくされているがゆえに、なんだか自分だけの宝物を掘り当てたとでもいうような、えも言われぬ達成感と感動があった。

　左右に感じる対極的な柔らかさ。これが同じ、女性の胸だということが、セオの胸に不思議な感かん慨がいをもたらした。

　その感慨のまま、セオは少し乱暴にふたりの胸を揉みしだいていた。
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「優しく、してください」

　と、不意に、セオの耳元にそんな言葉が届いた。

　カルラだ。

　普段は表情の変化に乏とぼしい彼女が、頬ほおをうっすら上気させて眉を歪ゆがめ、苦しげに吐はきだした言葉は、セオの脳髄を揺さぶる。

　背後から抱きかかえるように揉んでいるがために、表情はちゃんと見えない。だが、だからこそ、想像力でカルラの羞恥の表情が補完され、背徳感が増していた。

「え、あ」

「痛い、です」

　言われてセオははっと指先の力を抜ぬいた。

　あまりの心地よさに、気づけばセオはかなり貪欲にその指先に力をこめてしまっていたのだ。

「我がまま、申し訳ありません。でも、私も初めてな、もので」

「初っ……」

　理由はセオ自身よく分からなかったが、カルラの言葉に自然と喉のどが鳴った。

　頭の奥おくが熱くなる。

　――このままもっと思いっきり。

　一いつ瞬しゆんそんな欲望が脳のう裏りをかすめる。

　セオは慌あわてて頭を振ふって、逃げるようにネリーの方に意識を向けた。

　さっきから静かだと思ったら、彼女は口元を空いている方の手でしっかり押さえてしまっていた。

「ネリー？」

　泣きだすのを堪えてたりするのではあるまいかと不安になって、セオが優しく声をかける。

　けど、声に従って振り向いたネリーは、笑え顔がおだった。

「くっ、ぷふっ、くくく」

「ね、ネリー？」

「ごめ、くす、くすぐったくて」

　目元に涙をためながら、ネリーは笑っていた。

　思わずセオも苦く笑しようを返した。

　すっかり空気がゆるくなってしまっていた。

「いちゃつかないでよー！」

　笑い合うセオとネリーの間を引き裂くように、エルヴァが飛び込んできた。

「いつまで続けてるのよー。セオのえっち、はれんちだよ！」

　なし崩くずし的に儀ぎ式しきを止められたセオたちは、なんとなく互いの顔を見回して苦笑した後、冷静に自分たちのしていたことを思い出してしまい、ほぼ同時に全員が視線を逸らすのだった。

　桃色の空気に酔ったようにエルヴァが地面にへたりこむ。

「主よ、お許しください。わたしは大事な友人一人、淫欲の誘惑から守ることができませんでした」

「お、大げさな」

「大げさじゃないもん！　セオ、いい!?　人が淫らな行こう為いの果てにしか子どもを残せなくなったのはね……」

　セオが隣となりに座すわって落ち着かせようとすると、いきなりエルヴァの説教が開始されてしまった。

　話自体はラティオ教の教典を上う手まくまとめた内容で聞きやすく、さすがは聖職者の中でもエリートとされる神しん聖せい魔ま術じゆつ師しだけのことはあった。







第五章
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　太い枝に狙ねらいをつけると、セオは体勢を調節して落下角度をずらす。

　その枝に足が触れた瞬しゆん間かん、セオの体はまた急加速して空中に放ほうり出されていた。

　既すでに何度目か分からない跳ちよう躍やくだったが、この瞬間の浮ふ遊ゆう感は何度味わってもなれなかった。

　痛いほどの風の圧力に、心地いいような落ち着かないような浮遊感。叫びだしたい衝しよう動どうに駆られる。

「わっ」

　それは腕うでの中のエルヴァも同じで、短く声を上げてしまった口を慌てて押さえていた。

　一方でやはり腕の中に収まっているカルラはずいぶんと落ち着いたものだった。

　元々空を飛ぶことができた人なので、当然といえば当然だったが。

「完全に模も倣ほうできるわけではないのですね」

　高度が下がり始めたタイミングでカルラがつぶやく。

　セオがカルラから継承できたのは、飛行というよりは跳躍能力だった。傍目にはほとんど滑空しているようにしか見えない長時間滞空ができるし、空中でもある程度自由に動けはしたが、風を捕らえて途と中ちゆうで再加速することはできない。

　その心もとない速さに合わせるため、ネリーとヴィクトリカはセオたちの周りを回るように飛んでいた。その姿は、なんとなくじれったそうに見えた。

「ごめん」

「あ、いえ」

　揉み方とか次第でどの程度能力を得られるかは違う、というグラディスの言葉が頭をかすめ、セオはつい謝罪を口にしていた。

　カルラの言葉が別に責めるためのものでないことは、セオにも分かっていたが、腕の中で小さくなっているその姿を見ると、謝らずにはいられなかった。

「あ、セオ、あれじゃないかなぁ？」

　カルラに気をとられていたセオの服を引っ張ってエルヴァが叫んだ。

　エルヴァが指で示した方向に、セオとカルラも視線を向ける。

　そこには確かに、黒くうごめく集団の影かげがあった。
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　盆ぼん地ちから続く街かい道どう、その途中で彼かれらは足を止めていた。

　その場所にほど近い大樹の枝に身を預けて、セオは千里眼を発動した。以前の教訓を踏ふまえ、距きよ離りを長めにとっている。

　鉄の鎧を纏まとった屈強な集団。騎兵を歩兵が囲むように、一糸乱れぬ隊列を維い持じしたままだ。

「おったのか？」

　ネリーを乗せたヴィクトリカも、セオたちと少しだけ距離を置いた空中で静止した。

「ええ……ですが、おかしい」

　集団の動向を探さぐるセオの傍かたわらで、カルラがそんな声を上げた。

「なにがです？」

「ここからなら、もう峡谷の砦とりではすぐそこなのです。あそこなら兵舎もある。わざわざここで足を止める意味は……？」

　セオがそれを見つけたのは、まさにそのときだった。

　集団の隊列が一部崩れているところがある。そこへ意識を向けると、彼らはなにかを取り囲んでいることが分かった。その中央、そこに二つの人ひと影かげがあった。この場で唯ゆい一いつ武装していない文官風の小こ柄がらな男と、見慣れない魔族の少女だ。

　少女は手枷をはめられ、男の前にひざまずかされていた。その少女の身なりは、カルラと同じエプロンドレスだった。肌はだにはうっすらと傷跡が浮かんでいる。

「なんだ、あれ？」

「どうかしたか、セオドール殿？」

　思わずこぼれたセオの声に、カルラが疑問の声をあげた。

　セオは顔をしかめながらも、状じよう況きようについて口にした。

「いや、なんか戦場に似つかわしくない感じの小柄なおっさんがいるんだけど、そいつが、カルラさんと同じような服の女の子を……痛めつけてるみたいで」

「っ!?　あやつめ！」

　言い終わるより早く、ヴィクトリカが急加速していた。

「え？　わっ!?」

　ヴィクトリカの翼つばさが生んだ突とつ風ぷうが、セオたちの立つ木を激しく揺さぶった。

　セオがなんとか体勢を立て直した頃ころには、ヴィクトリカはすでに最高速近くまで加速し、一直線に隊列に向かっていってしまっていた。

　その後ろ姿を見送って、ようやくセオは自分の失言に気づいた。

　カルラと同じ服ということは、あの少女もまた、ネリーに仕える者なのだろう。わざわざこんな場所に連れてきたのはほかでもない、ネリーをおびき出すためだ。自分はうかつにも、何の準備もなくネリーにそのことを伝えてしまったのだ。

　相手は、目の前で苦しんでいる人間を放っておけないというネリーの性格を、よく理解している人物らしい。

「お嬢様！」

　カルラはいち早く反応して、枝を蹴けった。

　結構な高さがあるというのにお構いなしだ。

「は？　ちょっと」

　セオも能力を発動して下向きに枝を蹴る。

　急加速したセオは空中でカルラに追いつくと、その体を強引に抱きよせた。

　土ぼこりを上げながらセオは滑すべり込むように着地した。

「なんて無茶を」

「放してください！　放せ！」

　セオの腕の中で容赦なくもがき始めるカルラ。霊れい剣けんの助けがなければ簡単に吹っ飛ばされていただろう、人間離れした膂力だった。

　だが放してしまえば、カルラまであの一団につっこんでいくことは目に見えている。セオは顎あごを肩かたで殴なぐられたりしながらも、なんとかカルラの抵抗に耐えきった。

「ちょっと落ち着いてください！　このタイミングじゃ、ネリーには追いつけない！　というか、今僕らが出てったら、かえってネリーの立場を悪くしかねないじゃないですか！」

「くっ……分かった」

　カルラは抵抗に力を使いすぎたようで、くたっとしなだれるように頷いた。

「態勢を立て直すにも、自由に動ける人数は多い方がいいですし」

　本当はセオも落ち着いているとは言い難かったのだが、カルラの慌てようが度を超えていたおかげで、かえって冷静になれた。

「それで、あの小柄な文官風の男が、がフォルトナー将軍、って人ですか？」

「いえ、それはおそらく、ブロイア侯こうでしょう」

　セオも実際は分かっていたが、確信をえるための質問だった。

　カルラは目を伏せるようにして、その人物にあたりをつけることに集中する。そうやって、本当はすぐにでも飛び出していきたいのを堪えているようにセオには思えた。

「セオー、おいてかないでよー」

　ふと、そのとき上の方から声がした。

　エルヴァだった。半泣きで木にしがみついている。

「あ……」

　エルヴァを置いてきたのをすっかり忘れてしまっていたセオだった。
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　自分の不用意さに涙が出そうだった。

　目の前で薄ら寒い笑顔を浮かべる臣下の姿に、ネリーは心の底から後悔していた。

　本当はこんな無茶をする気はなかった。カルラの気持ちを無下にしたくはなかった。

　だがネリーには、目の前で傷つく少女を見捨てることは、どうしてもできなかった。

　竜りゆう人じんと戦い慣れた魔ま王おう軍は、ネリーとヴィクトリカの拙い襲撃をあっさりと受け止め、こうしてネリーはヴィクトリカから引ひき離はなされてしまっていた。

　そして、そうなった以上、逃げれば説得の際に心証が悪くなるのを覚悟しなければならない。そうなることは避けたかった。

　申し訳なさそうに涙ぐむ餌えさにされた少女にかすかに微笑ほほえみかけた後、ネリーは改めて目の前の男を睨にらみつけた。

「ずいぶんな対応じゃな。ヴィクトリカに怪け我がをさせてはおるまいな」

「ご安心を、陛下」

　その男の対応は丁てい寧ねいなものだったが、やたらと芝居がかっていて、かえって嫌味ったらしかった。

　彼は魔王国において大臣職にある人物のひとりで、ブロイアという名家の出身だ。ネリーの父の頃からの重臣で、ネリー自身も少し前までは信用していた男だ。

「ですが陛下、陛下が病気療りよう養ようを理由に玉座を離れておきながら、間者の手引きをしたというのは私のところまで届いております。その様子ではどうやらそれも事実のようだ」

「よく言うものじゃ」

　そして彼は、ネリーを貶めようとした者のひとりだった。

　声色にははっきりとしたあざけりが交ざっていて、自分の立ち位置を隠す気すらないことが分かった。

「それで、わらわをどうするつもりじゃ？」

「ご同行いただきましょう。しばらく大人しくしていてもらおうと思います。ですが何分最前線、賊などが入りこまないといいですな。つれていけ」

　兵に顎で指示し、ブロイアは踵きびすを返した。振り向きざま、暗い笑顔が浮かんでいるのを、ネリーははっきりとその目に見たのだった。

　――セオ、エルヴァ……カルラ。

　今唯一頼れる友人たちの名で不安を無理やりかき消して、ネリーは空を見上げた。
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　砦はセオたちが通り抜けたときより、浮足立っている様子だった。

　監視の数は増え、行きかう兵士はなにかに追われているように早足だ。

　セオたちは山やま肌はだに転がる岩の陰かげに陣じん取どっていた。人の足では登るのも容易ではない山肌も、霊剣の跳躍能力ならどうということもなかった。

　セオはさらに千里眼を展開して砦の様子をうかがっていた。

「どうです？」

「ネリーの連れてかれた場所は……うん、見える。でも、フォルトナー将軍っぽい人は見当たらない」

　ネリーはあの後、兵士たちによってこの砦の士官用宿舎へと連行された。

　今は一つの部屋を牢代わりに閉じ込められている。宿舎の中央付近で、他ほかの兵士よりも意い匠しようの凝った鎧よろいを着た兵士が数人がかりで警備していた。

「とり戻もどしに行くなら、将軍のいない今かと思います。ですが、それをしてしまえばお嬢様のご意思が無む駄だになる」

　そう、おそらく厳重な警備が敷かれていたとしても、カルラの能力を得た今のセオなら奪還だけは可能だった。

　ただそれをやってしまえば、ネリーが国を売ったという敵の触れこみが真実味を増してしまう。

　だが、このままじっとしているわけにもいかなかった。

　ネリーのことはもちろん、セオの目的達成のためにも余よ裕ゆうはなかった。

　なぜなら、

「セオ、その指輪」

「気づいたか？」

　別れ際グラディスから渡され、小指にはめっぱなしにしていたあの指輪。その中央に収まっている心しん珠じゆとグラディスが呼んだ宝石が、深く暗い青に染まっていた。

　それは本格的に勇者誕生のカウントダウンが始まってしまったことを示していた。

「フォルトナー将軍を待つのですか」

「うん。現状それくらいしか」

「もしもその文官風の男の策略で引き離されているのだとしたら、戻る前にお嬢様に累が及ぶやも」

　ブロイア配下の兵は確かにネリーに対しても剣けんを振るっていた。そのあたりを鑑かんがみれば、カルラの言うことはもっともだ。

　むしろ、ネリーを消す方向に動くのが自然だった。

「襲撃をかけましょう」

　決断を下したのはカルラだった。

　セオとエルヴァも同じ気持ちではあったが、ネリーの想おもいも知っているだけに、なかなか決断を下せずにいたのだ。

「い、いいんですか？」

「ようは、お嬢様に注意を払はらっている余裕がなくなってしまえばいいのでしょう？」

「え？」

　セオとエルヴァは顔を見合わせる。

「この砦はなにぶん急ごしらえでしたから、いくつか隙すきがあります。魔王国側からの襲撃対策を軽視している点などですね。そのひとつとして、両側を崖がけに挟まれながら、土砂対策をほとんどしていない点があげられます」

「えっと？」

　上手く話が繋がらず、セオもエルヴァも沈ちん黙もくを返すことしかできなかった。

「お嬢様から受けとった力は天候操作でしたね？」

「あ、そうか」

　その言葉で、ようやくセオにもカルラの意図が理解できた。エルヴァはいまだによく分からないようで、セオの顔を上目づかいに見つめてくる。

「ええ、急な豪雨と土砂崩れという予期せぬ事態が重なれば、いかに鍛えられた兵たちでも注意に穴が生じるはずです。それに、土砂崩れの混乱に乗じて逃げた、と言い訳もたつ」

　土砂崩れ。それがカルラの狙いのようだった。
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　日が傾くのを待って、セオは霊剣を呼び出した。

　隣で息を殺していたカルラが、霊剣をもつセオの手に、そっと手を重ねた。

「力は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　なんでしたら、ご奉仕させていただきますが」

「ご奉っ!?　い、いえ、大丈夫っすよ」

　兵士から見つからないように寄り添って隠れている間、セオは、期せずしてふたりの体の色々なパーツの感かん触しよくを味わっていた。

　顔は近いし、ほのかにいい匂においはするし、吐と息いきは当たるしで、若い男子であるところのセオには、それなりの刺し激げきになったのである。

　定期的に千里眼を使って砦内の様子をうかがっていたが、それを差し引いても、力は普ふ段だんより充じゆう実じつしているくらいだった。

「ホントに平気？」

　完全に無自覚でセオの腕に胸を押しつけていたエルヴァが、首を傾かしげる。

　いやらしいことに耐性がまったくないくせに、エルヴァはこういうところで隙が多い。

「と、とにかく大丈夫だから」

　セオは慌てて立ち上がると、ふたりから距離をとった。そして、今まで身を隠していた岩の上に駆かけ上あがる。

「ふぅ……」

　セオが呼吸を整えると、連動して霊剣もぼんやりと光を放ち始めた。

　ゆっくりと霊剣を頭上にかかげる。

　瞬間、閃せん光こうが瞬またたいた。

　雷に似た光が空へと駆け上り、晴れていたはずの空の一点に、見る間に雲が流れ込んでくる。

　ほどなく、一粒二粒と、雨が落ちだした。

「ホントに降ってきた……」

　セオは自分のやったことに、今さらながらぼう然とした声をもらす。

　そうしている間にも、雨脚は徐じよ々じよに強さを増し、目を開けているのもつらいくらいの豪雨となっていた。

　極きわめて局地的ではあるが、天候まで操る力が自分の手の中にある事実に、セオは改めて戦慄せずにはいられなかった。

「セオドール殿どの、いつまでもここでこうしていては……」

　呆けていたセオの手を、カルラが引く。

「あ、すみません、逃にげましょう」

　カルラの手を握にぎり返し、ぽかんと口を開けて空を見上げているエルヴァも回収し、セオは地面を蹴った。

　まるでその衝しよう撃げきが駄目押おしだったかのように、ほどなく、山肌の一部が崩れた。

　それはやがて、斜しや面めん全体へと広がっていき、一刻もしないうちに、斜面は唸うなりを上げ出していた。

　裸の山肌が水を抱えきれなくなり、大規模な土砂崩れとなって砦に襲いかかるまで、それほど時間は必要ではなかった。
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「や、やりすぎじゃない……？」

「お嬢様に危害を加えようとしたのです。当然の報いかと」

　土砂の津波に飲み込まれた砦を眺め、エルヴァとカルラが交互にもらした。

　セオは無言で、顔を引きつらせている。

　自分の引き起こした事態の大きさに、戦慄せずにはいられなかった。

　崖はずいぶんなだらかになった。一番ひどいところでは砦は三分の一ほどまで埋まってしまっている。

　すでに雨は上がり、空には星と月が輝かがやいていたが、いまだに土砂の一部は不気味な音とともにうごめいていた。

　ネリーが本来持つはずの力を思い、セオは気が遠くなるようだった。

「それより、早く参りましょう」

「そっすね」

　心なしか普段より早口のカルラに促うながされ、セオは霊剣を呼び出した。

　三人は土砂崩れが起きるのに先立って、居場所を魔王国側の森に移していた。

　カルラは身を隠していた木陰から歩み出すと、セオたちを振り返ることすらせず先行していく。

「セオ……」

「んじゃ、僕ぼくも先行してネリーを確保してくる」

「うん、陽動は任せて」

　なんとなく目を逸らせなくて、セオはエルヴァと一瞬無言で見つめ合う。

　もうしばらくそうしていたいような気もしたセオだったが、エルヴァの頭を乱暴に撫なでて、その妙みような空気を霧む散さんさせる。

「気をつけてね」

　なぜか赤くなりながら、エルヴァはそれだけ告げた。

　セオは力強く頷くと、地面を蹴った。
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　巣を壊された蟻のように、ぱらぱらと兵士たちが飛び出してくる。

　その動きはまったく統制がとれていなかったが、自然と兵舎へ続く道を塞ぐように人垣を作った。

　ドレスのエプロン部分を投げ捨ててドレスの裾すそを破ると、カルラは駆け出した。

　場ば違ちがいなその姿に気づいた兵士が反応を決めかねているうちに、カルラは肉にく薄はくしていた。

　軽やかなステップから、体重の乗った拳こぶしを兵士のみぞおちに叩きこむ。

　吹っ飛ばされた兵士は、反応の遅おくれた他の兵士を巻き込んで地面に転がった。

　続けざま、手近な別の兵士をハイキックで昏倒させ、そのまま滑るように集団の中に入りこんで行く。

　カルラは混乱に乗じて、兵士自体を盾たてにしながら立ちまわるつもりだった。

「て、敵襲だ！」

　ひとりが声をはりあげた。だがその間にも、カルラはひとり、ふたりと兵士を殴り倒たおす。

　兵士たちがカルラと距離をとったころには、すでに十人近くが地面に転がっていた。

　そこまでされて、ようやく兵士たちは反撃の気配を見せた。

　ひとりの兵士が手に火球を生じさせたのを見て、他の数人がそれぞれの能力で続く。

　炎ほのおが、電撃が、岩石が、空気の刃やいばが一いつ斉せいにカルラに向かって降り注いだ。

　地面が抉れ、爆炎が巻き上がる。

　直ちよく撃げきを受ければ、いかに竜人の血を引くカルラでもタダでは済まない密度の攻こう撃げきだった。

　直撃を受ければ、だが。

　カルラが数歩後退しただけで兵士たちの攻撃は空を切っていた。カルラの奇襲に動どう揺ようした兵士たちの攻撃は単調で、先読みなどまるで考えられていなかったからだ。

「や、やったか。よし、後続に警けい戒かいを……」

　爆炎の向こうから勝利を確信した声が聞こえた。

　カルラはその声を頼たよりに土煙を突つき抜ける。

　土煙を目め隠かくしに肉薄し、一息に顎をうちすえた。なすすべなく、その兵士は崩れ落ちる。

「な、なんだと!?」

　悲鳴じみた声があがる。

　その声に満足げに笑えみを浮かべ、カルラは構えをとった。

　兵士たちは引きつった表情でカルラを見ていた。腰こしが引けてしまっている。カルラの狙い通りに。

　それでも、繰くり返し全員に攻撃を集中されれば、いずれはカルラたちがじり貧だった。

　しかし、統制のとれていない兵士たちに、そんな冷静な動きはできない。

　万一、偶ぐう然ぜんに噛み合うことがあっても、カルラが目を引きつけている間に、近くの木陰に身を隠したエルヴァの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに弾かれて終わりだ。

「かかってくるがいい」

　カルラの小さいながらよく通る声に、数人の兵士が逃げ出した。

　この混乱に乗じて宿舎の方へ降りていくセオを一いち瞥べつしながら、カルラはまた拳を振るった。
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　カルラが騒ぎを起こしたのを横目で確かく認にんし、セオは士官用宿舎の屋根へと降り立った。

　すぐに霊剣に意識を集中し、千里眼を発動させた。

　宿舎内を一瞬のうちに見通したセオは、宿舎中央近くの室内にネリーの姿を見つける。

「よかった、無事か！」

　わざわざ一度下に降りて入口に回るのもじれったくて、セオは剣を振り上げた。屋根を打ち抜こうと力を集中させる。

「なにをしている、貴様」

　だがそのとき、重く響ひびく声がセオの体を叩いた。

　声に導かれるまま見上げたところに、セオは武人の姿を見た。

　一目で分かった。それはネリーたちの話に出てきたフォルトナー将軍だ。

　岩のように分厚い体を、無骨な鉄の鎧で覆おおっている。眼光は猛禽じみていて、彫りの深い顔にはいくつも刀傷が浮うかんでいる。とくに目立つのは顔の中央に一直線に刻まれた傷だ。

　黒味の強い角にも無数の傷が浮かんでいる。

　短く刈かりこまれた赤髪と、よく日に焼けた肌も印象的で、おとぎ話に出てくる炎の魔人は、きっとこんな姿をしているのだろうという気がした。

　彼はヴィクトリカより一回り大きく厳つい飛竜にまたがり、セオを見下ろしていた。

「フォルトナー将軍……？」

　セオが半ば夢を見ているような心地でつぶやくと、彼は目を細める。

「我が名をどこで知った、小僧？」

　セオが頷うなずくのも待たず、フォルトナーは腰に差した剣を抜いていた。

「貴様がどういうつもりかは知らぬ。だが、相応の覚かく悟ごがあってここにいるのだろうな」

「なっ――！」

　フォルトナーは飛竜の背を蹴ると、剣を構えたまま落ちてくる。

　空中では身動きがとれない。セオにしたら絶好のチャンスだ。

　しかし、セオは躊ちゆう躇ちよした。キャストの存在が一瞬頭をもたげたのだ。

　様子を見るためにセオは後退する。

　セオ本人、消極的すぎると思える選せん択たくだったが、結果的にそれは正しかった。

　着地する瞬間、フォルトナーが落下の勢いを全すべて乗せるように剣を振るった。

　霊剣の補助で身体能力が強化されているセオの目をもってしても、その斬撃はもはや閃光でしかなかった。

　斬撃の生んだ風圧が、あっけなく宿舎の一部を吹ふき飛とばす。

　セオはその衝撃に逆らわず、後方へと飛んだ。ここで戦えば、下手をするとネリーを巻き込みかねないからだ。

「よくかわした！」

「くっ！」

　フォルトナーはまったくためらうことなく、セオを追つい撃げきするために屋根を蹴る。

　わずかに早く地面に着地したセオは、またフォルトナーと距離をとる……ことはしなかった。

　霊剣に集中し、跳躍の力を引き出す。真横に向かって。

「ぬっ！」

　人の限界を軽く突き抜ぬけた方向転換からの急加速に、さすがのフォルトナー将軍も苦く悶もんの声をあげる。

　だが、その顔にはすぐに笑みが浮かんだ。

　フォルトナーは避ける様子すら見せずに剣を構え、着地と同時に振り抜いた。

　ふたりの衝突が、爆ばく発はつじみた衝撃を生む。それに耐たえられず、近くにあった小さな倉庫の壁へき面めんが砕けた。

　それだけ激しく打ち合いながら、セオもフォルトナーも互たがいに無傷だった。

　ぶつかった瞬間はわずかにセオが押していたが、フォルトナーは突撃を受けきると、今度は逆に剣圧でセオを吹き飛ばしたのだった。

　セオは霊剣を地面に突き刺して、なんとか踏み止まる。

「ふふ、この世界の者も、存外やりおるわ！」

「くそっ、強い！」

　視線をぶつけ合い、セオとフォルトナーは吠えた。

　セオを吹き飛ばしておきながら、フォルトナーは平然としたものだった。剣を肩に担かついで豪快に笑っている。

　そのフォルトナーの立ち振ふる舞いに、セオの中で違い和わ感かんが膨れていた。

「なんでこんなことしているんですか？」

「こんなこと？」

　セオが剣を下ろして問いかけると、フォルトナーはあっさりそれに応じた。

　ますますもってセオの違和感は大きくなっていく。

「なんでネリーを裏切ったんです!?　刺し客かくまで放って！」

　思わず声をはりあげてしまってから、セオは慌あわてて口を押さえた。王を愛称で呼び捨てにするなんて、関係を怪あやしんでくれと言っているようなものだ。ましてネリーには内通の疑惑がある。

　当然フォルトナーも顔をこわばらせていた。

「やはり陛下を殺すつもりだったかブロイアめ！　……いや言うまい。所詮吾わが輩はいも同罪」

　だが、その緊きん張ちようが向けられた先は別のところだった。

「そうか、そなたが陛下を救ってくれたのか。そのうえ、陛下のために尽力してくれているとみえる。礼を言おう」

　むしろセオに対しては、優しげにすら感じられる視線を向けた。

　剣を自分の目の前につき立て、両手を空けた状態でフォルトナーは頭を下げた。仮にも将軍と呼ばれる者が、敵であるセオに。

「は？　え？」

　あまりに想定外の反応に、セオもついつい霊剣を消してしまった。

「信じられんかもしれぬが、吾輩は今でも陛下に忠誠を誓ちかっている」

「なら、なんで!?」

　言いつのるフォルトナー。だが、言葉を重ねれば重ねるほど、セオとの感覚のずれは広がっていく。

「民たみが飢うえて死ぬ様を、もう陛下には見せたくはないのだ……。故に、手を汚よごす者は必要なのだ！　隣国に援えん助じよを断られた今、他に方法などない！」

　フォルトナーはきつく拳を握り、宣せん誓せいするように言葉を吐はきだす。

　民は竜人との戦争で最盛期の十分の一ほどになった、というネリーの言葉が思い出された。

　それほどの数の死を見てきた人間の苦悩は、セオにはとても計り知れなかった。

「だが、いずれはこの世界の者とも和議を結ばねばならないだろう。今の魔ま族ぞくに戦い続ける力はないからな。故に、陛下が御手を汚すことはあってはならんのだ！　相手の血で汚れた者が玉座に居座れば、きっと大きな禍根となる。ならばこそ、吾輩が全てを成す！　それを阻もうというのなら、いかに陛下の恩人でも、容赦はせぬ！」

「なっ！　だからって、反ネリーの奴やつらにつくなんて無茶苦茶だ！　肝心のネリーを危険に晒さらしてるんだぞ!?」

　セオの叫さけびは、ほとんど絶ぜつ叫きようだった。それでもただ冷静に、フォルトナーは深く頷く。

　なにかが決定的にずれていた。

「うむ。それでも陛下の御命は守れるように手を尽くしていた。だが、出兵のどさくさにまぎれて出し抜かれてしまった。その危機から陛下を守ってもらったことには感謝しよう」

「そういう問題か!?　今もネリーは危険に晒されてるんだぞ！　さっさと助けに行かないと！」

　そのずれを浮き彫りにするだけだって分かっていながら、セオは言わずにはいられない。

「問題ない。信のおける者に確保に向かわせている」

　――なんでだ!?　だったら今すぐ手を止めて助けに行けばいい！　なぜそうしない!?

　頭ではフォルトナーの言い分も理解できた。それでも、納なつ得とくはできなかった。感情をこんなにあっさり理屈でねじ伏せられるのが、気持ち悪かった。

　さらに言い募ろうとするセオに、フォルトナーは自ら地面に突き立てた剣を抜き、切っ先を向ける。

「問おう青年！　貴様には大義があるか!?　我が義の前に立ちふさがるだけの覚悟があるか!?」

　すぐさま『ある』と言い返すことはできなかった。

　そもそもセオはただ妹のために行動を起こしたに過ぎない。しかも妹本人がそれを望んだわけでもない。そのうえ色々な人に迷惑をかけて、結局ここまでなにも結果を残せていない。

　そんなありさまで、大義なんて語れるわけがなかった。

「ない」

　以外にあっさり、その言葉は口をついた。

　フォルトナーは深いため息を吐きだすと、切っ先を空に向けた。力ずくで全てを叩たたき斬る体勢だ。その証しよう拠こに角がぼんやりとした輝きを放ち始めている。

　だがセオも、やられる気なんてなかった。改めて霊剣を呼び出すと、同じく上段に霊剣を構えた。

「でも、守りたい人がいる！　だから、貴方あなたが聖せい王おう国こくを侵しん略りやくするなら、僕はそれを止める！」

　言い放つとともに、セオは霊剣の力で加速した。

　同時にフォルトナーが剣を振り下ろす。セオも回かい避ひ体勢に入るが、フォルトナーの斬撃は、さっきよりもはるかに速い。

「小さい！　そんなものは誰だれにだっている！　その程度の覚悟ならば、今すぐここを去れ！　吾輩は状況を治め、進軍を再開させねばならぬのだ！　民と国のために！」

　瞬しゆん間かんフォルトナーが怒ど鳴なった。

　歴戦の勇士でも怯みかねない底冷えする声に、元々ただの村人にすぎないセオの体も萎縮してしまった。動きがわずかに遅れる。

「で、でも……僕は！」

　セオは防ぼう御ぎよ結界でフォルトナーの一撃をギリギリのところで逸そらす。

　切っ先はそのまま地面へと叩きつけられた。と、あまりの剣圧に大地に裂さけ目がはしる。

　がら空きになった横っ腹に向かって、セオは霊剣を薙いだ。しかし、フォルトナーはあっさり剣を捨てると、羽虫でも払う気軽さで霊剣の腹を拳で叩いた。軌道はそれ、紙かみ一ひと重えでフォルトナーの鎧をかすめていく。

　顎を狙ねらって飛んできた拳を再び防御結界で弾はじき、セオは霊剣の力で背後に飛びすさった。

「事実、貴様では吾輩をどうにもできん！　それが貴様の限界だ！　どれほど強い願いでも、我欲は大義に敵かなわんのだ！」

　フォルトナーは剣を拾う手間すら惜しむかのように地面を蹴った。

　虚きよをつかれたセオは避けることすらできず、とっさに防御結界を張った。

　剛腕が結界を打ちすえ、青白い光を放つ。一いつ瞬しゆんの抵てい抗こうの後、結界はあっさりと砕け散った。

　ぎりぎりで霊剣を盾に剛腕を弾く。重い。剣で受け止めているというのに、衝撃にセオの手の方がしびれてしまった。

　懐ふところに入られてしまっては、手数で勝る拳に利があった。反撃の暇いとますら与あたえられず、続けざまに拳が飛んでくる。

　すぐに防御結界の展開が追いつかなくなる。さらに手のしびれが積み重なり、剣を支えるのもおぼつかなくなった。

「才能は悪くない。能力も高い。だが、未熟！」

　鋭するどい声とともに、それまでで最も鋭い一撃がセオを襲おそった。剣ごとセオの体が弾はじき飛ばされる。

　なんとか受け身をとって立ち上がろうとしたところで、霊剣が霧消する。

　視界が揺れて、激しい渇かわきがセオを襲った。頭の芯しんがしびれて体がうまく動かない。

　フォルトナーの言う通りなのかもしれない。信念を押しとおすわけでもなく、手段を選ばないだけの思い切りがあるわけでもない自分は、結局なにもできないのかもしれない。

　相変わらず自分は半はん端ぱだ。強がってフォルトナーに反発してみても、結局なにが気に入らないのかよく分からないのだ。

　本人にも理由のはっきりしない悔くやしさに、セオの目に涙なみだがにじむ。

　そうしている間にも、フォルトナーはじりじりとセオとの距きよ離りを詰つめていた。やがて彼かれはセオの前で足を止めた。

「すまぬな」

　セオを見下ろし、フォルトナーは手刀を眼前に構える。

「『豊ほう穣じようの大天使テッラ、大地の底より生まれ出で、人々に草木の恵めぐみを与えたもう。彼の天使、神の子らを守り育はぐくむゆりかごなり』」

　その手が下される寸前、朗々とした声が響いた。
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　ネリーの屋や敷しきを封鎖したときと同じ結界術がセオの周囲に広がっていた。

　術者を中心とした一定範はん囲い内に立ち入りできなくする術で、霊剣ごしに術の完成度がかなりのものであることが感じられた。

「や、やった！」

　両手を胸の前でぎゅっと握ってエルヴァが短く叫んだ。当然術者は彼かの女じよだった。

「エル、ヴァ？」

　かすむ目をこすってセオは背後を見上げた。ぼやけた視界でも分かるくらい見慣れた顔が、今にも泣き出しそうな笑みでセオを見下ろしていた。

　エルヴァはセオの体を抱だき起おこして、頬ほおを優やさしく撫でる。

「将軍さんとやりあうとか、いくらなんでも無茶しすぎだよ。やっぱりこっちに来てて正解だった」

「だって……」

　言いかけて、セオはその先の言葉がはっきりしないことに気づき、愕然とした。

　このままだと戦争になるのだから、戦ってでも止めるしかない。でなければロティが勇者にされてしまう。

　いやだが、戦争を止めれば魔族に多くの死者が出るかもしれない。今いま更さら、グラディスが同じようなことを言っていたのをセオは思い出していた。

　それを無視してでも自分の感情を優先するのは正しいのだろうか。

　でも、止めなかったら多くの人が死ぬし、結局魔族も多くが死ぬ。そしてロティが死地に送られ、ネリーと敵対する。

　――止めても、止めなくても待っているのは絶望じゃないか？

　だったら、今無理をして戦うことにどれほどの意味があるのか。

「ネリーちゃんならカルラさんが助けに行ったよ。陽動と突入、逆になっちゃったね」

　場違いなほど穏おだやかなエルヴァの言葉に、セオは力なく笑え顔がおを返す。

「セオ、なんか難しいこと考えてない？」

　当然そんな笑顔で誤ご魔ま化かしてしまえるエルヴァではなかった。

「え、いや」

「セオ。人にはね、できることとできないことがあると思うよ。だから難しく考えるのやめよーよ」

　とっさに誤魔化す言葉を探しだしたセオの唇くちびるに指を当て、エルヴァは子どもを叱るような声をもらした。

　セオはすぐさまその手を払いのける。

「おまえ、失礼な」

「わたし相手になに言ってんのよー」

　セオの手にはまるで力が入っていなかった。しかしエルヴァはセオに逆らわず、にやにやと悪いた戯ずらっぽい笑顔を返すだけだ。

「だからセオは、信じるようにやればいいよ」

「でも、多分僕のは子どもの意見で、きっとフォルトナー将軍の方が色々」

　あまりにあっけらかんと言ってのけるエルヴァに、セオはむしろ困こん惑わくしてしまった。

「いいの。わたしが許します」

　けれどエルヴァに躊躇いためらはない。普段からは想像できない聖職者然とした顔で、静かに頷くのだった。

　セオは、そんな自分の知らないエルヴァの顔を見ていることができなくて、慌てて視線を逸らした。

「いや、でもどっちみち、僕の力じゃどうにも」

「力なら、わたしがどうとでもするもん。そのためについてきたんだから」

　だが、エルヴァは逃がしてくれなかった。

　頬を撫でていた手に力が入る。顔が近付いてきて、熱を測るみたいにおでこ同士をくっつけた。エルヴァの穏やかな瞳ひとみが目の前にあった。

「なにを？」

　顔が際限なく熱くなっていくのが分かった。今頭がぼうっとしているのが、霊れい剣けんのせいなのか、この熱のせいなのかよく分からなくなってくる。

　エルヴァだってそれは同じだった。口調こそ、いつになく冷静だったが、彼女の顔も酒を飲んだみたいに真っ赤だ。

「せ、責任とってくれるって言った、よね？」

　それでもエルヴァは目を逸らさなかった。

　今更の質問にセオはすぐに頷く。

「ん？　あ、ああ。僕にできることならなんでも」

　今セオがこうしてここにいられるのは、セオの無理を聞き入れてくれた彼女のおかげだ。

　どれだけ感謝したってしたりない。

　セオの答えにはにかむと、エルヴァはそっと目を閉じた。

「うん。じゃあ、責任とってね」

　それから勢いづけるようにつぶやいて、セオの唇に自分の唇を押しあてた。

「んっ――!?」

　ふわりとした感触。抱き合っても、手をつないでいても分からないくらい鮮明に、エルヴァの温かさを感じた。うるさいほどに鼓こ動どうの音が響いていた。でもそれが、どちらの鼓動なのかセオには分からなかった。

　不慣れな、本当に触ふれるだけのキスだった。

　目を閉じるのも忘れ、セオはただぼう然とそれを受け入れる。

　やがてエルヴァが体を離す。セオですら記き憶おくにないほど、その顔は赤くなっていた。

「――は？　な、な、な」

　わけが分からず、ただ口を押さえて目を泳がせるセオ。

　立ち上がってセオから距離をとったエルヴァは、前まえ髪がみで顔を隠かくしながら口を開く。

「き、近所のお姉さんがね、懺ざん悔げしてたの。キ、キスですっごくえっちくていけない気分になったんだって。だ、だからこれならって。は、初めてなんだよ？　誰にでも気軽にこんなことするわけじゃないんだからね」







[image: ]







　多分、これまでにふたりでやってきたことの方が、世間一いつ般ぱんではいやらしい行こう為いだったに違いない。

　だが確かにセオは、かつて感じたことがないほど熱いものを、体の芯に感じていた。

　いやらしいことに免めん疫えきのないエルヴァが、自らの意思でこんなことをしてくれたと思うと、それだけで頭が蕩けそうだった。

　自分でも単純すぎると思うくらいに、今はエルヴァがいとおしい。

「あーもう。なんか悔しいな……すげー元気出た」

　はにかんだセオの体には、かつてないほど力がみなぎっていた。
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　エルヴァが結界を解くと、剣けんをとり戻もどしたフォルトナーが立っていた。

「なんのつもりか分からんが、もういいのか？」

　セオは背後のエルヴァに目配せして距離をとらせながら頷いた。

「ええ。やっぱり、なんと言われても僕のすることは変わらないですから」

「ほう」

　フォルトナーは静かな笑みを浮かべて耳を傾かたむけていた。隙なく構え直された剣だけが、彼の戦意を示していた。

「僕は見知らぬ大勢を救いたいとか、こうすれば救えるなんて分かんないです。そこまで頭良くもないし、器うつわじゃないし」

　セオも霊剣を再構築して固く握りしめた。

「でも、大事な人を守ろうとするのにそんな理屈いらないでしょ！」

「それが多くの者を殺すことになってもか!?　守られる者が犠ぎ牲せいを望まなくともか!?」

　その怒ど声せいを合図に、ふたりは地面を蹴けった。

　霊剣の力を使った加速から斬撃を放つ。フォルトナーは先ほど同様真正面から受け止めた。

　衝撃が空気を揺らし、エルヴァが悲鳴をあげていた。

　剣けん越ごしに、ふたりは力比べの形になる。だが今度は、セオも一歩も退かなかった。

「なら、必死に這いずりまわって悲しませずにすむ方法を探すだけです！　そのためなら、僕はなんにだってなってみせる！　英えい雄ゆうだろうが、勇者だろうが、邪じや神しんだろうが！」

「ふん、ずいぶんと甘あまい考えだ！」

　申し合わせたようにふたりは距離をとる。

　少しだけ早く体勢を立て直したフォルトナーは、近くに転がっていた木片を掴み上げ、セオめがけて放ほうり投げた。

　フォルトナーの剛腕から弾き出された木片は、唸りをあげてセオを襲う。

　投石機なんて比ひ較かくにならない高速で打ち出されたその木片を、だがセオは、軽く左手を突き出しただけで受け止めた。防御結界だ。

　力がみなぎってくる感覚は、気のせいではなかった。身体能力も継けい承しようした能力も、いつもより数段引き上げられていた。

「自分の大切なものも守れないのに、もっとたくさんの人を幸しあわせにしようって考えよりは、甘くないと思いますよ」

　自分の半分ほども生きていないセオから、そんな失礼な言葉を投げかけられたというのに、フォルトナーは怒おこるどころか笑っていた。

「ははは、言いおる。貴様、名を聞こう」

「セオドールです。セオと呼ばれてます」

「吾輩はアグヌス・フォルトナー。名で呼ぶことを許そうぞ」

　フォルトナーの鋭い瞳がセオを射すくめる。それでもセオは、その凶悪な眼光を正面から受け止めた。

「こい、セオ！」

　フォルトナーは剣を肩かたに担ぎ、左手で挑ちよう発はつするように手招きをしていた。

　セオはそれに応こたえるように、霊剣を正面に構えた。

　次の一撃で勝負が決まると、セオは直感していた。

　だから、ありったけの力を霊剣にこめる。直後、刀身が光り出したかと思うと直視できないほどに輝きを増した。

　双方が相手の出方を探り合い、一瞬だけ妙な沈ちん黙もくが降りる。だがすぐに、セオはそんな心理戦が無意味だと悟さとった。

「アグヌスさん……行きます！」

　そもそも、フォルトナーを諦めさせ開戦を止めさせるには、真正面から止めなければ意味がないのだ。

　だから、セオはわざわざ宣言してから地面を蹴った。

　霊剣による加速すらしなかった。そんなことをしなくても、フォルトナーは正面から斬撃を受け止めると分かっていたからだ。

　エルヴァとロティ、ネリー、カルラの顔が一瞬のうちにセオの脳のう裏りをめぐる。

　そこからわき上がってくる力も上乗せして、セオは思いっきり霊剣を振り下ろした。

「おぉっ！」

「ふん！」

　ただでさえ大きな体をめいっぱいに使い、フォルトナーも全力の一太刀でそれに応じる。

　ふたりの剣が触れた瞬間、ほとんど爆発のような衝撃が周囲を包つつんだ。
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　手の中で、霊剣が光の粒になって消えていく。

　セオは肩で息をしながら、それを見送った。

「化け物かよ」

　手ごたえはあった。事実セオは剣を振り抜いていた。フォルトナーの剣ですら止めきれず、地面にまで衝しよう撃げきで亀裂が走っていた。

　だがフォルトナーは立っていた。

　フォルトナーの鎧よろいには大きな傷ができていた。その傷は間ま違ちがいなく肉体まで届いている深さだ。セオに殺すつもりがなかったのと、フォルトナー自身の技量のおかげで致ち命めい傷しようは免れていたが、それでも立っていられるような傷には見えなかった。

　さらに、大地を砕くほどの衝撃が全身を襲ったはずなのだ。

「ふ、ふふ」

　だというのに、フォルトナーは笑っていた。

「見事だ。こんな強敵は、竜りゆう人じんどもにもいなかったぞ」

　肩で息をしながらも、フォルトナーは楽しげだ。

「ふふ。だが、まだまだ甘いな、セオ。殺すことを躊躇ったであろう」

「躊躇ったんじゃないです。元々そんな気がないだけです」

　荒あらい息とともに吐き出された言葉に、あっさりとセオは首を振った。

　フォルトナーの眉み間けんに深いしわが浮かぶ。

「ふっ。吾輩は貴様らの国を侵略しようとする軍勢の親玉だぞ」

「そうなんですけどね、でも、貴方が死ぬと僕の大事な友人が悲しむ気がするので」

「……は、ははは！　それだけのために、吾輩を許すというのか？　セオよ」

　フォルトナーはまた笑い声を上げる。だがその顔は笑っていなかった。

　それでも臆することなく、セオは頷いた。

「ええ、他ほかに理由なんていらないでしょ」

　とても大おお怪け我がを負っているとは思えない凶悪な眼光が、セオを射抜く。

　戦っている時でさえ浮かんでいなかった青筋が、額に浮かんでいた。

「ふざけるな！　吾輩に生き恥をさらせというか！　今すぐ吾輩をその剣で――」

「待つのじゃ」

　その言葉を遮さえぎったのは、まだ少し幼さを残す、それでいて天性の気品を備えた声だった。

　こんなわざとらしく大仰なしゃべり方をする人物を、セオはひとりしか知らなかった。

　声のした方向を見れば、想像通りの人物が立っていた。

「へ、陛下！」

「ネリー！　よかった無事で」

　セオとフォルトナーがほぼ同時に声を上げる。

　ネリーの後ろにはカルラも控えている。さらに、フォルトナーが遣つかわしたと思われる兵士もふたり控えていた。

　ネリーは一瞬セオに笑顔を向けると、フォルトナーに歩み寄った。

「フォルトナー……すまなかったのう」

　そして、なんと頭を下げたのだ。

　これに目をむいたのは、他ならぬフォルトナーだった。彼は痛みに顔をしかめながら、謝罪を止めさせようと手を伸ばす。

「な、なぜ陛下が吾輩などに謝罪するのです!?」

「そなたの忠誠を、わらわは信じることができなかったのじゃ。不ふ甲が斐いない」

　だがネリーは頑なだった。

　厳然とした風格を持つ武人が、小さな少女相手におたおたしている姿は、なんとも不思議なものだった。

「それは吾輩がそう動いた故のこと。陛下が気に病むようなことではございません」

「それでもじゃ！　それでも、臣下の真意を汲むのが王というものであろう。……大儀だったな、フォルトナー」

　柔やわらかな微笑ほほえみとともに投げかけられた言葉に、フォルトナーの目元が潤む。

　それを隠すように、フォルトナーは膝ひざをついて頭を垂れた。

「もったいなきお言葉！」

「改めて今後も、わらわのために働いてはくれぬか？」

「仰せの……ままに」

　震ふるえる声でそれだけ答え、フォルトナーは地面に突っ伏した。

　元々限界だったのだ。

「ああ、もう。そんな傷で無理に動くからですよ」

　セオとフォルトナーの戦いの余波に当てられ、ふらふらになっていたエルヴァが、よろよろとフォルトナーに近寄っていく。こんなときでも、直前まで対立していた人を心配できるエルヴァに、セオはついつい笑みを向けてしまう。

　それに気づいたエルヴァが、赤い顔をしてそっぽを向く。その表情にさっきのキスが思い出されて、セオも顔が熱くなるのだった。

　そんなセオとエルヴァを、ネリーとカルラが温かい目で見ていた。

　場所に似つかわしくない、何とも平穏な空気だった。

　だから、セオやカルラも油断してしまったのかもしれない。

　その一角を、数条の光の矢が襲ったのはその瞬間だった。

　セオとエルヴァは大おお慌あわてで防御結界を周囲に展開する。光の矢と結界がぶつかり合い、派手に砂煙を捲まき上げる。

　その煙に乗じて影かげが三つ、飛び込んできた。

　その者たちは、誰かが反応するよりも速く、ある一点へと殺到する。ネリーの元へと。

　セオは霊剣を呼び出し、剣風で辺りの土煙を吹き飛ばした。

　すると、そこに立っている者のひとりに見覚えがあった。先刻ネリーを捕らえた人物、ブロイアとかいう大臣だった。
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　彼は配下にネリーを押おさえこませたうえで、その喉のど元もとに短剣を突き付けていた。

「ふざけるな、ふざけるなよ!?　あと一歩なんだぞ？　こんなところで兵を退かされてたまるか！　指揮官は俺おれだ！　前魔ま王おうの頃ころから、俺が何年このときを待ったと思ってる！　民が俺を崇めるようになる、こんな機会を！　その小こ娘むすめでもなく、あの筋肉馬ば鹿かの前魔王でもなくだ！　貴様ら命令だ。この小娘の命が惜しければ、俺の配下になれ」

　その場の全員が、鋭い視線をブロイアに向ける。

　だが、ブロイアは涼しい顔だった。驚おどろくべき厚顔ぶりだ。

「貴様のような者が、わらわに触れることを誰が許した」

　そんな彼に最初に不快感をあらわにしたのは、他ならぬネリーだった。

　彼女は喉元に刃やいばが触れているとは思えない堂々とした声で言った。

「はは、てめぇの力を封じさせたのは俺だぞ！　キャストのないお前なんかに、誰が従うかよ！」

　それだけの度量を見せられても、ブロイアは態度を改めはしなかった。

　ネリーはわざとらしくため息をつく。小馬鹿にしているようにも見えたが、よく見ると、その口元は小刻みに震えていた。怖くないはずがない。それでも、王としての自覚が、彼女に泣き言を許さなかったのだろう。

「……そうか」

　代わりにそう短くつぶやいて、ネリーはセオに控ひかえめな視線を送ってきた。

　その口が小さく動く。セオには唇を読むような技術はなかったが、状じよう況きようと単語が簡単なものだったおかげで、なんとか意図を理解することができた。

　ネリーは『雨』と言ったのだ。

「なんで突とつ然ぜんこんな土砂崩れが起きたか、不思議に思わなかったのかのう？　ここは雨の少ない土地のはずなのじゃが」

　その言葉に合わせて、セオは霊剣に集中する。

　全員の視線はネリーに集まっていて、セオの剣がほのかに光ったことに気づいた者はいなかった。そこから空に昇っていった、ぼんやりとした光にも。

　瞬間、晴れわたっていた空に、急に雲がかかった。かと思うと、パラパラと雨粒が落ち始める。

　さぁっと、ブロイアの顔が青くなった。

「な、なんでだよ！　た、確かに力は封ふうじたはずだろ!?　解除用の呪具だって、俺が保管して……」

「ほう、貴様の手にあったか」

　まくしたてるブロイアの言葉に、ネリーは悪党じみた笑顔を浮うかべる。わざと残ざん忍にんに見えるように、口元だけを歪ゆがめた笑顔だ。

「……え？」

　仮にも大臣職にあるとは信じられない間の抜けた声。

「セオ、鍵かぎの形をした水晶のようなものが見えぬか？」

　そうしている間にも、ネリーは次の手を打っていた。

　言われるまま、セオは千里眼を発動してブロイアや配下の持ち物に視界を広げる。

　それはすぐに見つかった。

「右の懐にそれっぽいのが」

「小者が。肌身離さず持っていなければ安心できなかったのじゃな」

「は？」

　主と同じく、ブロイアの配下が突然の雨に色を失っている隙をついて、ネリーは、まだ疑問の声を上げているブロイアの右胸へと手を当てた。その服の中から、魔族が力を使うときの角と同じような、ほのかな光がこぼれ出す。

「後々探し出す手間が省けたのじゃ」

　間もなくその光は消えた。だが代わりに、ネリーの角に同じ輝かがやきが宿っている。そこからは、さっきまで刻まれていた文様が、跡形もなく消えていた。

　そしてネリーは目を閉じた。

「小娘でも、貴様に雷を落とすくらいのことはできるのじゃぞ」

　あえて穏やかに告げられた言葉に、ブロイアは短剣をとり落とす。

　そのまま地面に頭がつきそうな勢いで、頭を下げだした。

「……お、お許しを！　どうか、どうかお許しを！」

　その姿を見て、ネリーは安あん堵どの息をつく。しかし、その顔は少し寂しげだった。

　なぜだろう？　そう思った瞬間、視界が歪んだ。すっかりお馴染になってしまった渇きが、セオを襲った。

　ただでさえ疲ひ労ろうが限界だったところで、さらにふたつの能力を使ったのがいけなかった。視界がぼやけ、暗くなっていく。

　とりあえずは問題が解決したこともあって、無理に踏ふみ止まる気も起きなかった。

「セ、セオ？」

　のんびりとした声を聞きながら、セオは意識を手放した。







エピローグ
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　聖せい王おう国こく王都パークスの中央、勇者の血を引くとされる王族たちの住まう城は、かつてない重々しい空気に包まれていた。

　国境付近で魔族側の先せん遣けん隊たいらしき一団が確かく認にんされたという報せが入ったのが数日前。それから慌あわてて派遣した調査団が、まさに今、東の森の奥おくで巨きよ大だいな砦とりでと数千の軍勢を確認して戻ってきたのだ。

　謁見の間で兵の話に耳を傾けながら、王は顔の形が変わるほど深く渋面を刻む。大理石と漆しつ喰くいの明るい室内も、心なしかいつもより暗かった。

「勇者殿どのはまだ見つからぬか」

「も、申し訳ございません」

　王の祈いのるような言葉に、側近の一人が首を振ふった。目元を押さえ、王は深く玉座に身を沈める。

　交こう渉しようを断って以来、当然このような事態に備えを進めてはいた。

　だが、王には誤算があった。

　ひとつは魔ま族ぞくの強さ。情報を探らせるために放った密偵はそのことごとくが死亡。辛かろうじて生還した者の口から語られたのは、魔族ひとりひとりが、宮廷魔ま術じゆつ師し級の術を無詠えい唱しようで扱あつかえるという信じがたい事実だった。

　もうひとつは、予想以上に魔族側の行動が早かったということ。開戦は冬になってから、早くても夏過ぎというのが王族側の予測だった。初夏のこの時期に動いてくるなんて、勇者についての予言が出るまでは、誰も考えていなかったのだ。

　山岳地帯から出てきた少数民族かなにかが調子に乗っている。軽くお灸をすえれば、それで済む話。その程度の認識だったのだ。

　このままでは勇者が見つかり、この戦いを治めてくれたとしても、相応の被ひ害がいを覚かく悟ごしなければならない。そして、聖王国のすぐ北側に位置する小国連合がこの好機を見み逃のがすとは思えなかった。

「お邪じや魔まするわ」

　そのとき、艶っぽい声が響ひびいた。

　返事も待たずに、声の主は謁見の間へと踏みこんでくる。

「ま、待てここは」

　反応の遅おくれた警備兵が、青い顔をして駆かけ寄よる。

「よい」

　だが、その警備兵を止めたのは、他ならぬ王だった。

　別に警備兵は油断から彼女を見逃したわけではない。彼女はその場所に転移してきたのだ。

　そんな術が使える相手を、王は一人しか知らなかった。

　それに、数十年会っていなかった程度で忘れてしまえるほど、彼女は普ふ通つうの人間ではない。

　そこにいたのは、数々の伝説を持つ救国の英雄。銀の大だい賢けん者じやグラディス・アリンガムその人だった。

「久しぶりね、ちょっと見ない間にずいぶん老けたのね。最後に会ったのは、貴方の即位のときだったかしら？」

「はは、そういう貴方は相変わらずお美しい」

　王は疲れた顔で笑う。

「して、今日はどのようなご用件で？　ご覧の通り我々は少々とりこんでおりまして、歓迎らしい歓迎もできない次第です。お力添えいただけるというのなら大歓迎なのですが」

「へ、陛下!?」

　王がその粗そ暴ぼうなふるまいを許し、あまつさえ敬語を使っているという事態に、臣下たちは揃そろって目を白黒させていた。

　そんな彼らを鼻で笑うと、グラディスは冷たい目で王を見つめる。

「そのつもりはないわ。ただ、報告にきただけよ」

「……報告？」

「ええ。ちょっと魔族たちのところに、私の見つけた勇者を送り込んでおいたら、うまいこと今回の件を収めてくれたみたいだからね」

　胸を強調するように腕を組んで、グラディスは世間話でもするような気軽さで言った。

「……は？」

　あまりに脈絡のない発言に、王も言葉を失っていた。

　なんとかとり乱さずに、体面だけは整えることができたが。

「だから、国境付近の魔族の軍勢、片づけたんだってば。勇者が」

「な、なんですと!?」

　玉座から立ち上がって詰つめ寄ろうとする王に、煩わしそうに手を振って、グラディスは踵きびすを返した。

「で、彼が今こっちに向かっているようだから、先に受け入れ準備でもしておこうかとね。……ああ、丁度きたみたいね」

　その視線の先に、突然人が降ってきた。

　幻想的な真っ白な剣を手にしている。逆の手には人ひとりくらい軽く収まりそうな袋だ。

　粗そ末まつで地味な服を着た、特とく徴ちようのない顔立ちの男だった。剣のほかには鎧も盾たても、武具らしい物はなにも身につけていない。

「よくやってくれたわね、私の勇者セオ」

「誰だれがグラディスさんのですか、誰が」

　セオという少年の手の中から剣が消える。その様に臣下たちの間に動どう揺ようが広がる。

　セオは躊躇いがちに謁見の間に足を踏み入れた。

「で、なんで呼ばれたんすか？　僕ぼく、さっさと家に帰ってロティを抱きしめたいんすけど」

「……シスコン改善しなかったわね。まぁいいわ。言ったでしょう、勇者にならないと意味がないって」

　意味の分からない会話を始めたふたりに、王は眉間のしわをさらに増やし、咳せきばらいをした。

「その者が勇者殿なのですか」

「ええ。このあたりさわりのない顔がいかにも勇者っぽいでしょう？」

　躊躇いがちにしていたセオを、グラディスは強ごう引いんに引っ張ってくると、顔を撫なでた。

「は？　はぁ、よく意味が分からぬのですが」

　首を傾かしげる王。グラディスはセオと肩を組むと、その頬を突っついた。

　信じがたい、というか信じたくない光景に、王は頭を押さえて玉座に身を投げ出した。

「ほらセオ、どうも陛下は納なつ得とくがいっていないご様子よ。あれ出して」

　どっちかというと頭を抱えていた対象はグラディスに対してだったが、王はなにも言わずにこっそりとため息をついた。

「あ、はいはい。言われた通りに色々持ってきましたよ。えーっと、これが向こうの現代表者からの書簡で、こっちが黒幕だった大臣の角、それから財宝各種、あと……」

　王の様子なんて気にした風もなく、セオは担かついでいた大きな袋の中から次々と物を取り出していく。その中から、まず丸められた羊皮紙を臣下のひとりに手渡わたした。

　財宝類は金銀宝石の類だけではなく、武器や植物の種にも及およんだ。見たこともない造形の物も多くあった。それだけで人ひとりが一生遊んで暮らしても余る量だ。

「う、うむ。素晴らしい。確かにこれを見せられては疑いようがない」

　それだけの物を、誇るでもなく平然と広げていくセオに、王は確かにグラディスと同様の異様さを感じとった。

「ま、そんなわけだから、国民にはうまいこと言っといてくれるかしら。ああ、あとね、あっちに食しよく糧りよう援えん助じよしてあげてくれる？　こっちの生活水準を変えなくても、ギリギリ一年分くらいはひねり出せるでしょ？」

「む、無む茶ちやを言わないでいただきたい！」

　とっさに玉座のひじかけを叩いてしまい、王は慌ててその手を隠した。

　グラディスは冷たく一度笑っただけで、特に不快感を表す様子もなかった。

「できるから言ってるのよ。それにタダでというつもりはないわ。彼かれらの戦せん闘とう力と技術力は、貴方あなたも調べがついているんでしょう？　それを手にすることができるの。悪い話じゃないわ。国に百年分の進歩をもたらした名君として歴史に名を刻みたくはない？」

「ぬぅ……け、検討してみましょう」

　グラディスは聖王国をよく分かっていた。

　初代国王はともかく、それ以降の王は目立った活躍をしたことがない。というのも、国内はグラディスのおかげで安定を享受し、政治面はラティオ教の威い光こうが反抗心を潰してくれていたからだ。

　おかげで、これまで際立つ活躍の機会がなかったのだ。だから今、民の国王本人への帰依意識は低い。

　正直、次の勇者が誕生すれば、その勇者に王がすげ替えられる可能性はかなり高かった。

　そんな名めい誉よ欲と危機意識を、グラディスはピンポイントにつついたのだ。

「良い返事を期待しているわ。そうそう、彼らは宗教には疎いようよ。ラティオ教の布教にも寛容じゃないかしら。上う手まく神官たちを説得してくれると助かるわ」

　そんな計算高さなどおくびにも出さず、グラディスは穏やかに微笑んだ。
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「なんかいいように使われた気がする」

　セオはゆっくりと大地に降り立った。

　見慣れた丘おかや川、田畑が広がっていた。この地方に多い、黄色く小さい花が郷愁を誘う。

　ここを離はなれていたのは実際ひと月に満たない期間だったが、やたら懐なつかしく感じた。

　そんな故郷にたどり着いたのは、日がすっかり暮れてからだった。

「いや、まぁいっか。済んだ話だし、結局魔族のことも上手くまとまったみたいだしな」

　頭を振って余計な考えを追い出して、セオは懐かしき我わが家やを目指した。

　さして広くもない村だ。すぐに見慣れたぼろ小屋が見えてくる。

　飾かざり気けのなさも、ぼろぼろの壁かべもいつも通り。しかし、少しだけ違い和わ感かんがあった。

　灯あかりが漏もれていた。

　普ふ段だんならもうロティは寝ねてしまっている時間だ。嫌いやな予感がした。

　セオが慌てて家に駆け寄ると、家の中からなにやら言い争あらそうような声が聞こえてくる。

　表情を険しくしながら、セオはただの木の板同然の扉とびらを開いた。

　とくにつっかえ棒が置かれていることもなく、あっさりと扉は開く。

　そこには、

「うむ、そうじゃ、主の兄に頼たのみがあってきたのじゃ」

「え？　なに？　おにいちゃんがどうしたって？　ていうかおにいちゃんの居場所知ってんの？　どこ？　ねぇ今どこにいるのよ！」

　今朝がた別れたばかりの友人と妹が、なにやら言い争いをしていた。

「あ、お邪魔しております、セオドール殿」

　当然、従者の姿もある。彼かの女じよは真っ先にセオに気づくと、深々と頭を下げた。

「おおセオ！　やっと帰ってきたか、待ちくたびれたのじゃ」

「おにいちゃん！　ねぇちょっとこの人なに!?　っていうか、今までどこ行ってたの!?　アタシに無言でいなくなるとか、ありえないよ！」

　再会の余韻など抱いだく間もなく、いつもは可憐なロティが、とり乱した様子で詰つめ寄ってきた。

　そりゃ姿を消した兄を訪ねて、奇き妙みようないでたちの、しかも妙みように高貴そうな女が訪ねてきたらとり乱しもするだろう。

　逆の立場だったら自分も同じ行動をとるだろう、とセオは苦く笑しようした。

　しかし、ネリーはそうは思わなかったらしい。

「ぬぅ、兄の方だけかと思ったら、なんだか妹もブラコンくさいのう」

　目を細めてセオたち兄妹を交互に眺め、ため息を吐ついた。

「ぶ、ブラコンじゃないもん！　おにいちゃんの心配をするのは妹として当然なんです！」

　まったくだと頷うなずきつつも、そんなことを話している場合ではないので、セオはさっさと話題を修正にかかる。

「っていうか、どうしたのさ、ネリー？　国はいいの？」

「うむ。その辺はちゃちゃっとまとめてきたのじゃ。こっちに使者も飛ばしておる。飛竜を使ったからのう。今頃はもうついてることじゃろう」

　普段の姿しか知らないから不思議な感じだったが、ネリーはかなり優ゆう秀しゆうなようだった。あのフォルトナーやカルラが仕えようとするくらいだ、当然といえば当然だ。

　やることはちゃんとやってるんだな、と感心していると、セオは突とつ然ぜん肩かたを掴まれた。ネリーによって。

　彼女は咳せき払ばらいをすると、少し言いにくそうにうつむいた。

「ああ、それで用件なのじゃがな。んん、その、セオ。ひとつ、わらわの婿になる気はないか？」

「え？」

　幻聴だと信じたくて、セオは手を耳に当てた。

「ああ無理にとは言わん！　そなたに心に決めた相手がいるというのなら、とりあえず、わらわに子を宿してさえくれれば、結けつ婚こんまではせぬでもいいぞ」

「は？」

　さすがにそれは無理と言いたかったセオだったが、あまりに驚きすぎて上手く言葉にならなかった。

　様子を見かねたカルラが、おずおずと口を開く。

「お嬢じよう様さまはこの世界で魔族が生きていく上で、早さつ急きゆうな民族同化が必要であると判断されました。そのために、まずご自身が先例を作ろうと」

「いや、僕は愛のないそういうのは……」

　行動力と民を思う心は称賛に値するが、どうにも釈然としなくてセオは頭を掻いた。

「愚か者！　ま、まったく好意をもっていない相手にこんなこと頼むはずがなかろう！　本来なら王侯貴族から適当なのを見つくろうのが筋のところをじゃな、その。い、いや、あのときの約束もあるしの。大だい丈じよう夫ぶ、わらわはそなたを独占しようとしたりせぬ。シスコンについても大目に見ようぞ」

「セオドール殿、お嬢様にとって今一番信用できる殿との方がたは貴方なのです。そのあたりご理解いただきたい。なんなら、私をセットでお付けしてもいいです」

　主従ふたりがかりで詰め寄られ、セオは部屋の隅すみに追い詰められていた。

　だが、その間に割り込む猛者がいた。ロティだ。さすがは真の勇者である。

「ちょ、ちょっと待った待った！　なにそれ、子どもってどういうこと!?　おにいちゃん！　ちょっと説明して！」

　だが、矛先が向いたのはセオに対してだった。端整な顔が引きつってしまっている。明らかに怒っていた。

　突然失踪したうえに、帰ってきたらこれでは怒るのも当然だった。

「あああ」

　耳を押さえて聞かないふりのセオ。

　当然、そんな風にしていても、状況が改善するわけもなく。

「セオー、戻もどってるの？　なんか無断でしばらく姿を消しちゃったし、あ、あんなことまでしちゃったから、教会に戻りづらいの。それで、えっと、責任とってね」

　むしろ、よけいややこしくなっていた。

　灯りにつられたのか、エルヴァまで姿を見せていた。もじもじとしながら屋内を覗いている。

「え？　え？　エルおねえちゃん？　なに？　どゆこと？」

「あ、ロティちゃん久しぶりー」

　頭を抱えるロティに、数年ぶりの再会とは思えない気軽い挨拶を返していた。

　照れくさそうにセオに視線を送るエルヴァの様子に、ロティもつられて顔を上気させる。

「責任って、おにいちゃん、エルおねえちゃんになにしたの？」

　やましいことはない、と答えたいところだったが、やましいことをしているのでそうもいかなかった。

　理由があるといっても、ロティにだけは説明するわけにはいかない。

「あ、いや」

　詰んでいた。迫せまってくるロティから、壁に張り付くようにして少しでも距きよ離りを取ろうとするセオ。もちろん逃がしてはくれない。

「は、はずかしい」

　まともに答えないセオの代わりに、エルヴァがつぶやいた。

　たったそれだけの言葉で、ロティに対しては十分な回答だった。

　普段は周りが心配するくらい仲のいいはずの兄を、変質者でも見るような目で見つめ、襟えり元もとに掴みかかる。

「おにいちゃん！　家族会議です！　家族会議を開きます！」

　体験したことのない妹の剣幕に、セオは言葉を失っていた。

　だがそこに、さらに厄やつ介かいな人物が顔を見せた。

　すでに人が入るスペースなんてないようなぼろ小屋を覗のぞきこんで、心底楽しそうに微笑んでいる。そんな悪趣味な知人はひとりしかいない。グラディスだ。

「あ、セオ。実はさ、ちょっとまずいことになっててね。勇者復活の報せが民たちの間にも広がってるのはいいんだけど、その影えい響きようでさ、なんか勇者がらみの予言がまたいくつもされちゃったみたいなのよね。で、偽にせ勇者としては、疑われるのも厄介だし、ちゃちゃっと解決してきてほしいんだけど」

　さらに怪あやしげな人物の登場に、ロティが表情をこわばらせていた。怒おこることすら忘れて、セオの体をギュッとつかんで周りを威嚇しだす。

　なりゆきを見守っていたネリーとカルラも、見知らぬ人物の乱入に、警けい戒かい心しんをあらわにしていた。エルヴァだけは、あきらめの苦笑をもって彼女を迎えた。

「ほら、時間がないからさっさと行くわよ」

　いつの間にかセオは家の外に連れ出されていた。

　自在に転移のできるグラディスの仕業だ。

　子猫でも持つみたいにセオの襟元を掴み上げて、

「んじゃもらってくわ」

　家の中の女性陣に手を振る。

「こら待て、おにいちゃん！」

　慌てて飛び出してくるロティに笑い返して、グラディスは転移の術を発動させる。

　姿が闇やみに溶とけてしまう寸前、

「ただ静かに暮らしたいだけなのにぃ！」







[image: ]







　セオの悲痛な叫さけびが響いた。





了









あとがき







　隙間風の吹きすさぶ部屋から、最近ようやく引っ越しました。壁にひびがない。素敵！

　はじめまして、もしくはお久しぶりです。久く遠どおくおんです。




「勇者の家族って協力的すぎない？　家族が死地に送り出されるのを黙って見てるか？」

　という思いつきから始まった今作ですが、なにやらプロット通して、書いて、としているうちに、ファンタジーが復権してたみたいですね。ラッキー！

　いや、むしろ、編集様の先見の明すげぇというべきですかね。巧みな舵取り、感謝です！

　それと素敵なイラストを描いて下さった電でん柱ちゆう棒ぼう様、ありがとうございます。毎度ながら私、絵師様運がいいな！

　そして何より、今、この作品を手に取っていただいてる読者様、ありがとうございます！

　では、今回はあとがきページ数カツカツみたいなんで、このへんで。


二〇一三年　十月二八日　久遠くおん


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




久遠くおん先生／電柱棒先生
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